



























































豚公爵に転生したから、今度は君に好きと言いたい２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　幼日とこれから









　気持ちの良い惰だ眠みんを貪むさぼっている中、不意に誰だれかの声が耳に届く。

「あの泣き虫シャーロット！　一体、何様のつもりかしらっ！」

　それは不思議と胸をざわつかせる声こわ色いろ。

　俺は意識を耳に集中させ、声の主は一体誰なんだろうと耳を澄すませた。

「婚約者フイアンセの私をほっといて……あの子ばっかり構うんだったらこの指輪なんかいらない！　これって私を一番大切にするって証あかしじゃないのっ！」

　……女の子？

　それに、その声はどこかで聞き覚えのあるような？　一度気になると止まらなかった。

「いざ、起きるぶひ」

　独り言をきっかけに、俺はパチリと目を開いた。

　視界一いつ杯ぱいに広がる緑の木々。草花が咲さき誇ほこり、むせかえるような緑の香かおり。

　そして見つけた。丈たけの短い雑草に覆おおわれた地面の上で小さな女の子が座り込み、頼たよりなさげな背中が不規則に揺ゆれている。

　汚けがれ無き亜あ麻ま色いろの髪かみ、小刻みに震ふるえる肩かた。激しく保護欲をかきたてる姿に木の幹に登る可愛かわいらしい小動物達までもが彼女を見つめている。

　幼子は紛まぎれもなく俺の知るアリシアが幼い頃ころの姿で。そして俺のまん前には小さな男の子が大木の影かげに隠かくれ、雑草を勢いよく毟むしるアリシアの後ろ姿を眺ながめていた。

　──そうか。

　どうやら俺は、過去の自分の背後から嘗かつてと同じ光景を見ているようだった。

「なるほど……夢、か」

　見ている景色が遠いあの日であることを認にん識しきした瞬しゆん間かん、俺は自分を取り戻もどした。

　もう久しく思い出すこともなかった記き憶おくの名残なごりを前にして、ただ見つめるだけの自分をもどかしく思う。

　けれど、それは当たり前。

　過ぎ去ってしまった過去を変えることなんて、神様にだって出来やしないのだから。




「あいつもあいつよ！　専属の従者なんてそんなの聞いてない！　折角会いにきたのに、あの泣き虫シャーロットの相手ばっかりで全然喋れないじゃない！」

　そういえばシャーロットを俺の専属従者に指名した直後。婚約者フイアンセであるアリシアが公こう爵しやく領地まで遊びにやってきたことがあったような。

　そんな過去の一場面を、俺はどうやら夢の中で追体験しているようであった。

「うう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]、あの子ばっかり相手にして……ずるい！」




　既すでに亡なき者と考えられていた亡国の姫ひめ、シャーロット・リリィ・ヒュージャック。

　デニング公爵領地で奴ど隷れいに身を落としかけていた彼女を助けた時、俺は荒あらぶる風の大精せい霊れいに彼女を生しよう涯がい守ると約束し、証明として彼女を専属従者に指名した。

　公爵家デニングにおいて、専属従者は生涯共にあるとの誓ちかいの証。

　突とつ然ぜんの俺の宣言に公爵家デニングは大混乱、だけど俺は自分の意見を曲げなかった。

　そのうち俺の気が変わると思われたのだろうか、俺の申し出は許された。恐おそらく公爵家デニングの皆みなはあの泣き虫シャーロットが厳しい従者教育に音ねを上げると思っていたに違ちがいない。

「ちょっと睨にらんだらすぐ泣くし……もう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　私、あの子大だい嫌きらい！」

　アリシアとの婚約は政略結けつ婚こんであるが、正式な俺の婚約者フイアンセであることも間違いない。

　だけど、この頃の俺は傷ついたシャーロットと風の大精霊のフォローに手一杯で、わざわざ俺との親しん睦ぼくを深めるためにうちにやってきたアリシアの相手まで気が回らなかった。

「やっと見つけた──こんな場所にいたのか、アリシアちゃん」

　愚ぐ痴ちを零こぼしていたアリシアの元に、どこからともなく現れた人ひと影かげが近寄っていく。

　声の主は少年だった。

　長い黒髪を後ろで縛しばり、両手を公爵家デニングのトレードカラーである紅べに色いろに染まった外がい套とうのポケットに突つっ込んでいる。だが、アリシアの機き嫌げんの悪さを察したのかポケットの中に突っ込んでいた片手を出し、あいつの頭を優やさしく撫なで始めた。

「いきなり何するのよ平民、誰の頭気安く触さわってると思ってるのよ。許可取りなさいよね」

「アリシアちゃん、君が消えたって公爵家デニングは大おお騒さわぎになってる。どこかに行く時は坊ぼつちゃんか俺に言ってもらわないと、俺が怒おこられちまう」

「平民が怒られたってどうでもいいわ……それより、聞きたいことがあるんだけど」

　アリシアはすぐに立ち上がり、ごしごしと目元を擦こするときっと少年を睨みつける。そういえば、小さい頃からアリシアって強気だったよなあ。

「あの子、誰なの？」

「あの子ってのは……坊ちゃんの従者、シャーロットちゃんのことかい？」

　アリシアはこくりと頷うなずいた。

「あの子は、俺や坊ちゃんが奴隷市場から助け出した子の一人だよ」

「それは知ってる。でも何でそんな子がスロウの従者になったの？　だってあの子平民で、魔ま法ほうの才能も殆ほとんどないんでしょ？　それに泣き虫だし……そんな子がスロウの専属だなんて信じられない。あんな子がスロウの従者なんて絶対に無理よ、あいつ、次期公爵なんでしょ？　公爵になる奴やつの専属従者はもっと強い奴じゃないといけないんじゃないの？」

「……俺だって分からないさ。だけど、坊ちゃんがあの子を専属従者に指名したんだ」

「スロウが……？　どうして？」

「さぁね、俺だって教えて欲しいぐらいだよ。でも、坊ちゃんが望むなら両翼の騎士ツインナイトたる俺は従うのみ。さて、今の言葉で分かったぞ。アリシアちゃんは坊ちゃんをシャーロットちゃんに取られたと思ってここで一人拗すねてたってわけね」

「す……拗ねてたんじゃないんだからっ！」




　そこで唐とう突とつに、過去の自分はその場を後にした。

　あのままアリシアの様子を見ていたかったが、俺の意識も過去の自分に引きずられるようにして森の中を進み出すのだから仕方がない。

　本館に戻り、自室で本の山に囲まれながら勉強を開始する。市政から国の統治、戦術から軍事、果てには各地の風習に至るまで。息の詰つまるような勉強の合間に、ふと誰かの気配を感じた。上を向くとさっきアリシアと喋っていた黒髪の少年が、部屋の扉とびらに背中を預けながら俺を見ていた。

「お前か……何か言いたいことがあるなら声ぐらい掛かけろ」

「随ずい分ぶんと集中しているようだったので」

「集中しなければこの量を一日でこなせない……それよりあれからアリシアはどうなった？　機嫌、直ったか？」

「ってことは坊ちゃんもあの場にいたんですね。なら出てきてくれれば良かったのに」

　夢の中でも生意気そうなあいつは相変わらず外套のポケットに両手を入れたまま、アリシアに話しかけていた時と同じようにニヤニヤと小こ憎にくたらしい笑えみを浮うかべている。

「そういえば……お前もシャーロットを俺の専属にしたことが不服みたいだな」

「そりゃあ不服ですよ。だってあんなに小さい嬢じようちゃんが坊ちゃんの専属ですよ？　少しは魔法が使えるみたいですが、ただの貴族じゃなくて公爵家デニングの専属従者。街中じゃ公爵家デニング直系とその専属従者は化け物扱あつかいされているぐらいなのに」

「はは、俺は化け物か」

「坊ちゃん、笑い話じゃありません。一体、何を考えているんですか。素す性じようもよく分からない子を自分の専属に指名するなんて……。身の回りのお世話をする従者じゃなくて、次期公爵となるべき坊ちゃんの専属ですよ？　俺にはあの子に戦いの才能があるとはとても思えない……だから正直、あの子が可哀かわい想そうです。耐たえられる訳がない」

「誰に何を言われても、俺の考えは変わらないよ。それにお前だってうちの騎き士しというには若すぎるだろ。しかも只ただの雇やとわれ騎士じゃなく正式なうちのお抱かかえ騎士、最年少の記録レコード保持者ホルダー」

「俺とシャーロットちゃんを一いつ緒しよにして欲しくはありませんね。俺は特別ですから」

「そうか、お前は特別か」

「ええ、特別です」

「まぁ……そうかもな。お前は俺の父上が認めるぐらいの逸いつ材ざいだよ」

　俺の言葉に気を良くしたのか、ニヤニヤと腰こしに差した剣けんに手を掛ける姿まで様になっている。自分が特別なんて言葉を自信満々に言うところが、こいつの凄すごいところだ。

　偶ぐう然ぜんの出会いから、俺が平民から公爵家デニングのお抱え騎士に引っ張りあげた有望株。

　剣の腕うでだけなら既にウチで雇われている貴族の騎士よりも格上。

「はあ……やっぱり俺には坊ちゃんがシャーロットちゃんを専属従者にした理由が分からない。だけど、坊ちゃんは俺たちの意見なんかまるきり無視して、あの子以外に自分の専属は務まらないと言う。なら俺も坊ちゃんを信じることにします。あの子は、特別な存在だと」

「そうだ、シャーロットは特別だ。本当は常時俺の目が届く場所に置いておきたいんだが……生あい憎にく俺の立場上そうはいかない。だから、俺の目が届かない時は──」

　黒髪黒目のその瞳ひとみ。

　それに全すべて御お見通しだと言わんばかりの呆あきれた自信、本当に懐なつかしいな。

　いつの間にか公爵領地から去っていったお前は、俺の心残りの一つだ。

　お前は何でも語れる良き相談相手でもあったが、結局シャーロットの件に関しては何も言えなかった。

　なぁ──今、お前は、何をしている？

　また、この国のどこかを放ほう浪ろうでもしているのか？

「お前に、彼女の守護を任せるぞ──シルバ」

　俺は自身が選せん抜ばつした両翼の騎士ツインナイトの片かた翼よくたるあいつに手を伸のばそうとして。




「……やっぱり夢、か」

　現実世界の俺は、そこでぱちりと瞼まぶたを開いた。

　もう緑の匂においも、明るさも感じない。

　天てん井じように向かって腕を伸ばしても、俺の手のひらは何も摑つかめない。

　そのまま窓から差し込む朝の光線に顔をしかめる。グワッと身体からだを伸ばして、柔やわらかなベッドからゆっくりと降り立ち、毎朝の恒こう例れいとなったその前に立った。

　目をしばたたかせ、ゆっくりと鮮せん明めいになっていく視界に飛び込んできたのは。

「……やっぱり俺。デブだなぁ」

　鏡に映る、自分の姿だった。







　学園に住まう大勢のお腹なかを満たす朝の食堂はいつも激混みだ。

　銀食器を打ち鳴らす音がそこかしこから聞こえ、何列にも及およぶ長テーブルの上には平民の家庭ではちょっとお目に掛かれないだろう豪ごう華かな料理。

「ちょっと！　退どいてどいてー！　あらっ、ごめんあそばせお貴族様！」

　そして慌あわただしくメイドが走り回る。一年近くこの学園に通えば、これが日常であり、仲良しの同級生がボサボサ頭でご飯を食べていても注意する人は滅めつ多たにいない。

「──先せん輩ぱい、先輩っ！　どうしちゃったんですか？　突然、ぼーっとして」

　ぼーっとしていたらしい俺は隣となりに座っている黒髪の女の子に声を掛けられて、意識を取り戻もどした。

「実は今朝、すごく懐かしい夢を見ててさ、ちょっと思い出に浸ひたってた」

「先輩でも昔を思い出すことあるんですね。前ばっかり向いてる人だと思ってました」

「うーん……ティナと出会ってからの俺は確かにそんな感じだったね」

　あの頃ころは毎日幸せだった。

　俺の従者として少しずつ一人前になっていくシャーロットの成長を見守りながら、俺は俺で公爵家デニングの人間として研けん鑽さんに励はげむ日々。

　俺は、あんなに楽しい毎日がこれからもずっと続くと思っていたんだ。

「ところでティナ……これ、何？」

　目の前には料理の載のった皿がテーブルの上に所ところ狭せましと置かれている。

　……幾いくら俺が大食漢だとはいえ、こんなに食べる筈はずがないだろ！　やっと制服の既き製せい品ひん最大サイズで対応出来るようになったとはいえ、まだまだ俺はダイエット中なんだよ！

「先輩がぼ～っとしてる間のことです。私はお腹が空すいていないので、スロウ・デニング様に召めし上がってもらって下さいって人が何人も来たんですよ。この前、あのノーなんとかって傭よう兵へいを捕つかまえてから先輩、一気に有名人になりましたね。今度は良い意味で！」

「成る程ほど。でも俺はダイエット中だからな～」

　分かりやすく説明してくれる黒髪のプロポーション抜ばつ群ぐんの女の子。

　第一学年の平民生徒、俺が真っ白豚ぶた公こう爵しやくになってから初めて出来た異性の友達。

「ちょっとでも先輩に気に入られたいんですよ。きっと皆みなさん、先輩はちょっと太ってるけどこの国の大貴族、あの公爵家デニングの方だってことにやっと気付かれたんですね」

　平民だけど土の魔法の発現に成功した優等生。

　かなりの努力家で、アニメの中では攻こう略りやく不可能とされたサブキャラクター。そして、彼女の容姿を語る上で避さけてはとおれないので言っておくが、かなりの巨きよ乳にゆう。そんな彼女、ティナは傭兵騒そう動どうが起こった後も、前と変わらずに接してくれる数少ない友人の一人だ。

「俺に気に入られたいねえ、ぶひひひ」

「あっ先輩……満まん更ざらでもないって感じですねぇ。ところでその貢みつぎ物、どうするんですか？　食べないんですか？」

「そうだなあ……」

　……折角の好意なんだからさ。ちょっとぐらいなら食べてもいいよな。というか、食べないと失礼だよな？　ちょ、ちょっとぐらいなら……心の中に住む悪あく魔まの囁ささやきに屈くつする形で、俺はサンドウィッチに手を伸ばそうとして。

「きゃっ、ごめんなさい！」

　聞き覚えのある声。俺は音がした向こうを見ようと今度は少しだけ顔を上げる。

　すらりとした肢し体たいにストレートの長い銀ぎん髪ぱつ。

　エプロンドレスを着て、しゃんとした背筋のメイドが貴族の男子生徒と揉もめていた。

「君ぃ！　制服がびちょびちょになっちゃったじゃないか！　どうしてくれるんだい！」

「ご、ごめんなさい！　洗せん濯たくに出しますから今すぐ脱ぬいで下さい、今だったら朝の洗い物に間に合いますから！　えい！」

「ちょ、こらやめたまえよ君ぃ！」

　焦あせりからか、遂ついには男子生徒の服を引っ張り出したメイドの子。

　似たような服装のメイドが大勢いるこの食堂でも一ひと際きわ輝かがやく清せい楚そな透とう明めい感かん。

　その透すき通るような肌はだの白さが人目を引かずにはいられないようで、今も食堂中にいる男子生徒の視線を奪うばっていた。

「でも早く洗濯しないと染しみになっちゃいますから！　脱いで下さい！　ほら！」

「き、貴族たるもの、こんな場所で脱げるか！　いいから！　これは僕が後で洗濯に出すからいいから！　ちょ！　その手を放したまえ君ぃ！」

　何を隠かくそう、今必死に制服を脱がせようとしている彼女こそが俺の専属従者。

　シャーロットである。

「……シャーロットさん、相変わらず綺き麗れいだなぁ。それにドジっこなのもポイント高いですね先輩。シャーロットさんと今話してるお貴族の人、本気で怒おこってるみたいじゃなさそうですし……はあ……美人って得だなあ……」

　隣でティナが羨うらやましそうに呟つぶやく。確かにシャーロットと言い合っている奴やつは顔を赤くして、本気で怒っているようには見えなかった。

「ぶひぃ……」

　そして俺は思い出す。

　クルッシュ魔ま法ほう学園に侵しん入にゆうしていた傭兵を捕とらえたあの夜、俺は君を一生守るなんて恥はずかしい台詞せりふを勢いで言ってしまった。けれど、それはシャーロットは従者としての意味だと思ったようで、俺たちの距きよ離りはちょっとだけ縮まった気がしたような、してないような。

　ただ一言。君が好きだと、胸の奥にずっと仕し舞まい続けてきた言葉をそのまま出せばいいのに、重い一言は俺の喉のどを通ろうとすると恥ずかしがって、すぐにお腹の中に落ちてしまうのだ。

　アニメの中では真っ黒豚公爵が永遠に言えなかった言葉。

　たった一言なんだけどなあ、俺にはその一言が果てしない壁かべなのだった。

「先輩、急にぼ～っとしたと思ったら今度はしょげて。やっぱり何かあったんですか？　あんまり朝ご飯も進んでないみたいですし」

「俺だって色々あるんだよ……あぁ[image: ～][image: ～]、俺はなんて情けない奴なんだぁ」

「情けないなんてそんなぁ。噂うわさじゃ悪い傭兵と戦ってる時、とってもカッコよかったって聞いてますよ。全然情けなくなんかないですって！」

「ちがーう！　俺は意気地なしの豚なんだぁ、ぶひぃぃぃぃい」

　頭を抱えて机に突つっ伏ぷす。

「……公爵家デニングみたいな大、大、だ～いお貴族様にはきっと私が分からない悩なやみ事が沢たく山さんあるんですね。あっ、そういえば傭兵を捕つかまえたことに関して学園から褒ほう美びとかでないんですか？　えっと、お金とか！」

　俺は長机にごちんと額をぶつけたまま、ふるふると首を振ふった。

　あの傭兵騒動。

　学園長からは直接お褒ほめの言葉は頂いたし、本来傭兵を捕らえる筈だった花の騎き士しからは危ないことをするなと軽いお叱しかり。ロコモコ先生からはやっぱり豚被かぶってやがったなと白い目で見られ、シューヤからは何故なぜか時折睨にらまれ今まで以上に敵対視されるようになった。傭兵捕ほ縛ばくの余波といえば、それぐらいのもんだ。

　あとはこうして料理を献けん上じようされることが増えたかな。

「なぁ、変なこと聞いてもいいかい？」

「変なこと？　……内容によりますけど……何ですか？」

「ティナはえっと……恋こいってしたことある？」

　彼女は街まち娘むすめだ。恋れん愛あい経験も俺と違ちがって、そこそこあるんじゃなかろうか？

「……先輩。悩みってまさか……好きな人が出来たんですか!?」

「ちょ、声が大きい。静かに、お願いだから静かにして……それに例えばの話だって！」

「怪あやしい……でもうーん。実は私、小さい頃から家のお手伝いばっかりで、恋する暇ひまなんて無かったし、こっちでもお勉強に付いていくのがやっとだから…………くぅっ、そう考えたら能天気に遊んでるお貴族様達が羨ましくなってきた……」

　そこからはティナの家の苦労話。

　実家である宿の支配人として働く母親の人ひと遣づかいが荒あらすぎるとか、魔法学園のメイドのお給金は地味にかなり良いからいつか働いてみたいとか、魔法が使えるようになったから勉強の量が倍になったとか。俺はティナの話に時に驚おどろき、時には相あい槌づちを打ちながらゆっくりと朝ご飯を平らげていく。

　まっ……なるようになるか。

　真っ黒豚公爵と違い、真っ白豚公爵である今の俺には時間がたっぷりあるんだから。

　これからゆっくりとシャーロットとの関係を見直していけばいいさ。

「何やら真ま面じ目めな顔で熟考されてるところ申し訳ないですがスロウ様。この余計な朝ご飯は片付けた方がいいですよね？」

「ん？　……あぁ悪いな貧びん乏ぼうっちゃま。今の俺はダイエット中だからな」

「これが今の僕の仕事ですから……後、その呼び方。ほんとに止やめて頂けませんか？」

　空になったカップに紅茶を注ぎながら、目の前に置かれた誰だれかの献上分を片付けてくれる金きん髪ぱつの給仕。そいつは俺が貧乏ちゃまと呼んでいるビジョン・グレイトロードという名の貴族生徒。

　伯はく爵しやく家の嫡ちやく子しが何でお手伝いしてんだよって話だけどそれには理由がある。

　こいつ、金が無いんだよ。外見はまさに貴族って感じなんだけど、実は靴くつ下したに穴空いてるレベルのド貧乏。男子寮りようの住まいも三階から平民が詰つめ込まれた一階に移った珍めずらしい奴。

「ちょっと貴女あなた！　何で私がまだ食べてる途と中ちゆうなのに勝手にお皿を下げるのよ！　まさか私が少しふくよかだからって食べるのを我が慢まんしろって言いたいわけ!?」

「ちちち、違います！　誤解です！　そんなこと思ってません！」

　またシャーロットが何かトラブルを起こしたみたい。

　そういうそそっかしいところは昔と変わらないらしいと、思わず微笑ほほえみそうになる。

「スロウ様。貴方あなたの従者であるシャーロットさんを見つめるのはいいですが」

「べ、別にシャーロットを見てたわけじゃないぞ！」

「──お客様のようです」

「ん？　お客様？」

　貧乏っちゃまの声に振り返ると、そこには一人の少女の姿。

　大人気アニメ『シューヤ・マリオネット』のメインヒロイン様が口を真一文字に結んで立っていた。

　印象的なのは果実のようにしっとりとすべすべした肌と、桃もも色いろに揺ゆれる柔やわらかそうな唇くちびるである。このクルッシュ魔法学園に通う同世代の生徒よりも華はなやかな雰ふん囲い気きを纏まとい、でも身体からだはずっと華きや奢しやで可か憐れん、それがまた可愛かわいらしさに拍はく車しやをかける。

「……アリシア？」

　こいつが誘ゆう拐かいされそうになった傭兵事件。

　あの傭兵事件の直後はさすがのアリシアも俺に感謝していたがそれっきり。

　俺とアリシアの険悪な関係性が多少は改善するのかと思ったら、俺たちの間に出来た深い溝みぞはあれしきのことでは全く埋うまらないようであった。

「俺に何の用だ？」

「公爵家デニングの先せん輩ぱいと、サーキスタのお姫ひめ様さま……あわわ、皆の視線が、すごいぃ……」

　ティナが言うように食堂が水を打ったかのように一気に静まる。

　ダリスの大貴族である公爵家デニングの直系である俺、そして同盟国であり対等な大国の第二王女であるアリシア。俺たちが嘗かつては婚約者フイアンセ同士であったというのは学園中では周知の事実であるため、こうして二人が顔を合わせると注目の的となる。

　そんな注目が嫌いやだからアリシアは真っ黒豚ぶた公こう爵しやくであった俺には滅めつ多たに近寄らない様、徹てつ底ていしていた筈はずなのだが。

「豚のスロウ」

「何だよ」

「──付いてきて」

　こういう時は決まって何かがある。

　大人気アニメ『シューヤ・マリオネット』きってのトラブルメイカー。

　アニメ内のイベントは、大体メインヒロインの突とつ飛ぴな行動から始まることを俺はよく知っているのである。
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「ふぅ……どこに連れて行かれるのかと思ったら」

「はぁはぁっ…………あのね！　私だって好きで貴方をここに連れてきたわけじゃないの……ちょっとまだ息が、ふぅ……やっと落ち着いてきた……それより何で階段で急に走り出すんですの！　ビックリしたじゃない！」

「階段は俺にとってのダイエット道具なんだよ。それよりお前、体力ないなぁ」

「私は貴方と違ってダイエットなんかしてませんし、魔ま法ほう使つかいに体力なんていらないの！　……はあ、もういいわ。貴方と喋しやべってると私までバカになりそう……」

　さて俺が連れてこられたのは学園長の部屋だった。

　アリシアの後を付いてきて、古めかしい教育棟とうの入り口に差し掛かかった時、もしやと思ったのだが予想通り。窓から朝日の光線が幾いく筋すじも差し込んだ大部屋はさながら植物園。

　さて、そんな部屋の主。

　学園長は椅い子すに座りながら、紙のようなものを光に透すかせて注意深く観察しているようだった。

「二度もこの部屋に来れるとは、他ほかの奴らが知ったらきっと羨ましがるだろうな」

「……二度って何の話よ」

「あぁ、それはこっちの話」

　でも何でわざわざアリシアに連れて来られたんだろう？　もしや先日捕らえた傭よう兵へいの件で何か新しい展開があったのかな？

　アリシアに動どう揺ようしている様子はなく、どうして私がわざわざこいつを……みたいな不満げな姿を隠かくす様子もない。

　ていうか何で俺とそんな離はなれた場所に立ってるんだよ。俺に近付くのがそんなに嫌か。

「スロウ君、儂わしの部屋に来ることがそんなに珍しいことかのう」

「ええ。生徒の間ではこの部屋に呼ばれた生徒は王室騎士ロイヤルナイトへの推すい薦せんや、王宮での仕事が卒業後斡あつ旋せんされるなんて噂が出回っているらしいですから。もっとも俺もその噂を聞いたのはつい最近のことでしたが」

「えっ。そうなんですの？」

「他国からの留学生であるお前には関係ないよ」

「ほほう、そんな興味深い話が出回っているとは。一体、誰が流したものであろうな」

　学園長は白い髭ひげをなでつけた。

「だが、間ま違ちがいではない。過去には確かにそういうこともあった。王室騎士ロイヤルナイトへ推薦したのはたった一人じゃが……大層、優ゆう秀しゆうな学生であった。……あの時の選せん択たくが正しかったのか、儂は今でも自分の行いを問い返さない日はないがね」

　何かを思い出したのか、学園長は目を細め寂さみしげに言う。

「それでアリシア君、彼を連れてきてくれてありがとう。さて、あの騒そう動どうの当事者である君たち二人には傭兵が無事王都ダリスに護送されたことを伝えておこう。アリシア君、君には格段の心配を掛けた。この学園の長として、改めて君に多大な迷めい惑わくを掛けたことを謝罪したい。申し訳なかった」

「……いえ、もう過ぎたことですから」

　アリシアがほっと胸を撫なで下ろしてる。

　運の悪い奴やつだ、傭兵が魔ま法ほう陣じんを弄いじっている最中に出くわすなんて。でも傭兵に杖つえを突き付けられている間は生きている心地ここちはしなかっただろうな。

「スロウ君、傭兵を捕つかまえた君はあれから周りの反応も大きく変わっただろう、その辺りはどうかね？」

「……だと思ったのですが、相変わらず俺は近寄り難がたい存在のようです」

　あれから結局、直接俺に喋り掛けてくる奴はいなかったからな。今朝の食堂のように遠巻きから遠えん慮りよがちに様子を窺うかがってくる奴らが大半だ。

「けど一応。スロウ・デニングは腐くさっても公爵家デニングの人間だと、一目置かれるようになりました。今までが余りに酷ひどすぎた分、これで充じゆう分ぶんです。今から本当の自分を取り戻もどしていこうと思います」

「成る程ほど、腐ってもデニングか。だが、幾ら公爵家デニングの人間でもあの傭兵を圧あつ倒とうすることは出来ぬよ。儂が王室騎士ロイヤルナイトに推薦した当時の彼であっても無理な芸当。ノーフェイスと実際、対たい峙じしたアリシア君なら分かるであろう？　あれがどれだけ魔法に精通した曲くせ者ものであったか、あれ程容易たやすく姿を変える闇やみの魔法の使い手は世界に数人もおらんよ」

「……それはまぁ、分かりますけど。こいつは今までが酷すぎますからあれで見直すとか、そういう感情にはとても……だから、直接喋り掛けてくる人もいないんだと思いますわ」

「そうじゃのうスロウ君。君のしでかしたことは余りに劇的で、まだ皆みなが受け入れられていないといったところかな。だが、知っておるかい。王宮ではあの風の神童が帰き還かんしたのではないかと実まことしやかに噂うわさされているようじゃ」

　風の神童。

　それは俺が真っ黒豚ぶた公こう爵しやくとして堕だ落らくしたリアルオークになるまでの呼び名だ。やりたい放題していた幼き頃ころの名残なごりである。……うぅ、中ちゆ二にび病ようすぎて肌はだがぞわぞわしてきた。

「それで学園長。俺に用とは何でしょう？　傭兵関連でもなさそうですが」

　ただ傭兵を捕ほ縛ばくしたことについて褒ほめられるだけなんてあり得ないだろう。

　わざわざアリシアを介かいして俺を呼んだってことは、こいつと関かかわりのある問題が起きた、そんなところかな。

　前回この部屋を訪おとずれた時のことを思い出す。あの時はシューヤと色々な話をしてから、学園に潜もぐり込んだ侵しん入にゆう者について知らされたが今回は違っていた。

　俺はことの真相を話もそうそうに知らされる羽目になったのである。







　学園の外。

　郊こう外がいに広がる迷いの森に、迷宮ダンジヨンが見つかったという事実を。

「学園周辺の探査は軍の管かん轄かつ……。うちの、公爵家デニングの不ふ手て際ぎわですね」

「そうとも言い切れんよ。今回迷宮ダンジヨンが発覚した経けい緯いは傭兵のような曲者が忍しのび込んでおったことを踏ふまえ、森の外を先生方が自発的に調べたことから発覚した偶ぐう然ぜんの産物。学園の外に広がる森は広大じゃ、あれだけの広大な地に生まれた迷宮ダンジヨンの発覚を逃のがしたといって公爵家デニングに全すべての責任があるとは到とう底てい言い切れぬ」

　このクルッシュ魔法学園の外には鬱うつ蒼そうと茂しげる森が広がっている。

　通つう称しよう、迷いの森。

　奥に入り込んだら二度と出てこれないと言われているそこにはモンスターが住みついており、学園の授業にも時折利用されている。だが、学園にモンスターが侵入しないよう定期的に公爵家デニングの人間によって率いられた軍によって掃そう討とうされてもいる。

　そんな迷いの森に新しい迷宮ダンジヨンが発見された。

　この明るい空の下が俺たち人間の世界なら、暗い地下迷宮ダンジヨンはモンスターが生きる領域だ。

「ですが王宮では嬉き々きとして真っ先にマルディーニ枢機卿辺りがデニングの責任だと槍やり玉だまに挙げてそうです」

「それは否定せぬが、ある意味では感謝しているかもしれぬ。なんせ──」

　学園長から伝えられた内容は迷宮ダンジヨンが発見された件だけではなかった。




「──見つかった迷宮ダンジヨンを利用して守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンを行う、ですか。……まさかここでダリス王室についての機密を聞かされるとは思っていませんでした」

「守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンについて全権を司つかさどっておる枢機卿は試練の場となる適切な場所をずっと探しておった。迷宮ダンジヨンで何をするかは儂も知らぬが当事者であるカリーナ殿でん下かが近い内に、このクルッシュ魔法学園にやってくるようじゃ。大がかりなものになるじゃろう。もしかすると試練が行われる際に殿下とこの学園の生徒との交流も行われるやもしれぬ」

　守護騎士ガーデイアン。

　それは女王陛下。ひいては将来、女王となる王女殿下専属の騎き士しに与あたえられる称しよう号ごうだ。

　現女王陛下とその剣けんたる守護騎士ガーデイアンルドルフ卿きようの関係は例えるなら俺とシャーロットのそれに近い。自分の幸せより守るべき者の安全を優先し、生しよう涯がいを捧ささげることが求められる忠義の騎士。そんな守護騎士ガーデイアンになることは、ダリス王室を守護せし王室騎士団ロイヤルナイツの中でも特に優すぐれたる者にしか与えられないこの国最高の名めい誉よと言っていいだろう。

　故ゆえに、王女殿下の守護騎士ガーデイアンを選定する試験の内容は国の行く末を左右する重大な機密。

　……だと言うのにアリシアには驚おどろいた風もない。あいつ……知ってたな。

「王女が学園に来るなんて。学園の皆は喜ぶことでしょうね」

「カリーナ殿下は外出をひどく嫌きらわれておる。だからこそ、このクルッシュ魔法学園なのじゃろう。枢機卿の親心、少しでも同世代の子らと交流を図はからせたいのじゃろうな」

　次期女王たる王女殿下、カリーナ・リトル・ダリス。

　アニメには名前が登場するだけで、その外見は一いつ切さい出てこなかった。だけどこの世界で生まれ育った真っ黒豚公爵の記き憶おくにはきっちりと残っている。

　曰いわく金きん髪ぱつふわふわ、胸ヤバ、完かん璧ぺき主義、引き籠こもり、実はやる気なし等々。

「それであの。どうして俺がこの場に？　それにアリシアも迷宮ダンジヨンや守護騎士ガーデイアンの話を知っていた様子です。これらは他国の人間に聞かせる内容ではないと思うのですが」

「現在、守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンに志願した王室騎士ロイヤルナイトの選別が国内幾つかの場所で行われておる。その一つがこの学園と街道で繫つながるヨーレムの街で行われておってな」

　今まで我関せずといった様子であったアリシアがそこで興味を持ったかのように動きを止めた。

「あの街にいる王室騎士ロイヤルナイトから彼女に謁えつ見けん要よう請せいがあった。傭兵の件で注目を浴びたアリシア君に挨あい拶さつがしたいそうじゃ」

「わざわざ王室騎士ロイヤルナイトがアリシアに謁見を……？」

「左様。守護騎士ガーデイアンは王室騎士ロイヤルナイトの比ではない程に世界の要人と会わねばならん。気が早いとは思うが、決めるのはそこにいる彼女じゃ。儂が決めるものではない」

　そこでようやく俺はアリシアがそこにいる理由を理解したのであった。

「お前、まさか……」

「ふん、別に私が何をしようが貴方あなたに関係ありまして？」

「関係ないけど……」

　謁見なんて面めん倒どうな付き合い、あいつが一番嫌ってそうなのに。

　しかもダリス王室相手ではなく、王室騎士ロイヤルナイトからの要請だ。そんなものわざわざ受ける必要なんて無い。

「スロウ君、アリシア君は快かい諾だくしたよ。この場でもう一度確かく認にんしたいと思ったのじゃが、ここで様子を見る限り意思は変わらぬようじゃ」

　だがアリシアは学園長の言う通り、ヨーレムの街に向かう気満々のようだった。

　そんなあいつの姿にどこか俺は違い和わ感を感じる。

　いつもはそんな挨拶、面倒と言い捨てるメインヒロイン様だ。これは何かあるぞ。

「──モロゾフ学園長。ヨーレムの街で王室騎士ロイヤルナイトに課せられた試練とは一体何ですか？」

　俺の言葉に、アリシアの身体からだが一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした様子を俺は見み逃のがさなかった。

「外国の犯罪者の情報がサーキスタより寄せられての。スロウ君、君はボルギィとの名前に聞き覚えがあるかね」

「……サーキスタで王室殺しを行った流れの魔ま法ほう使つかい。まさか──」

「王室騎士ロイヤルナイト数名が今、ヨーレムに潜ひそんでいる盗とう賊ぞく団を探しておる。どうやら奴らの壊かい滅めつが守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンの内容のようじゃ」

　そうか、だからアリシアは王室騎士ロイヤルナイトからの要請を受けたのか。




　数年前、アリシアの祖国サーキスタで起きた一つの事件。

　変わり者で隠いん居きよしていたサーキスタの王族の住居に盗賊団が押し入り金品を強ごう奪だつ。だが。留守にしていた筈はずだったサーキスタ王室が家におり杖で応戦。打ち合いの末、帰らぬ人に。

「王室殺しを行った盗賊団は湖の騎士率いるサーキスタ軍からの執しつ拗ような追つい跡せきを逃れ、ダリスにまで落ち延びてきていたらしい。現在、ヨーレムで身を隠かくしているとの情報があちらからもたらされたようでな」

　アリシアの様子をちらりと盗ぬすみ見ると、そこには何かを固く決意したあいつの姿。

　王室殺しボルギィはノーフェイス程重要な相手キャラではない。金のために帝てい国こくに雇やとわれ、シューヤ達と戦う一キャラクター。だが、アリシアはボルギィと相対した時我を忘れて挑いどみかかり、シューヤのフォローが無ければ悲ひ惨さんな目に遭あうところであった。

「学園長。それはダリス軍が対処すべき問題では」

「公爵家デニングの力ではなく枢すう機き卿きようは自らの権力で事に当たることにしたらしい。つまり、王室騎士ロイヤルナイト達の出番というわけじゃな。ヨーレムの街にいる王室騎士ロイヤルナイトとしてもこれが守護騎士ガーデイアンになるための近道ならば是ぜが非ひでも捕まえたいことじゃろう」

「奴らはまだサーキスタ王室に恨うらみを持っているって話ですよ。アリシアをそんな奴らが潜んでいるヨーレムに行かせるなんて……」

「心配かの？」

「心配っていうか……ただ学園長らしくないと思ったんです。学園長はその、俺たちの安全をとにかく気にされるじゃないですか」

　学園の生徒の身の安全を第一に考えている学園長らしくない。

　すると後ろで手持ち無ぶ沙さ汰ただったアリシアが舌打ちした。

「学園長ッ！　どうして豚ぶたのスロウにこの話をするんですの？　こいつには全く！　関係のない話だと思いますけどッ！」

　まぁな、王室騎士ロイヤルナイトの謁見なんてアリシアの問題で俺が出る幕ではない。

　守護騎士選抜試験ガーデイアンセリオンだって国の行く末を決める重要イベントであり、ただの学生である俺が関われる話じゃない。しかも俺は落ちぶれてると言っても、公爵家デニングの人間だ。

　公爵家デニングは王室騎士団ロイヤルナイツとは仲が悪いからな。ダリス王室を守護せし王室騎士団長ロイヤルバトラーを兼けん任にんしているマルディーニ枢機卿と俺の父上、デニング公爵の仲は最悪だ。

「それが関係があるどころではなく、大ありなのじゃよアリシア君」

「……どういうことですの？」

　既すでに傭よう兵へい事件に関しては学園長から感謝は受けているし、この場に俺が呼び出された理由は何だろう。

「スロウ君。どうか、心を強く持ってこれからの話を聞いて欲しい」

　学園長は先ほどから机の上に置かれていた一枚の紙を俺に向けて差し出した。

「これは枢機卿から君への──守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンへの参加要請じゃ」

「──えっ」




　守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンへの参加要請？

　誰だれが？　公爵家デニングの俺が？　いやいや、そんな馬ば鹿かな。

　守護騎士ガーデイアンは王室騎士団ロイヤルナイツの中から選ばれるのが常であり、国の顔とも言える至高の存在。

　そんな栄えい誉よの騎士になるための試練に、この俺が？

　少し前まで堕おちた風とかリアルオークとか、モンスターで例えられる程ほど馬鹿にされていた俺が枢機卿直々に指名される？　ちょっと待ってくれよ、可笑おかしいって。

「豚のスロウに守護騎士選定試練ガーデイアンセリオン要請!?　そ、そんなのあり得ない！　だってこいつは……ぶ、豚だし、公爵家デニングの人間ですわ！　公爵家デニングの人間が王室騎士団ロイヤルナイツの一人になるなんて」

　それは今まで黙だまっていたアリシアをしても騒さわがずにはいられない情報であったらしい。

「学園長、俺は腐くさっても王室騎士団ロイヤルナイツに反目している公爵家デニングの身です。あとアリシア、途と中ちゆうで意味不明な理由があったけど……とりあえず何かの間ま違ちがいではないのですか？」

　軍事の一切を司る公爵家デニングと内政を司る枢機卿率いる王室騎士団ロイヤルナイツは事あるごとに対立している。王室の存在は民たみよりも尊いと考える王室騎士団ロイヤルナイツと、民の安あん寧ねいこそが絶対と考える公爵家デニング、その考え方の違いが根本の原因だ。

　大陸北方に存在するドストル帝国の脅きよう威いに煽あおられている最近では、ダリス軍を束ねる公爵家デニングが最前線に数名の実力者、即すなわち王室騎士ロイヤルナイトの派は遣けんを要求し、王室騎士団長ロイヤルバトラーを兼かねる枢機卿ににべもなく断られ一いつ触しよく即そく発はつ状態になったりとその険悪さは、話題に事欠かない。

　そんな公爵家デニングに属する俺に、ダリス王室に深く関かかわる王室騎士ロイヤルナイト、それも守護騎士ガーデイアンとなる試験への参加要請が届くなど考えられなかった。

「それが間違いなどではない。さすがの儂わしも要請を受けた時は耳を疑ったが、王室の正式な刻印も押されておる、何度も何度も確認したのじゃが……そこまで疑うなら、ほれ」

　ひらひらと学園長は何かの紙を見せ、俺は即そく座ざに机に駆かけ寄った。手紙に刻まれた刻印はまぎれもなく王室の証あかし。どこからどう見ても本物にしか見えなかった。

「……冗じよう談だんではないんですね」

「うむ、これは王室からの正室な要請であるからして、君が行った傭兵捕ほ縛ばくを枢機卿や王室の方々は非常に高く評価したようじゃ。たとえデニング公こう爵しやくにつまり君の父上との仲がさらに拗こじれようとも、君を引き込む方が利あり、と彼らは判断したのじゃろう」

　……まじかあ。

　まさかノーフェイス討とう伐ばつをした代だい償しようがこんな形で関わってくるとはな。

「クルッシュ魔ま法ほう学園は本件に関しては不ふ干かん渉しようを貫つらぬくこととなる。スロウ君には申し訳ないがダリス王室の正式な要請ともなると撥はね付けることも出来ぬのでな。儂は公爵家デニングと王室騎士団ロイヤルナイツ、どちらの肩かたも持てぬ」

「それは……仕方がないことです。枢機卿の命令即ち、王室の意思。逆らえる者なんてこの国にはいません」

「この件は内密に事を進めねばならぬ。じゃが、近い内に君の父上であるデニング公爵にも枢機卿の手紙が君の元に届いたことは伝わるであろう」

　現時点では公爵家デニングの人間は俺に来た要請について何も知らないってことか。

　だけど、俺に直接届いた王室からの要請を一学生である俺が撥ね飛ばすことなんて出来るわけがない。

「さて、アリシア君。君には数日、考える時間を与えたが、ヨーレムの街に向かう決意はやはり固いのじゃな？」

　学園長からの問いにしっかりと頷うなずくあいつの姿。

「危険じゃよ、特にサーキスタ王室である君にとっては。未いまだ盗賊団、ボルギィ一派はサーキスタ王室に強い恨みを抱いだいておるじゃろう」

「愚ぐ問もんですわ。これは親族の恨みを晴らす千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス、あいつがいるのなら、この手で捕つかまえてみせます。私だって魔法使いなんですから！」

　こいつの視線はどこまでも真まっ直すぐで、『シューヤ・マリオネット』のメインヒロインは一度決めたら絶対に躊躇ためらわない。

　王室騎士ロイヤルナイトの謁見。名目はそれでも、アリシアのことだ。盗賊団の問題を片付けるまで学園に帰ってくるつもりはないのだろう。

　危あやういな。学園長も心配そうにアリシアを見つめているし。

「さて、それではスロウ君。君にも考える時間が必要じゃと思うが……」

　成る程……つまりは、そういうことか。

　わざわざ言葉にして言われなくとも俺は理解した。

　学園長もアリシアのはりきり具合を危ないと思った。だからこそ、こうして俺とアリシアを一いつ緒しよに呼び、こいつの危うさを俺に見せつけたってところか。

　……まぁいいか。どうせ俺は枢機卿からの参加要請を断れそうもないしな。

「学園長。俺も、行きます」

　やれやれ。でも、少しぐらいなら。

　守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンに本ほん腰ごしを入れるのは公爵家デニングの人間として問題だが、ヨーレムの街でこいつが無茶をしないよう、こっそり見守っておくぐらいなら構わないよな？







　魔法学の授業は今日も今日とて混こん沌とんに包まれている。

　諸悪の根源は教きよう壇だんに立ち、身み振ぶり手振りを交えて独自の魔法理論を説明する黒シャツを着こんだアフロのせいだ。

「はぁ？　何だこの内容……ていうか、まだこの古ぼけた教科書が現役なのかよ。アルル先生も時じ代だい遅おくれ……あぁ、アルル先生じゃなかったのか……全く、ノーフェイスにしたってノーフェイスだ。何を律りち儀ぎに授業なんてしたんだか。あいつの正体に気づかなかったお前らもお前らだがな！　貴族でも何でもない女の授業に違和感とか無かったのか!?」

　ロコモコ先生が魔法学の先生に着任した当初は皆みな、先生がどんな授業を行うのか楽しみにしていたんだ。何せ魔法演習学も兼任しているロコモコ先生。教科書通りではなく、実じつ践せん向けの効果的な話を聞けると思っていたのだが、何度目かの授業になると教室は完全に白けムードが漂ただよう有様。

「いいかーお前ら。魔法っていうのは挑ちよう戦せんだ。教科書を丸暗記してるようじゃ意味がねえ、理論は絶対に経験に勝てねえからな……ってことでおいガキ共。今すぐ教科書を片づけろ。俺はそんなもんに頼たよるつもりはねえ」

　職務怠たい慢まんもあそこまでいけば清すが々すがしい。

　むしろアルル先生に化けていたノーフェイスの方がよっぽど学園の先生らしい授業をしていたとのもっぱらの噂うわさだ。

「俺がここの生徒だった頃ころは誰も教科書なんて見てなかったんだがな。毎日毎日喧けん嘩かに明け暮れて、それでも俺はこの国に生きる貴族なら誰もが憧あこがれる王室騎士ロイヤルナイトに──」

　俺はいつものように階段教室の最上段真ん中に陣じん取どり、先生の痴ち態たいを眺ながめている。

　あーあ、また先生の自分語りが始まったよ。

　一度目は先生の冒ぼう険けん譚たん、冒険者時代の体験談や王室騎士ロイヤルナイトとしての仕事、心躍おどるものであったのは否定しないが、こう何度も聞かされては飽あきるというもの。

　誰もが白けた顔で机に肘ひじを載のせ始めた時だった。

「んあ？」

　──俺の頰ほおに、何かが当たったのは。

「どうしたデニング、急に情けない声出して」

「あ、いえ。何でもないです」

「……言っとくけどな、ノーフェイスぐらいなら俺でも捕まえられたんだからなー。そうだ、お前たちに俺が冒険者ギルドの冒険者だった頃の話をしてやろう。あの頃の俺は地割れの二つ名で知られた……」

「何だこれ。紙の、切れ端はし……？　あいつか……」

　しょーもない悪戯いたずらを仕し掛かけてきたのは、俺の聖域である最上段に侵しん入にゆうしてきたあいつ。

　最上段中央に座る俺とは対照的に、列の端に座ったアリシアだ。

　いつも相棒であるシューヤと隣となり同どう士しに座っているあいつだが、今日に限っては何故なぜかわざわざ俺のテリトリーである最上段にやってきた……正直、不自然極きわまりない。顔を横に向けると、あいつの口元が呪じゆ文もんのように動かされ、二ふた重えの大きな瞳ひとみが俺をじっと見つめている。無視してると、再度紙がシュッと投げられ……いてっ。

　はぁ……やっぱり犯人はあいつだったか。

「一体何なんだよ……」

　中を開くとたった一言。

　──何であの話、受けたの。と、それだけが丸っこい文字で書かれていた。

「先生はな、別にお前たちに対して説教するつもりはないんだ。……そうだな、おいニュケルン。俺が言ってることがどれだけ大切か、冒険者ギルドに登録しているお前なら理解出来るよなー？」

　ロコモコ先生の話を聞き流しながら、俺は考える。

　枢すう機き卿きようからの参加要よう請せい。

　学園長から渡わたされた羊皮紙には守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンへの参加要請が書かれており、それ以外のこと。例えば俺が選ばれた理由等は何も書かれていなかった。

　ダリス王室が俺に何を求めているのか知らないけど、俺は枢機卿からの参加要請を受けることにした。そしてそんな俺の一大決心はアリシアにとって、大層予想外のことだったらしい。

　……ってかあいつ、俺が王室からの命令も無視する人間だって思ってるのかよ。

「せ、先生……冒険者って一体、何のことですか？　俺、ちょっとワカリマセン」

「シューヤ・ニュケルン。三年前に冒険者登録し、階級は薄屍鬼デールデーモン。あぁ……デーモン名めい称しようはギルド内で使われてる正式な呼び名……と言っても大半が坊ぼつちゃん育ちのお前らには分からないか。えーＤ級って言えば分かるか。つまり、ニュケルンはそこそこの冒険者ってことだ。迷宮ダンジヨンの攻こう略りやく実績はないようだがな」

「は、はあぁぁぁっ!?　ちょっと待って下さい！　ロコモコ先生が何で俺の階級まで知ってるんですか！　俺、誰にも言ってないんですけど！」

「いいかー。ニュケルンだけじゃないぞ、学園に提出した書類は俺達先生には筒つつ抜ぬけだとよく覚えとけ」

「プライバシーの侵しん害がい！　職権乱用だ！」

「ニュケルンはああ見えて向上心のあるナイスガイだ。だからー、そんなお前に先生が特別の特訓を受けさせてやる。ほら、ニュケルン立て。そしてこっちに降りてこい」

　赤あか髪がみのシューヤ・ニュケルン。

　アニメの中では主人公を張った熱血の魔法使いで、火の魔法に高い適性を持つアリシアのパートナー。いつも一緒にいるあいつが先生に呼ばれたのにアリシアはちらちらと俺を見て、また紙が飛んできた。そこにはやはり、丸っこい字体で早く答えろとの文字が。

「相手は……そうだな、グレイトロード。お前だ」

「ちょっと待ってください！　何で僕がニュケルンの相手役なんかを！」

「お前ら仲悪いだろ？　こういうのはな、相性が大事なんだよ。嫌きらってる相手を前にして、絶対に負けたくない。そんな気持ちが新しい魔法の発現に役立つんだ。いいかニュケルン、もしこれでお前が土の魔法に目覚めたら晴れて火と土の二重魔法使いダブルマスターだ」

　王室騎士ロイヤルナイトからの謁えつ見けんを受けたアリシア。

　多分アリシアは相方であるシューヤを心配させないために、本当の理由を言わないままヨーレムの街に向かうであろう。ヨーレムの街で何かあってもあいつを守るべきシューヤがいない。だから俺がシューヤの代わりにあいつを見守ってやるかーぐらいの軽いノリなんだけど、そんな理由を正直に伝えたらキレられそうだしな……。

「よぉし、それじゃあグレイトロード、ニュケルンの頰を軽くぺちぺち叩たたいてみろ。そしてニュケルン、お前は土の魔法でグレイトロードの手を止めるようイメージして、魔法を使え。新しい属性魔法なんてな、悔くやしい思いしないと発動しないもんなんだよなー」

　ちょうどいい感じに教室が白熱している。

　俺は紙にお前に説明する義務があんのかと書いて紙をくしゃくしゃに丸め、アリシアの顔に向けてぶん投げた。

　そして、教壇の上で何やら騒さわがしい金きん髪ぱつと赤髪の二人を見つめる。




「シューヤ・ニュケルン。折角の機会なので言っておこう。君、この前陰かげで僕のことを貧びん乏ぼうだ何だと侮ぶ辱じよくしていたらしいじゃないか」

「ビジョン・グレイトロード。広いだけのお前の伯はく爵しやく領地。家いえ柄がらしか取り柄えの無いお前に将来、治められるのかよ。それに金が無いのは図星だろ？　お前の領民、寄よ越こせ」

　あいつらって家の領地が隣となり合ってるせいか仲悪いんだよなー。あいつらの領地があるダリス南東に住まう民たみの性質はとにかく自由。そのせいかニュケルン男だん爵しやく領地とグレイトロード伯爵領地の間では領民の移動がしょっちゅうだ。

　そのためあいつらの父親。領主はあの手この手で領民を領内に踏ふみ留とどまらせる策を実行しているのだが……最近はニュケルン男爵領に領民を取られっぱなしなんだとか。

　将来的に、戦わざるを得ない領主の跡あと取とり息子むすこ、ま。仲悪いのもしゃーないか。

「最近平民にチヤホヤされてるみたいだけど、伯爵家も落ちたもんだな──」

「シューヤ。君は、男爵家の癖くせに間ま違ちがいなく僕を舐なめてるな──」

　しっかしまぁ品の無い奴やつらだこと。

　あれが貴族って言うんだからこの国の未来が俺は心配だよ。それにやっぱ先生は魔ま法ほう演習学みたいな武ぶ闘とう派はの授業はいいけど、魔法学みたいな座学の適性は皆かい無むだな……。ま、いざという時には頼りになる先生だからいいけど。

「──ってうわ！　お前……いつの間にこんな近くまで」

　アリシアが猫ねこのような俊しゆん敏びんな動きで四つも席を移り、俺の真横に移ってきた。

「皆、あのバカ二人に注目してるから今なら喋しやべっても気づかれませんわ。で、何であの後、枢機卿の要請を受けたの？　貴方あなたって騎士に憧れるような、というか真逆の豚ぶたじゃない」

「バカ二人とか真逆とか、お前ってさらっとひどいこと言うよな」

「理由！　早く答えなさいよ」

「……腐くさってもデニング。それが今の俺に対する評価だ。これからどれだけ表ひよう彰しようもんの活かつ躍やくをしたって、今までのことが消えるわけじゃない」

「そんなの自業自得じゃない。サーキスタでも貴方は恥はじ知しらずな笑い者よ。でも公爵家デニングの人間が枢機卿、あの王室騎士団長ロイヤルバトラーの手に乗ったなんて、後で公こう爵しやく様から厳しく叱しかられますわ」

「あのな、枢機卿からの要請はこの国では王室の意思と同じなの。断れるわけがないだろ」

「王室？　何で、王室が貴方なんかに」

「そんなの俺が知りたいよ。でもまあ、今の枢機卿に恩を売って悪いことなんて一つもない。あの爺じいさんが持ってる権力は馬ば鹿かに出来ないからな」

　学園長が俺とアリシアを一いつ緒しよに呼び出した理由は、傭よう兵へいに捕つかまって怖こわい想おもいをしたアリシアをそっと見守ってほしい、ぐらいのもんだろう。

　俺は信しん頼らいされてるって考えていいのかな。でもまあ、さすがに本人を目の前にしてハチャメチャなお前が突とつ飛ぴな行動しないか見張るんだよ、とは口が裂さけても言えなかった。

　しかし、俺の苦しまぎれの説明にアリシアは一応、納なつ得とくしてくれたようだった。

　やれやれ……手の掛かかる王女様である。

「聞いて損しましたわ、つまらない理由だこと」

「うるさい……それよりお前の方はどうなんだ？　本当にあの王室殺しの盗とう賊ぞく団をお前が成敗出来ると思ってんのか？　王室騎士ロイヤルナイトがことに当たってる問題なんだぞ」

「……私は王族、親族の仇かたきがいると知って学園に閉じ籠こもってるなんて出来ないの。いい？　私はね、王族。名前にサーキスタが入る重さ、貴方には分からないでしょうけど」

「王族の義務ってやつか。でも確か数年前に殺されたお前の親族、それほど親しかったわけじゃないんだろ。王族の中では変人扱あつかいで一人で陰いん気きに住んでたって話だ。だからこそ、盗賊なんて奴らに狙ねらわれた」

「どうして豚のスロウがそこまで知ってるのよ……」

　ぎろりとした一ひと睨にらみ。

　美人の睨みはそれだけで非がこちらにあるような気にさせるのだから堪たまらない。

　しかし……まずいまずい、何とか誤ご魔ま化かさないと。アニメ等で知った知識を思わず口に出しちゃうのは俺の悪い癖だな。

「あー……だから。俺が、言いたいのはだな。お前、一度も会ったことがない相手のために命の危険を冒おかせるのか？　ってことだ」

「自分のことばっかりの貴方には私の苦労なんて到とう底てい理解出来ませんわ……でも、さっきの理由、本当にそれだけなの？」

「枢機卿の覚えをめでたくしたい、それだけだよ。お前の思う通り、俺は自分のことしか考えてないんでな」

「……本当に聞いて損しましたわ、呆あきれた理由だこと」







「ほらニュケルン、グレイトロード。もうお前ら席戻もどれ。後で医務室に行って、水の魔法でも掛けてもらえ。あ、くれぐれも魔法学の授業中に怪け我がしたなんて言うなよ。えー、言う時は魔法演習学の授業って言え。先生にもな色々あるんだ」

　顔を腫はらしたシューヤが階段を上り、自分の席に戻ろうとして、「え」と声を出して、驚おどろいたように俺たちを見た。

「それよりアリシア……お前、気付いてないのか？」

「何がですの」

「近づきすぎだ。皆みんな見てるぞ」

「──ぇ、ひゃあ！」

　今いま更さら周りの目に気付いたのか、アリシアは猫のように俊敏な動きで元いた位置に戻っていった。







「来週までの宿題は……そうだな、もう一つ魔法の属性が得られるとしたら、何だと思うか考えてこい。理由を添そえて」

　意外と有意義な宿題だ。

　確かにロコモコ先生の言うことは支し離り滅めつ裂れつだが、考える価値はある。特に貴族の生徒など、小さい頃ころから魔法に親しんでいる奴らばっかりだ。今更他ほかの魔法の練習をしようと思うものは少ないだろう。まぁ俺は全属性だし関係ないけどなー、とか思っているとシューヤがちらちらと俺を見ていた。赤く腫れた頰ほおが貧乏っちゃまとの乱らん闘とうの激しさを物語っている。

「あー、そうだ。忘れるとこだった、デニングとサーキスタは宿題無し。お前ら二人には爺……おっと、学園長より特別の課外学習が与あたえられている」

　皆の目が、最上段に座っているアリシアと俺に一いつ斉せいに向き、ちらほらと漏もれる非難の声。シューヤも何でお前がと、憮ぶ然ぜんとした目で俺を見ている。

「後、そこの二人は午後の授業も全部休みだ。これも特別扱いだが、それだけの理由がある。お前らガキどもも特別扱いされたかったら地位か力、それかコネを手に入れろ。以上」

　どこまでも現実的で夢もない先生の言葉を最後に、魔法学の授業は終わったのであった。







　何の悩なやみも無さそうな、晴空の下、俺は食堂で受け取った弁当に貪むさぼりついた。

「いっただきまーすぶひ」

　昼は食堂で出来立てを食べることも出来るし、弁当を受け取ることも出来る。今日は気分的に弁当を選び、広場前のベンチで貪むさぼり食っていた。

　丁てい寧ねいに整えられた緑の芝しば、小鳥のさえずる声、街中では決して味わえない豊かな世界。あんなことがあったけど、今日もクルッシュ魔法学園はいつものように平和だった。

「スロウ様。さっきロコモコ先生がおっしゃってたことについてお尋たずねしたいんですが？」

　俺の隣となりにいきなりどしんと座った金髪。

　風に流されて揺ゆれる金髪を指先で弄いじりながら溜ため息いきを漏らす貧乏っちゃま。

　絵になるイケメンなのだが、頰に残る傷きず跡あとが少しだけ痛々しかった。

「あのアリシア様と一緒の課外学習って何ですか？　もしかして王室騎士ロイヤルナイト関連ですか？」

「おおぃ貧乏っちゃま、いきなり現れたと思ったら質問攻ぜめかよ。てか、王室騎士ロイヤルナイト関連ってどういうことだよ」

「学園長が過去に優すぐれた生徒を王室騎士ロイヤルナイトに推すい薦せんしたことがあったじゃないですか。先日、傭兵を捕とらえた騒そう動どう。これはもしやと思いまして……何ですか、そのまさに僕に真実を言い当てられたみたいな顔！　ま、まさか、王室騎士ロイヤルナイトを飛び越こえて守護騎士ガーデイアンですかッ？　ならスロウ様が守護騎士ガーデイアンになった暁あかつきには是ぜ非ひ僕を王室騎士団ロイヤルナイツの一員に！　お願いします！」

「アホか！　お前、まだ寝ねぼけてんのかよ！」

　しかし内心。俺の心臓はバクバクである。

　まさにこいつの意見が的中しているからだ。

「あのな！　守護騎士ガーデイアンってのはこの国でたった一人に与えられる名めい誉よだぞ！」

「ですがスロウ様は嘗かつて風の神童と呼ばれていたじゃないですか。あの頃は王室の覚えもめでたいって噂うわさでしたし」

「全部過去の話だよ！　いいか、俺は王室騎士団ロイヤルナイツから目の敵かたきにされてる公爵家デニングの人間だ。しかも少し前までは人間扱いされなかったぐらい評判最悪だった俺だぞ？」

「あ、そうか。公爵家デニングは王室騎士団ロイヤルナイツと犬けん猿えんの仲でしたね……それに冷静に考えたらスロウ様が王室騎士ロイヤルナイトなんてドラゴンがタップダンスし出すぐらいあり得ない話でした」

「おいお前、俺を持ち上げ出したと思ったら急に失礼になったな。それよりもシャーロットのことが聞きたい、メイドの仕事ちゃんとやれてるか？」

　皿洗いから配置転てん換かん。今は食堂で給仕のお手伝いをするようになったシャーロット。朝の戦場とも言われる食堂でアルバイトに精を出すビジョンはこの食堂においては、シャーロットの同どう僚りようでありサポート役なのであった。

「シャーロットさんですか？　確かに初日なんかは酷ひどかったですが、もう心配いりませんよ。メイドとも仲良くやってますし、本当に良い子です。正直、スロウ様の従者とは思えません」

「おい、それはどういう意味だよ」

「暗黒時代のスロウ様の傍そばにいて、よく性格がひん曲がらなかったと思いまして」

　そう言うと、ビジョンはくつくつと笑えみを零こぼした。

「ほっとけよ、でも、お前。王室騎士団ロイヤルナイツに入りたいなら、光の魔法の練習をしろよ。あいつらの大半は光の魔法が使えるんだぞ」

「確かに……スロウ様が守護騎士ガーデイアンになってそのコネを使うよりは現実的だ……」

「おべっかの次は俺のコネ頼たよりかよ、ほら。いけいけ、練習してこい」

　それからすぐ、あいつは魔法の練習をすると言って消えてしまった。きっと演習場にでも向かうんだろう。ちょうどロコモコ先生から宿題が出たことだし、あそこは魔ま法ほうの練習で昼の休み時間でも多くの貴族がいるのだ。

　暖かい陽ひ射ざしにそろそろ欠伸あくびが出てきそう、瞼まぶたを閉じて風を感じていた時だった。

「せせせ、先せん輩ぱいッやっと見つけた！　こんな所にいた！　ぜぇ、ぜぇ……あの、あの、うちの宿に泊とまってくださるって本当ですか？」

　風のように唐とう突とつに現れた女子生徒、俺の前で揺れる胸。

　荒あらい息を吐はき出す女子生徒に俺は思わず視線を下に向けた。刺し激げきが強すぎるからだ。俺は初心うぶな貴族、純情なのである。

「宿！　先輩！」

「宿？　話？　オーケー、ちょっと落ち着いてくれティナ。はい、深呼吸。１、２、３」

「す～……は～……す～は～じゃなくて先輩！　それでヨーレムに行くんですよね!?」

「全然落ち着いてないね」

「私は滅め茶ちや苦く茶ちや落ち着いてますよ！　そ、れ、で！　先輩、これから行くんですよね」

「えーと……何でティナがそれを知ってんの？」

　俺とアリシアが課外学習に向かうこと。

　それはロコモコ先生の口の軽さによって周知の事実となってしまった。だが、俺たちの目的地などは依い然ぜんとして秘ひ匿とくされ、アリシアが行き先を誰だれかに漏らすことも考えづらい。

「お母さんから先輩の好みの食べ物を教えてくれって連れん絡らくがあって！　もしかしたらそういうことなのかなって。でも、私の予想。大当たりみたい！」

「もしかして……久遠院ゴルドーニって」

「うちです！　私ん家です！」

「しー！　だから声が大きいから！」

　その後、俺はティナに厳重に口止め。

　今度、小型土人形ミニゴーレムの宿題を見てあげることを交こう換かん条件に、俺たちの課外学習先を言いふらさないことを約束させたのであった。







「スロウ様、話は全部聞かせてもらいました！」

　夕食後、椅い子すに座ってのんびりしていたら俺の自室に飛び込んできた一人のメイド。

「だ、誰っ!?」

　不法侵しん入にゆうか？　メイドを呼んでなんかいないぞ！

「……？　何言ってるんですか、私です！」

「あ。シャーロットか……。メイド服だから誰か分からなかったよ」

　白のエプロンドレスに身を包んだシャーロットは部屋に入るなり、無む垢くな笑顔を俺に向ける。だけど、その背中には何故なぜかパンパンに膨ふくらんだ鞄かばん。

「もしかしてもう知ってるの……？」

「はい！　明日の朝便でアリシア様と一いつ緒しよにヨーレムの街に向かわれるんですよね！　ほら見て下さい、もう準備万ばん端たん！」

　床ゆかに下ろすと、ドッシーン。一体、何を入れてるんだ？

「お手伝いも暫しばらくお休みをもらってきましたし、バッチリですよ！」

　そう言って鞄の中を広げてみせる。そこにはぎっしりと詰つまったお泊とまり道具。さすがシャーロット、手て際ぎわがいいねと褒ほめようとすると、どこか恍こう惚こつとした顔が目に入る。

「まさかスロウ様が守護騎士ガーデイアンなんて……スロウ様が王室の守護者……」

「まだなったわけじゃないよ。というか一応、受じゆ諾だくしただけで本気で目指す気はないよ」

「エエ！　何言ってるんですかっ!!」

　興奮しているシャーロットはロイヤルナイト、ロイヤルナイトと呟つぶやいて、満面の笑み。

　俺のことを自分の手て柄がらのように喜びながら、俺の旅たび支じ度たくを整えてくれる。

「ロイヤルナイト～ガーディアン～お姫ひめ様さまがいてー、宮きゆう廷ていの晩ばん餐さん会に呼ばれて～私も呼ばれて～沢たく山さんの料理が出て～でも私はスロウ様が食べ過ぎないように見張って～でも結局、スロウ様は我が慢まん出来なくて…………食べて～……太って…………また…………」

　すっとんきょうな歌を歌いながら、俺の生活に必要な衣類を棚たなから出し、鞄に詰めていく。だが、どんどんシャーロットの笑みは萎しぼんでいき。

「スロウ様が白マントを羽織った子こ豚ぶたちゃんになっちゃいました……」

　どうやら、長年染しみついた俺のイメージはシャーロットであっても中々取れないらしい。




　俺の目標その一。

　出来るだけ早く、瘦やせる。

　細マッチョとか贅ぜい沢たく言わないから出来れば人並みまで！

　だが未いまだ俺は激デブから脱だつ却きやくしたぐらい。あの大食い魔法大会でゲットした本物の瘦せ薬があればことはスムーズにいったのかもしれないが、シャーロットがぶっ壊こわした。市場に流通している瘦せ薬は非常に高価で、俺たちにはとても手が出せない。今はシャーロット特製の瘦せ薬を飲み続けているけど、効果は感じられず、そろそろ飲むの止やめたいなあと葛かつ藤とうしていると。

「あ、そうだ。実はスロウ様に渡わたさないといけないものが幾いくつかあって」

　どこか誇ほこらしい様子のシャーロットから渡される瓶びん。

　何やらドロドロとして、白はく濁だくした液体が詰められてるけど一体これは何だろう……。プカプカと浮ういている細長い物体が白濁液の中から見えた。

「ねぇこれ、中に何か入ってるんだけど」

「ギトギトミミズちゃんです！」

「おっそろしいネーミングセンスの名前だね……」

「スロウ様、ギトギトミミズちゃん知らないんですか？」

「初耳に決まってるじゃないか……。うぉ……こいつ、目でっか……」

「ふふふ、驚おどろかないでくださいね、このギトギトミミズちゃん。な、な、なんと！　ダイエットをするスロウ様にピッタリ、魔法使い専用の瘦せ薬に使えるモンスターなんです！　スロウ様、瓶を振ふってください！」

　指示通り瓶を振ってみると、中にいるギトギトミミズがくわっと一つ目を見開いた。

　こ、怖こぇぇぇぇぇえええ!!　こいつビンビンに生きてるじゃねえか！　危あやうく瓶ごと落としそうになったぞ今!!

「慎しん重ちように振ってくださいね。私の今月分のお給料全部使って取り寄せたんですから！」

「……シャーロット、こんなキワモノによくそんなにお金使う度胸があったね」

「スロウ様が瘦せたら、専属従者である私の評価もグーンとアップですから。でも、お金がないのでこれが最後の瘦せ薬になると思います……だから大切に飲んでください」

　真ま面じ目めな顔でギトギトミミズの有効性や取り寄せた際の苦労を力説してるシャーロットには悪いが、瘦せ薬の効用に関しては多分でたらめの情報だろう。

　魔法に反応して瘦せる？　脂し肪ぼうを燃焼？　そんな話、聞いたこともない。

　よくある話だ。金に困った冒ぼう険けん者が新型のモンスターを捕つかまえて、適当な効用をでっちあげて一いつ般ぱん庶しよ民みんに売りさばく。でもシャーロットが俺のために作ってくれた最後の瘦せ薬。深くは突つっ込まず、大切に飲もうと俺は一人決心。

「ふっふ～ん、ふーん～ふふふ。あ、私のハンカチだ。無くしたと思ったらスロウ様の部屋にあったんだ。ふふふ～」

　その後もシャーロットは俺の部屋をてきぱきと掃そう除じし荷物を整えていく。どれぐらい部屋を留守にするか分からないので、徹てつ底てい的に掃除をするようだ。……メイド姿だから、シャーロットには悪いが正直メイドにしか見えなかった。

「シャーロット、何だか嬉うれしそうだね」

「今までは私、スロウ様専属のメイドみたいなことばっかりでしたもん。やっと私も従者らしいお仕事が出来るといいますか……さて、と。お掃除も粗あら方かた終わりましたし……覚かく悟ごはいいですか？」

「覚悟……？　まさか」

　未だ瓶の中から俺を見つめ続けているギトギトミミズ。

　その目は早く俺をここから出せと言っているようで……まさかこいつを今この場所で飲めと言うのか？　うっ、心の準備が！

　そんな俺の心配とは裏腹に、シャーロットは胸むな元もとのポケットから何かを取り出した。

「じゃじゃーん。実はスロウ様に手紙が来てるんでした」

　手紙の中身は珍めずらしく母親の直筆。几き帳ちよう面めんな字で、長々と学園で何が起きたか、俺が何をしたか、どのような魔法を使って傭よう兵へいを捕とらえたか、克こく明めいに記せとのことだ。

　やはり学園長の言う通り、公爵家デニングには枢すう機き卿きようからの招待状の件はまだ届いていないようだ。しかし、やたら達筆な字で読みにくいな。

「あのスロウ様……この部分なんですけど」

「もうそこまで読んだの？　え……冗じよう談だんだろ」

　シャーロットの細い指が示す先。そこには俺の父上であるデニング公こう爵しやくが最前線より帰き還かんし、事情を直接聞くためにクルッシュ魔法学園に向かう旨むねが記されていた。

「……仕事ほっぽり出してここに来んのかよ」

「公爵様はスロウ様を溺でき愛あいしてましたから……」

「それにしたって話が急すぎるよ」

「……ですね」

　ずーん、と流れる重たい沈ちん黙もく。

　確かにシャーロットの言う通り、俺は溺愛されていたかもしれない。俺が昔、最年少で次代のデニング公爵に選ばれたのも父上からの強い押しがあったからだ。

「私たちどうなるんでしょう……もしかして家に帰ってこいってことになるんでしょうか。元々、私たち以外にクルッシュ魔法学園に通われてる公爵家の方はいないわけですし……」

　ぽつりと呟き、あれだけ元気だったシャーロットが涙なみだ目めに。

　気持ちは分かる。俺の父上はガチガチの軍人、俺が真っ黒豚公爵になってから何度鉄てつ拳けんを受けたか分からないし、シャーロットに対しても非常に厳しく、何を隠かくそう、シャーロットから杖つえを取り上げたのも父上の仕し業わざである。

「シャーロット。今はお出かけの準備に徹しよう、考えるのはまた後で」

「そ、そうですね……私達がどうにか言って解決する問題でもないですし……」




　その後、暫く。

「私が持ちます！」

「いや俺が！」

「私はスロウ様の従者なんですから私が！」

　俺達は現実逃とう避ひをするが如ごとく、どっちが荷物を学園の門に横付けられた馬車まで運んで行くかの言い合いをわちゃわちゃとし続けたのであった。








二章　元フィアンセとの溝みぞは埋うまらない









「切断魚ソードフイシユの酢す漬づけもあるぞ！　あの魔ま法ほう学園にも卸おろす予定の最高級品だ」

「怪け我がしたくなかったら退どいとくれ！　こっちは急いでるんだ！」

　往来を行きかう行商人や運うん搬ぱん人の声。

　さらには時折貴族と思おぼしき上等なマントを羽織った者達の姿も見えた。そんな彼らは石いし畳だたみが敷しき詰められた道を押し合いへし合い踏ふみしめる。

「スロウ様、私も持ちますから荷物半分こにしましょう！」

「え？　ほんと？　でも半分は多いから……じゃあこれとこれ持ってもらっていいかな」

「はい！　任せてくだ──」

「──シャーロットさん！　余計なことしないで下さる!?」

　学園正門から延びる森の街かい道どう。

　馬に乗っても数時間はかかる先に存在する街、ヨーレム。

　大陸中央西部に位置する国。ダリスの中でも活気のある街として知られ、クルッシュ魔法学園が建造された時代と時を同じくして発展を遂とげた歴史を持つ。

　街の中央にある巨きよ大だいな時計塔とうのある領主の家は遠目からでも確かく認にん出来るほど。

「王都から仕入れた最新の片かた刃ば両手剣けん。黄金の柄つかだ！」

「クムル銀貨数枚で白山水センシユが飲めるのはうちだけだぞ！」

　常に兵が巡じゆん回かいしているため治安もよく、領主も善良な人間だと聞いている。

　魔法学園に通う生徒が週末に掛かけて遊びにくるのにはちょうどいい規模で、今もどこかの楽団が演奏しだした音楽が市街に響ひびき、街の活気ある雰ふん囲い気き作りに拍はく車しやをかけている。

　娯ご楽らくには煩うるさい俺たち貴族の坊ぼつちゃんでも安心、安全、存分に楽しめる街なのだ。

「ちょっとシャーロットさん。そいつと喋しやべってる暇ひまがあったら、あの羽はね帽ぼう子しを被かぶったオジさんが競せり落とそうとしてる指ゆび環わを買って来てくれないかしら。私、こっちで他の商品見るのに忙いそがしくて。……そうね、あのオジさんが今言ってる二倍以内で競り落として頂ちよう戴だい」

「は、はいアリシア様……でも……こんなにお金を使って大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「さっき質屋でいらない宝石を沢たく山さん売りましたから、問題ありませんわ」

　そんな街の中心部に近い歓かん楽らく街がい。

　夕日に染まった街並みを俺たちは歩いていた。

　街に溶とけ込む庶しよ民みん服にしては少し派手目の赤いスカートを穿はいたアリシアを先頭にワンピースのシャーロットが続き、最後に荷物持ちの俺が人とぶつかりながら付いていく。

「あ、あのアリシア様？　そろそろ宿に向かいませんか？」

「折角の荷物持ちがいるんですから、これを利用しない手はありませんわ」

　学園からやってきた俺たちの主導権は完全に王女様こいつのもの。

　宿に真まっ直すぐ向かえばいいものの、こいつはさっき買ったばかりの薄うすいピンク色の耳みみ飾かざりをつけてご機き嫌げんに街を闊かつ歩ぽ。街中に張り巡めぐらされた石畳の上に広げられた露ろ店てんで、珍ちん品ぴんを少しでも高く売ろうと露天商人達が良い鴨アリシアに向かって声を張り上げていた。

　俺は両手に荷物を抱かかえ、さらに首にまで得体のしれない包みをぶら下げている。お陰かげでさっきから人とぶつかりまくり、何度頭を下げて道を開けてもらったか分からない。

「……スロウ様、やっぱり私も持ちます。貸して下さい」

「もう！　何度言ったら分かるのかしら！　荷物持ちは豚ぶたのスロウの仕事だから勝手なことは止やめて頂戴って言ってるでしょ！」

　俺達の荷物は馬車から直接、宿に届けてもらっている。

　だから本来は手ぶらである筈はずなんだ。宿まではシャーロットと二人でほのぼのと会話をしようと思ったら、俺たちが何か喋り出そうとする度たびにアリシアが会話を遮さえぎってくる。

「で、でも……」

「メイドは口答え禁止！　ほら、さっさと歩く！」

「うう……私、メイドじゃないんですけど……」

　偉えらそうな態度さえ堂々としたもの。

　将来は間ま違ちがいなく絶世の美女、そんな華はな々ばなしい未来を予感させる『シューヤ・マリオネット』のメインヒロインにあれこれ指示されている俺を羨うらやまし気に見てる奴やつらもいるみたいだけど……結構なストレスだぞ、これ……。

「お姉さん邪じや魔ま！」

「きゃっ！」

　小さな人ひと影かげ。通りを強引に突っ切ろうとする子供がアリシアとぶつかり、俺は咄とつ嗟さにこいつの小さな身体からだを荷物と共に抱だき止めた。

　華きや奢しやな身体、服の上からでも体温がじんわりと伝わってくる。

「アリシアお前さ、この街に来た目的を忘れてるわけじゃないよな」

「……ふ、ふん！　じゃあ買い物は終わりにしますわ。と、とにかく手を離はなして下さる？　……早く、離しなさいってば！　こら！　離せ──っ！」

　羞しゆう恥ちにちょっとだけ頰ほおを赤くさせた我わが儘ままな王女様プリンセス。

　これからのこいつとの生活を思うと、俺は早くも胃が痛くなるのだった。




　街の中心にそびえる時計塔に向かって、人込みをすいすいとすり抜ぬける二人の少女。

　俺は彼女達の後に急いで付いていきながら、学園を出る前に顔を合わした一人の女の子の言葉を思い出していた。

『先せん輩ぱい！　うちの目印はえっと、ごっつい二人の用心棒！』

　いつの間にか幅はば広びろのメインストリートから裏道へ。少しだけ細くなった路地をえっちらおっちら歩いていくと向こうに立派な門構え。門の前にはいかつい男が二人、威い圧あつ感かんを醸かもし出しながら直立不動。

「遅おそい！」

「俺はお前の荷物を持ってるんだって。それに何だよ、急に立ち止まって……」

　門の入り口を守るようにして立つ男が持つ装備を見て俺は心底驚おどろいた。




　明らかに対人間ではない巨大な大剣や槍やりといった武器を持ち、周囲を威い嚇かくしている。

　こいつら……間違いない、冒ぼう険けん者だ。対モンスター用の殺傷性を高めた武装。格で言えば熟練ベテランに達する男達二人が守る門にはでかでかと大きな文字が刻まれていた。

【久遠院ゴルドーニ】。
















　その下には王室御ご用よう達たしの黄金板まで。

　門の中をひょっこり顔を出して覗のぞくと、整備された庭園に続く道。その先には一ひと際きわ巨大な煉れん瓦が作りの館やかた。隣となりには独立した別館も見え──。

　俺はぐっと息を飲み込み、呟つぶやいた。

「……冗じよう談だんだろ？」

　ティナ、どうやら君は──お金持ちの家の子だったんだね……。




「えぇ、えぇ！　あの子から聞いていましたよ！　公爵家デニングの若様！」

　熟練ベテランの冒険者を用心棒として雇やとうほどの高級宿。

　中心街近くでありながら、お店が十数店もすっぽり入ってしまいそうな広大な敷しき地ち。宿である本館の周りには一息つけそうな心休まる庭園も作られ、道の脇わきには噴ふん水すいや小さな池さえも設けられている。

「まさかあの枢すう機き卿きよう様から直接指名されるなんて、これ程ほど光栄なことはありません。最上階のお部屋を二つ取ってありますから、ええ」

　この宿の支配人であり、ティナの母親である女将おかみの後に続く。

　宿は客層で格が分かるというが、ならばこの久遠院ゴルドーニは最上級に違いない。受付ホールは外からは想像も出来ない程ピカピカに磨みがき上げられ、貴族好みの格式ある内装。宿しゆく泊はく客のターゲットは大商人や伯はく爵しやくクラス、王室も利用したことがあるというのは本当だろう。

「若様にはうちの娘むすめがお世話になっている、と、ええ。本当にもう、感謝の念に堪たえません。あの子は、上手うまくやっているでしょうか？　公爵家デニングの若様」

「友達も多いみたいですし、心配いりませんよ。魔法に目覚めたこともそうですが学業も話を聞いている限り、充じゆう分ぶん優ゆう秀しゆうの部類に入るかと」

「まさかあの子が魔法に目覚めるなんてねぇ。困っちゃいますね、えぇ」

　階段をのぼりながら、大きな瞳ひとみと抜ばつ群ぐんのプロポーションは娘であるティナとうり二つ。やっぱり目を引くのは、服の下で大きく服を膨ふくらませている豊かな胸むな元もとであり、大きくなったらティナもあんな感じになるのかな～。っていや、今も十分大きいか……。

「まず、若様の部屋はこちらでございます」

　最上階、最奥から一つ手前。深々と頭を下げられ、ドアがゆっくりと開かれる。

「それでは公爵家デニングの若様、従者のお方。ごゆるりと、おくつろぎ下さい……あれ？　そう言えば……貴女あなたは若様達のメイドさんかしら」

「え……私はメイドじゃなくて、スロウ様の従者です！」

　きょとんとしたティナの母親が青ざめていくのを見た。

「従者さんが……お、女の子？　公爵家デニングの従者の方は皆みな、男性の筈じゃ──!!」




　足首まで埋まりそうな絨じゆう毯たんや高い天てん井じよう。

　冬場には役立つのだろう暖だん炉ろやふかふかの椅子が装そう飾しよくとして部屋の質を高めており、広々とした室内は十人近くもいっぺんにくつろげそうなゆったり仕様。

「やっぱり公爵家デニングって色々と勘かん違ちがいされているんですね」

「そうだよなぁ……」

　ティナの母親はどうやらうちの従者は全員が男の子だと勘違いし、わざわざ部屋にベッドが一つしかない部屋を用意。何でもデニングの従者は常に主あるじの側そばにいてベッドでは決して寝ねないなんて噂うわさを本気で信じていたのだとか。根も葉も無い噂ですと一いつ蹴しゆうしたが、よくよく家での生活を思い出してみるとあながち間違っているとも思えなかった。

　実際にそんな従者が公爵家デニングにはいるしな……。

　てきぱきと荷物をほどきながら、シャーロットは先に宿に届けられていた荷物が全すべて揃そろっているか確認している。滞たい在ざい日数は未定だが、最大で二週間分近くの荷物をシャーロットは持ってきたと言っていた。

　相部屋については自分のことで宿にご迷めい惑わくを掛けるのをシャーロットは心配したみたいで、小さくなって恐きよう縮しゆくしている姿を見て、俺が問題無いと断ってしまった。ベッドは俺とシャーロットが一いつ緒しよに寝ても何の問題もないぐらい広いのだ。まあ、俺がソファで寝てもいいしな。




「……で。何でお前がここにいるんだよアリシア」

「いちゃ悪いんですの？」

　そう宣言するアリシアは隣りん室しつに置かれたベッドの縁ふちにでんと座り、腕うでを組んでいる。

　はて？　こいつにも隣の一室が提供された筈だけど……。

「悪いとかの話じゃなくて、お前の部屋は隣だろ」

「……貴方あなたがシャーロットさんと同じ部屋なんて狼ろう藉ぜきが許されると思って？」

「シャーロットは俺の従者だ。同じベッドで寝るのは確かに問題あるかもしれないけど、同じ屋根の下ぐらいはいいだろ」

「へぇ～、同じ屋根の下ぐらいはねえ。貴方そんな身体でよく恥はじ知しらずな台詞せりふを言えますわね」

「何だよ……また俺が豚みたいだって悪口言うのかよ。言っとくけどな、お前が口を開く度に豚豚言うから、俺にも耐たい性せいってもんが出来てるんだからな」

「……言い聞かせるよりも見せたほうが早そうですわよ。よいしょっと、ちょっとそこに立ちなさい」

　そういうとアリシアは立ち上がり、俺の背中をぐいぐいと押す。何だ何だ？

「お、おい。何だよ一体」

「いいからそこに立ちなさい」

　されるがまま、俺は鏡の前に立った。

「鏡の中に……何が見える？」

　うーん、小豚ちゃん？　確かに鏡内にはぷくぷく太ったデブが映ってる。

　でも最悪の真っ黒豚公こう爵しやく時代に比べたら全然マシだぞ。

　いや、そりゃあ厳しい目で見たらデブって言われる範はん疇ちゆうだけどさ。ダイエットを始めた時期を考えたら、かなりのハイペースで脂し肪ぼうを落としてるだろ。

　細マッチョへの道を確実に驀ばく進しん中と言っていい。

「じゃあ、シャーロットさんも豚のスロウの横に立ってくださる？」

　荷物のチェックをしていたシャーロットがアリシアに手を引かれ、寝しん室しつにやってきた。

　シャーロットが俺の隣に立つと、途と端たんに溢あふれる華はなやかさ。

「これでおバカな貴方でも分かったでしょう。つまり、そういうことですわ」

「全然これっぽっちも分かんねーよ！　つまり、お前は何が言いたいんだよ！」

「あのアリシア様、私は気にしませんけど……。だって私、スロウ様の従者ですし。ベッドも大きくてふかふかですし……」

　そんなシャーロットの小さな抗こう議ぎはアリシアの大声によってかき消された。

「私は気にしない!?　……何寝ぼけたこと言ってるんですの、そう言えば貴女は昔からそればっかり！」

「ひぃ！　す、すみません！」

「どこからどう見てもお馬ば鹿かなメイドとでっぷり太った世間知らずの豚ぶた貴族！　いえ、まあ豚のスロウの言う通り、確かに最悪の時よりは大分マシになったかもしれませんわ。だって制服も確か学園で売られてる既き製せい品ひんで賄まかなえるようになったって聞きますし、飽あきもせずダイエットも続けてるとか……でもね、同じ部屋なんてダメよ！　だって、鏡の中にいるのはどこからどう見てもはしたない貴族の馬鹿と囚とらわれのお馬鹿メイドじゃない！」

「誰だれがはしたない貴族の馬鹿だおいっ！」

「だから私、メイドじゃないです……それにおバカじゃないもん……」

「──私の隣の部屋で、男女二人が同どう衾きんなんてダメ！　ダメったら絶対にダメ！」

「めんどくさい奴だなあ。別にいいだろ、お前だってシューヤと一緒の部屋で寝ることもあるんだし──」

「は──はぁぁぁあ？　私がいつシューヤと一つ屋根の下で同衾したって言うんですの！　あいつなんてこの私からすれば使用人もいいとこ！　同じ部屋で寝るなんて絶対にありえないですわ！」

　アリシアの口調がきついものとなる。

　おっと、いけない。アリシアとシューヤの仲が縮まるのはアニメの中でもっと先の話だった。今のこいつに言っても分かるわけないか。

　にしても、やっぱりシューヤは使用人扱あつかいなのか……哀あわれアニメ版主人公。

「シューヤとのことは冗談だって、そう怒おこるなよ」

「貴方がいきなり変なこと言い出すからじゃない！」

「悪かったって……でもそれなら俺はどこで寝ればいいんだよ」

「あ。ていうか、あれじゃない。豚のスロウ、貴方が私の部屋で生活、もとい寝ればいいんですわ」

「……お前の部屋？　やだよ、ベッドにぬいぐるみが一いつ杯ぱいあって少女趣味メルヘンチツクじゃん。それに天てん蓋がい付きのベッドとか……俺の趣味じゃない」

　さっき軽く見せてもらったけど天蓋付きのベッドや、ぬいぐるみが所ところ狭せましと並べられ少女趣味満まん載さいの寝室。ああいうのはアリシアみたいに小こ柄がらで小さい女の子が寝たら可愛かわいいのだろうけど……俺が寝たら悪趣味すぎるだろ。オークがピンクの部屋で天蓋ベッドで睡すい眠みんとか絵え面づらが酷ひど過ぎる。

　まぁ、この部屋は広いし一人増えた所で、毎日の生活に支障はないだろう。それに俺のことが嫌きらいなアリシアのことだ。すぐに俺の存在に辟へき易えきして、自分の部屋に戻もどるだろ。




「……ねぇ。今、気付いたんですけど何でベッドの上にあんな可愛い猫ねこちゃんがいるの？」

　その言葉に、寝室からリビングへこっそりと戻ろうとしていたシャーロットが反応した。アリシアがあれあれと指差す先、ベッドの枕まくら元もとには丸くなっている黒猫がいた。

「わぁー！　どうしてアルちゃんここに！　学園に置いてきたのに！」

　にゃん、にゃーんとシャーロットの声に尻尾しつぽをぱたぱた振ふりながら応こたえる黒猫。

　じゃなくて風の大精せい霊れいさん。シャーロットの保護者であり、野性を失ってしまった哀れな獣けもの。あの黒猫が風の大精霊であると知っているのはこの国でたった一人、俺だけだ。

　……ん、そういえばアリシア。今あいつのこと可愛いって言ったか？　あの目つきの悪いあいつが？　趣味悪いなぁ……。ていうか、大精霊さんにヨーレムの街に行くことを伝えてなかったな。……だからか、どこか恨うらめしい目で俺のことを睨にらんでるのは。

「シャーロットさん、その子のこと知ってるの？」

「えへへ。実はこの子、私の猫ちゃんです」

「へ、へえ……その子シャーロットさんのペットなの？　ふ……ふーん、か、可愛いじゃないの……しゃ、シャーロットさん。後で触さわらせてもらってもいいかしら」

　二人と一いつ匹ぴきの獣がじゃれ合っている間に、俺はアリシアが買い込んだ荷物を全部あいつの部屋に置きに行った。廊ろう下かを渡わたり、扉とびらをガチャリ。広いリビングの隅すみに荷物を置き、室内を見み渡わたした。やはり部屋の構造自体は俺達の部屋と余り変わらないが、寝室がきつい……。同盟国サーキスタの王女であるアリシアの好みを調べたのだろう、少しでもあいつが楽しくなるようにと久遠院ゴルドーニで働く人達の苦労が窺うかがえる寝しん所じよだった。




「でも私。まだ荷物整理が終わってませんから！　お風ふ呂ろはアリシア様一人で！」

「シャーロットさんも来るの！　貴女にはちょっと淑しゆく女じよの嗜たしなみについて言っておきたいことがありますから！」

「大だい丈じよう夫ぶです！　私、嗜んでますから！　うう……離はなしてください[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　廊下に戻ると、俺の部屋から出ていこうとするアリシアと、抵てい抗こうするシャーロット。

　触らぬ神に祟たたりなし。そのまま俺の専属従者はアリシアにずるずると連行され、階段の下に消えていったのだった。

「……俺も夕ご飯食べる前にひとっ風呂浴びとくか」




「……ぶっひぃぃぃぃぃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　思わず鳴き声が出てしまうぐらい、気持ちが安らぐいい湯である。

　学園の風呂よりも幾いく分ぶん狭せまいが、居い心地ごこちの良さは段だん違ちがい。あっちは騒さわがしいし、周りからの注目もある、何よりもこの太った身体からだを衆目に晒さらすのが嫌いやだった。

　俺は身体を沈しずめながら、ぶくぶくぶくと頭を沈め、沸わき立つ湯気の中で物思う。

　明日の朝には王室騎士ロイヤルナイトが謁えつ見けんのためにこの宿にやってくる。さて、一体誰がやってくるのやら。ちょっと気になるからこっそりと観察でもするとしよう。

　他ほかには……アリシアとシャーロットの関係も少し心配だ。

　シャーロットはアリシアに気を遣つかってるようだけど、アリシアはお構いなし。前に見た夢でもそうだけど、あいつは昔からシャーロットのこと認めてない感じだったからな。

　……まぁでも何とかなるか。二人とも、コミュ力は俺と違って高いしな……。

「おい、坊ぼつちゃん！　顔真っ赤だぞ！」

　同じ浴よく槽そうに浸つかっていたおっちゃんの声で俺は我を取り戻した。

　危ない危ない、浴槽で溺おぼれるところだった。軽く会え釈しやくし、顔を湯の上に浮ふ上じようさせる。さて、と。のぼせる前にそろそろ出るか。シャーロット達もそろそろお風呂から出ているだろうし……今日はアリシアの買い物に付き合わされたせいで妙みような疲つかれが溜たまっているんだ。

「……まるで繁はん殖しよく期きのオークみたいな気持ちの悪い声を出す坊ちゃんだな」

「全くだ。ダンジョンの中にいるのかと勘かん違ちがいするぞあの声は」

　……ていうかさ。俺、今日寝ねれるかなぁ……。だって、部屋にベッドが一つだけ。つまりあのシャーロットと同じベッド。幾いくらなんでもまだ街に来てから一日目だ。それはさすがに早すぎるんじゃないだろうか。……うーんでもシャーロット、全く俺のこと意識してなかったよなぁ。同じベッドでも問題ないですって言ってアリシアに怒られてたぐらいだしな……。でも俺は、ドキドキするぶひよ……。




　結論から言えば、心配するだけ無む駄だだった。

　俺の初心うぶなドキドキは無神経な乱入者によって無残にもぶち壊こわされたからだ。

「ふが……んん……ふが……」

　……ふがふがうっせーな、こいつ。

　巨きよ大だいなベッドの中央を我が物顔に占せん領りようする亜あ麻ま色いろの髪かみの女の子。どこにいても男の目を惹ひくだろう美少女である『シューヤ・マリオネット』のメインヒロイン様が、いつもの勝ち気な表情ではなく、あどけない寝顔でふがふが寝息を立てているからだ。

　いつまで俺の部屋にいるんだよと思ってたが、まさか寝る時まで俺の部屋にいるとは。

　しかもベッドの真ん中を堂々と陣じん取どってやがる。

　……こいつの小さな背。アリシアの向こう側には、我が天使が顔をこちらに向け、可愛らしい寝顔を無防備に晒している。透とう明めい感かんのある肌はだにふっくらとした頰ほお、直視出来ないようなあられのない格好で、すやすやと熟じゆく睡すいしていた。

「……ぶひぃぉお…………ぶひぃぉお……」

　眠ねむれないなぁという意味のオーク語だ。

　アリシアのお陰かげでドキドキは減ったが、今度は女の子と同じベッドという事実が頭をクラクラさせる。何しろ俺はリアルオークと呼ばれし人間。オークが人間様と同じ部屋で寝ていいのか？　……ぶひーぶひー！　心の中でひとしきり叫さけぶとよし、落ち着いてきた。

　頭がどうにかなりそうだが、努めて冷静を装よそおいながら目を閉じる。強力な磁力で吸い寄せられるように、俺の視線は何故なぜかアリシアの白いうなじに集中した。ミルクと香こう水すいの混じったような香かおり。いかん、煩ぼん悩のうに負けてなるものか。俺は二人とは反対側に寝返りを打つと。

「ぶふぅ！」

　そのまま床ゆかに落下した。ドスンと大きな音が立つが誰も起きない。悲しい。でも、やけに火ほ照てった身体が床で冷やされて気持ちよかった。

　ベッドよりもむしろ、床のほうが俺の心情的にも寝やすいかもなんて思っていると、本当に睡すい魔まに襲おそわれる。ティナのためにも、非常に寝やすい床であったと言っておこう。
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　気品は満点だが、ネグリジェの下に隠かくされた肉づきはいささか寂さびしい少女はベッドから床に落ちた少年を覗のぞき込んだ。

　ついさっき妙な呻うめき声を発したかと思うと突とつ然ぜんベッドから落ち、そのまま寝息を立て始めた少年。今はまるでオークのように「ぶひぃ……ぶひぃ……しゃーろ……そんなの、たべれないよ……」と寝息を立てながら眠っている。多少瘦やせても、この情けない姿を見てあの大貴族に連なる者であると推測出来る者は多分、この世界には一人もいないだろう。

「はぁ」

　アリシアは呆あきれ、少年に対してもう何百回目になるかもしれない溜め息を吐ついた。

　このまま風邪かぜを引かれても困るのでシーツを少年の身体の上にばさりと落とす。するといい感じに少年の身体が覆おおわれた。「ぶひぃひぅ……」と聞こえたその声はありがとうとでも言っているのか。少なくともアリシアには解読は不可能であった。

　目ま蓋ぶたを閉じると、遠い過去の記き憶おくがまざまざと蘇よみがえる。

　大陸南方に存在する大国の一つ。時に水すい龍りゆう国家とも呼ばれる祖国サーキスタと、騎き士し国家で最も強大な大貴族との間に結ばれた政略結けつ婚こん。

　数え切れない婚こん約やくの申し込みが、デニング公こう爵しやく家に生まれた風の神童に送られたと聞いていた。小国の由ゆい緒しよ正ただしい王女から英えい雄ゆうの娘むすめ、魔導大国ミネルヴアの才女や果てには人ならざる者からの縁えん談だんもあったとか。

　理由は知らないが、その中から何故か自分があいつの婚約者フイアンセに選ばれた。

「……ぶひぃ……ぶひぃ……しゃーろ……むしは……だめだって……」

　大国の第二王女である自分に相応ふさわしい縁談だと、誇ほこらしく思った。それに大陸全域に広がるあの名高い公爵家デニングの神童、祖国で雁がん字じ搦がらめにされている自分を解き放ってくれる王子様みたいだと妄もう想そうした日もあった。……ていうか、毎日だった。

　だけど、栄光の日々は呆あつ気けなく終わりを迎むかえる。

　風の神童が心を壊したと言われ、性格まで可笑おかしくなってから、公爵領地に遊び行く機会もめっきりと減り、自分の知らないところで始まった婚約関係は始まりと同じように自分の知らないところで終わってしまった。

　そんなのって余りにも勝手すぎないかしら、と。

　だから、すごく今いま更さらだけど確かめるためにこの国までやってきた。なのに結果は撃げき沈ちん、魔ま法ほう学園にいたのは問題行動ばかり起こすオークの新種。……だった筈はずなんだけど。

「……ぶひっ……ぶふっ……しゃーろ……つえを……おれに……むけないで……」

　最近のあいつは──違う。

　傭よう兵へいから助けてくれたあの瞬しゆん間かん、短い会話の中に込こめた想おもい。

　言葉にせずとも通じ合えた気がして、昔のあいつが戻ってきたと思えて、嬉うれしかった。

「……しゃーろ…………くすりは……いいよ……ぶひぃ……」

　紐ひも解とかれる過去の記憶、誰だれにも知られることの無い心の中だからこそ、思い出の旅は止まらない。そうして、ヨーレムにやってきた三人の少年少女は深い眠りに落ちていく。

　いつもよりも深い眠りに落ちたのは、きっと遠い思い出の中で笑いかけてくる彼が近くにいるからだろうことは、彼女だけの秘密だった。
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「スロウ様、スロウ様」

　ゆっさゆっさ、誰かが俺の身体を揺ゆさぶっている。

　ええい、誰だ。まだ朝早いってのに。今日はぐっすり寝る予定なんだよ。

「んん？」

「起きてください、もう朝じゃないですよ！　それにどうして床に落ちてるんですか！」

「あれ、シャーロットがいる」

　それにシャーロットの向こう側には見慣れぬ天てん井じよう。

　……ここ、どこだ？　俺の部屋じゃないし、学園じゃない？　え、何で？　知らない部屋にいるのはどうしてぶひぃ？　てか俺、シャーロットの言う通り何で床の上で寝てんの？　……身体の上にはシーツがかけられている。

「あ……そっか。俺、ヨーレムの街にいるんだった」

「そうですよ。はい、どうぞ」

　シャーロットから湿しめった布を渡され、俺はごしごしと顔を拭ふいた。まだ覚かく醒せい状態には程ほど遠とおいけど、少しだけ意識がはっきりする。

「スロウ様。ハーブティー飲みますか？　美味おいしいですよ」

「飲むぶひ」

　何も考えず、差し出された純白のカップを受け取る。一口飲むと、身体の奥底からじんわりと温かみが広がった。爽さわやかな味、これは春摘つみかな……随ずい分ぶんと優やさしい味だ。

「ふぅ……ってあれ。そういえば、あいつは？」

　ベッドの上には乱れたシーツ、それだけで昨日の記憶が蘇る。

　昨日あれだけ喧やかましかったあいつがいないことに今更気付いた。

「さっきお部屋に戻もどりました。私たち、予定の時間より、お寝ね坊ぼうしちゃったみたいです。きっとこのベッドがふかふかだったせいですね」

「確かにふかふかだった」

「何言ってるんですか、スロウ様は床で寝てたじゃないですか」

「そうだった……それよりシャーロット。王室騎士ロイヤルナイトがアリシアに挨あい拶さつに来るのって」

「えっと、多分……ついさっき廊ろう下かで足音が聞こえたので。ちょうど今、来てる気がします。だから慌あわててスロウ様を起こしたんですけど」

「え、もう来たのか！」

　俺は慌てて身み支じ度たくを整える。ちょっとした野次馬気分、アニメの中に出てきた王室騎士ロイヤルナイトをこの目で見られるかななんて思いと共に廊下に出る。

　隣となりの部屋、微かすかにドアが開いている。




　室内を覗き見すると、飾かざり気のない服に身を包む二人の男が絨じゆう毯たんの上に跪ひざまずきアリシアに向かって頭こうべを垂れていた。そして、同時に聞こえる話し声。

　格式ある王室騎士ロイヤルナイトとは思えぬ恰かつ好こうだが、纏まとっている空気の質が平民とは圧あつ倒とう的に違ちがう。それは例えるなら、実力者の証あかし。あの純白のマントを着ていないのは素す性じようを隠すためだろうが、武の心得がある者が見れば只ただ者ものでないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。




「お初にお目に掛かかります、アリシア殿でん下か。私は伯はく爵しやく家に連なる──」

　部屋の中で王室騎士ロイヤルナイトによる口上が続く。

　あれがこの街で守護騎士ガーデイアン試練を受けている騎士か。王室騎士団ロイヤルナイツの中でも選えりすぐりの精せい鋭えいなんだろうな。俺はこっそり扉とびらの外から観察することにした。

　背後にいるシャーロットは何故かカチコチになっている……どうして君が緊きん張ちようしてんだよ。……それにしても、意外と少ないんだな。

　王室騎士ロイヤルナイトの数は二人。

　そして、そのうちの一人に俺は見覚えがあった。

　クルッシュ魔法学園に忍しのび込んでいた曲くせ者もの、ノーフェイスを捕とらえるためにモロゾフ学園長が王室に要よう請せいした王室騎士ロイヤルナイト達を率いていた有名人。

「存じておりますわ、オリバー卿きよう。噂うわさに名高い花の騎士。女王陛下の遠えん征せい先で、他国の王族から求きゆう婚こんを受けた魅み惑わくの騎士。王室騎士団ロイヤルナイツの中でも一ひと際きわ有名ですから」

「全すべて過ぎ去った過去の話……お恥はずかしいことです」

「でも、その結婚のお話、断ったんですわよね。折角、王族になれる機会でしたのに」

「永久に王室に忠誠を誓ちかった身ゆえ」

「……貴方あなたは愛よりも忠義を取ったんですのね。さすが騎士の国、誰かとは大違い」




「……スロウ様、スロウ様。あの方々が白マント様なんですね……」

　シャーロットはそんな王室騎士ロイヤルナイトを見て興奮しているようだったが、俺の目は別の男を捉とらえている。オリバーの隣に跪いている男が問題だった。

「水龍の国よりお越ここしの麗うるわしの姫ひめよ、我が名はセピス・ペンドラゴン」

　何ともまぁツヤのある声をした、薄うすい水色の髪を持つ超ちようイケメンの王室騎士ロイヤルナイト。

　さっきから気になってたんだけど……あいつ、どっかで見た事がある気がするんだよなぁ。あれぐらいイケメンなら一度見たら忘れないと思うんだけど……。

「このような可か憐れんな姫がクルッシュの学び舎やで学ばれているとは。今の生徒が羨うらやましい」

　芝しば居いがかった動きでアリシアを見つめる王室騎士ロイヤルナイト。

　顔や名前で思い出せなかったが、そのキザな言葉遣づかいを聞いてあいつの正体がすとんと腑ふに落ちた。

　あの王室騎士ロイヤルナイト、見覚えがあるどころじゃなかった。というか、知っていた。

　そりゃそうだよ、知ってるどころじゃない。

　だってあいつは裏切りの守護騎士ガーデイアン、セピス。

『シューヤ・マリオネット』の中ではダリスの次期女王、カリーナ殿下を守護騎士ガーデイアンとしての地位を利用して誘ゆう拐かいし、北に連れていこうとした最低男じゃねーか！　アニメの中でも一際目立つ敵キャラが何でこの場にいるんだよ！




「スロウ様スロウ様、あの王室騎士ロイヤルナイト様。とってもかっこいいですね」

　鼻筋はすっきりと通っており、唇くちびるも絶ぜつ妙みような配置。鷹たかのように鋭するどい眼で見つめられれば、身み震ぶるいしそうになる迫はく力りよくを持った長身細身の美び丈じよう夫ふ。

　街を歩けば、沢たく山さんの女性が振ふり返って黄色い声を上げるのだろうことは想像に難かたくない。だからシャーロットが見み惚とれてしまうぐらいの半はん端ぱないイケメンだけど……俺は悶もん々もんとせざるを得ない。

　あいつはこの国ダリスを裏切り、ドストル帝てい国こくに組する運命を持った男。

　つまり、裏切り者なのである。

「アリシア殿下。今回の謁えつ見けんを申し出たのは私であります」

「貴方が？　ええと……」

「セピスとお呼び下さい、殿下。私は未いまだ王室騎士ロイヤルナイトとしては若じやく輩はい者もの。このように他国の王族の方と会える機会も数少なく、ですが守護騎士ガーデイアンとなるのはこの私を措おいて他ほかにいないと自負しております」

　そう言うと、片かた膝ひざをついたままのセピスがアリシアの手を取って、手の甲こうにキスをする。実に自然な動作でアリシアが拒きよ否ひする間もない。

「まさか、このような可憐な方がいらっしゃるとは夢にも思っていませんでしたが」

　……あ、アリシアが真っ赤になった。

「……わああ、アリシア様があんなに戸と惑まどってる姿、私初めて見た気がします。やっぱり同じ貴族でも学園の生徒さんとは違うんですね」

「王室騎士ロイヤルナイトは他国の要人と会う機会も多い国の顔だ。振る舞まいもそこらの貴族よりも遥はるかに洗練されているからね」

「……ますますかっこよく見えてきました」

「んー……どうだか」

　王室騎士ロイヤルナイトを間近に見たからか、テンションの上がっているらしいシャーロットは俺の肩かたを強く揺すり、俺はがくがくと身体からだを揺らしながらセピスを睨にらみ続ける。

　セピスは今、カリーナ姫専属の守護騎士ガーデイアンではなく、王室騎士ロイヤルナイトだ。

　あいつは敵なのか。既すでに帝国に寝ね返がえる気持ちを持っているのか。あいつがもう既にダリスを裏切る心づもりなのかは今の俺には判断出来なかった。

「それで、例の奴やつは見つかったんですの？」

　高こう慢まんそうな表情と口調。

　さすがアリシア、もう我を取り戻している。王室騎士ロイヤルナイトを前にしてもいつもの態度を崩くずさない。そして例の奴と言われて、二人の王室騎士ロイヤルナイトが纏う空気が僅わずかに固まった。俺の肩を揺らすシャーロットの力が強まったのが何よりの証しよう拠こだ。

「セピス、ここからは私が」

　先に口を開いたのはオリバーだった。真ま面じ目めくさった性格という印象だ、ロコモコ先生が苦手にしているのも分かる気がする。

「殿下。この街にいる盗とう賊ぞく団は上手うまく闇やみに隠かくれている様子。余程、サーキスタでの追つい跡せきがきつかったのでしょうか」

「そりゃあそうでわ。我が軍は精強にして苛か烈れつ。よく逃にげ延びたものだと賛辞を送りたいくらいですわ。でも運がありませんわね。逃げ込んだ先に王室騎士ロイヤルナイトが二人もやってくるなんて」

　アリシアは得意気だ。

「我らは一人一人が一軍に匹ひつ敵てきすると言われる王室騎士ロイヤルナイト。盗賊団など相手に非あらず。南方四大同盟の旗の下もと、サーキスタの良い友として必ず殿下の敵を打ち滅ほろぼしてみせましょう」

　二人はいかにも自分というものに自信を持っていそうな態度を崩さない。自分たちの力をもってすれば、簡単に見つかると思っているのだろう。

　だが、俺には疑問だった。

　鉄てつ壁ぺきの守護が専門である王室騎士ロイヤルナイトに盗賊団なんて裏の世界の住人を見つけ出すことが出来るのだろうか？　表の騎き士しと裏の戝、生きている世界が違いすぎる。

「盗賊団の首領、ボルギィへのトドメは私に刺ささせて下さらないかしら。それがこの私が街にきた理由」

「ええ、アリシア殿下の気が済むように」

　空気が軽くなる。

　今までアリシアにしか目が向いていなかった王室騎士ロイヤルナイトの一人、セピス・ペンドラゴンが突とつ如じよ立ち上がり振り返った。

　扉の外で謁見の様子をこっそり覗のぞいていた俺とバッチリと視線が絡からみ合う。

「──それで、そちらにいる彼があのスロウ・デニング。団長からの知らせによって誉ほまれある守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンに横よこ槍やりを入れた学生君ということで宜よろしいのかな？」




「セピス。彼があの傭よう兵へいを捕ほ縛ばくした公爵家デニングの武者だよ」

　値ね踏ぶみするようかのような視線。

　俺は部屋に入り、立ち上がった二人の王室騎士ロイヤルナイトに向き合った。明らかに部屋の雰ふん囲い気きが変わり、特にセピスは俺への敵てき愾がい心しんを隠そうともしない。

「オリバー卿、何故なぜ貴方はそれほど涼すずやかな顔が出来るのですか。彼がこの段階から守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンに参加など。我々がどれだけ苦労して、この場に辿たどり着いたと思っている」

「だが、団長からの正式なお達しだ。我らがどうこう言える問題ではない。一つ分かるのは、傭兵捕縛が団長にとってそれ程ほど意味のあることだったのだろう。実際に学園でロコモコから話を聞いたが、彼の力は王室騎士ロイヤルナイトと比べ遜そん色しよくないとロコモコは判断している」

「ロコモコ・ハイランドは自ら王室騎士ロイヤルナイトの職を辞した恥はじ知しらず。奴の言葉にどれほどの価値があるものか私には甚はなはだ疑問でありますが」

「止やめろセピス。あいつは今や、殿下の先生でもあるんだ」

「……気にしませんわ。あの人はまあ……」

　そういうと、アリシアが二人の背後でげんなりとした顔をする。

　今の魔ま法ほう学を担当しているロコモコ先生より、ノーフェイスの方がよほど良い授業をすると言い始めたのはノーフェイスに怖こわい目に遭あわされたあいつなのだ。

「あの公爵家デニング、しかも直系の人間が守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンを受ける等、前代未聞。それに学生君、君も君だ。一体、何のために話を受けた？　君はまさか、王室騎士団ロイヤルナイツと公爵家デニングの関係。相そう互ご不ふ干かん渉しようの密約を知らないのか？」

　柔やわらかだが、剣けん吞のんな口調でセピスが聞いてくる。面めん倒どうだなこいつ……。

　ていうか、お前。偉えらそうなこと言ってるけど本心はどう思ってるんだよ。もうダリスを裏切るつもりなのか？　ええ？　俺はお前の未来を知ってるんだからな？

「まず、初めに言っておきますが俺は王室騎士ロイヤルナイトになる気はない。枢すう機き卿きようからの要請はダリス王室の意思に等しく、断りきれなかったに過ぎません。文句があるのでしたら、俺でなく枢機卿、お二人が所属する王室騎士団ロイヤルナイツの団長さんに直接言ってください」

　ようやく俺は口を開くことが出来た。

　セピスに対しては未来を知っている分、どこか剣吞な態度になってしまう。こりゃ前もって気に入られてない分、印象も生意気なガキって感じだろうな。

　ま、いいか。別に仲良くしたいわけじゃないし。

　それに正直言って、この王室騎士ロイヤルナイト二人は俺の目上の人間ではなく、対等だ。

　ダリスの貴族社会において、うちは頂点に君臨する貴族の家系。公爵家デニングの直系は十五歳を超こえれば、一人前として扱あつかわれる。リアルオークとして有名だった俺も一応は一人前なのである。

「さらに俺は堕おちた風。現役の王室騎士ロイヤルナイトが参加している守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンに俺のような学生が参加しても勝ち目はない。それよりまさか、セピス・ペンドラゴンとか言ったか。あんたは俺に勝てないと思ってるのか？」

「生意気な……」

「セピス。団長は恐おそらく、傭兵を見事仕留めた学生を参加させることで、我々に発はつ破ぱをかけたいのだろう。あの傭兵よりは盗賊団の方が余程楽そうだが、我々は奴らを発見する糸口さえ摑つかめていないのだから……迷宮ダンジヨンに潜もぐる最終候補が一名決まったとはいえ、苛いら立だちを彼にぶつけるのは止めておけ」

　その言葉にセピスが何か言い掛かけるが、オリバーは手で制した。

「オリバー卿、その話は──」

「構わないだろう。耳の早い平民さえ知っている話だ」

　苦く笑しようしたようにオリバーが笑った。

「迷宮ダンジヨンに潜るとは一体何のことですか？」

「ほう、君は知らないのか。最終候補の一人については街でも噂うわさになっているようだが、殿でん下かはどうかな？」

　オリバーからの問いにアリシアは首を振った。

　けれど、守護騎士ガーデイアンになるための試練内容を考えても、誰だれが勝利するか考えても意味は無いだろう。

　俺は未来を知っている。守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンを勝ち抜ぬくのは目の前にいるセピス・ペンドラゴンなのだから。

「そうか、魔法学園には情報が届いていないのだね。姫ひめのお気に入りは王室騎士ロイヤルナイトでもない一いつ般ぱん市民、純じゆん粋すいなる……平民でね。その男が現在の筆頭候補と言われている」

　……誰だ？

　平民が守護騎士ガーデイアンの筆頭候補なんて信じられないが、試験に参加しているオリバー自らが言っているんだ。

　だけどアニメの中ではセピス・ペンドラゴンが守護騎士ガーデイアンとなった。

　一体、守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンで何があったのかは俺にも分からない。

　こうして考えるとアニメ知識を持っている俺でも中々に知らないことばかりで、面おも白しろいもんだな。




「それでは殿下。挨あい拶さつも済んだところで、私はこれにて失礼を。次に会うときは盗賊団の頭かしら、ボルギィを貴女あなたの前に引きずり出す時となるでしょう」

「オリバーさん？　どういうことですの？」

「殿下もご存知の通り、私は花の騎士として民衆に広く顔が割れている。そんな者が殿下のお傍そばに居れば、殿下が何者かと勘かんぐる者が出てくるでしょう。万が一、盗賊団に貴女がサーキスタ王室の一人だと感づかれるかもしれません。セピス、お前は未いまだ王室騎士ロイヤルナイトとなってから日が浅く、街人にも顔が割れていない。殿下、ご心配なさらず、セピスの力は折り紙付き、私が保証します。そしてデニングの少年。傭兵を捕とらえたその洞どう察さつ力で我らを助けてほしいものだ」

「承知しましたオリバー卿きよう……学生君。せいぜい我らの邪じや魔まをせぬことだな」

　二名の王室騎士ロイヤルナイトはそれぞれ全く異なった見解で、俺を歓かん迎げいしてくれたのであった。







「スロウ様がだらだらされてるからアリシア様怒おこってますよ！」

　帰り際ぎわ、俺とセピスの間に流れるただならぬ気配を察したのか、親しん睦ぼくを深める食事でもしたらどうだとのオリバーの案に、セピスは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

　あいつの未来を知っている俺からすれば仲良しごっこなんて到とう底てい不可能。

　だけど今後のことを考えると、最低限の関係は保つ必要がある。

「スロウ様！」

「……ぶひぃ」

　シャーロットに促うながされ、俺は渋々椅い子すから立ち上がったのであった。




「こんな可愛かわいい子達相手なら、もっといいお店に連れて行ってあげなくちゃダメよ、セピスのお兄さん。うちみたいにクムル銀貨一枚でお腹なか一いつ杯ぱいになれるお店より、もっと華はなやかな場所に行かなきゃ。街の女は連れて行ってくれるお店の格で男性の……あら。でも、そちらのお嬢じよう様さま方はどうも街にいそうな感じの子じゃないわね」

　あいつが俺たちを連れてきたのは、住宅が連なる通りに居を構えるご飯処どころであった。古びた木造作りの狭せまい店内は俺達と店の関係者以外誰もいない。夕食には少しばかり早い時間帯、どうやら前もって俺たちが来ることを伝えていたようである。

　セピスはカウンターで女主人と親し気に会話を交かわしている。どうやら一日、二日の関係性ではなさそうだった。

「さっき聞いたんですけどセピスさん、この街に来てから食事はいつもここらしいですわ」

「ふーん。あいつ、王室騎士ロイヤルナイトの癖くせに意外と庶しよ民みん派はなんだな」

　でも、だからか。あいつの顔つきが幾いく分ぶん、穏おだやかに感じられるのは。あの隙すきの無いセピスがこの店に入った瞬しゆん間かん、ふと気を抜いて見せたのだ。

　正直、意外だった。

　裏切りの守護騎士ガーデイアンはいつもアニメの中で、張り詰つめた顔をしていたからな。

「すみません、少しばかり話し込んでしまって。今、料理の下準備をしているそうで、少し待っていてほしいとのことです」

「構いませんわ。それよりセピスさん、本当によくこのお店に来るんですのね？」

「えぇ、この街に滞たい在ざいするようになってから毎日顔を出します。私にはアリシア様がお泊とまりになられている久遠院ゴルドーニは豪ごう華かすぎて居い心地ごこちが悪い」

「まぁ！　あの久遠院ゴルドーニに泊まってるの！　偉い別べつ嬪ぴんさんかと思ったら、やっぱりお貴族様なのね。そこのふくよかな坊ぼつちゃんも育ちが良さそうだし……こんな店でごめんなさいね」

「いいえ、構いませんわ。確かに私はこういうお店余り来たことがありませんけど、落ち着きますから」

　アリシアの言葉にカウンター内のお姉さんだけじゃなく、セピスもほっとした表情を浮うかべている。しかし、その内心何を思っているのか。貴族社会でも力を持つ侯こう爵しやく家から王室騎士ロイヤルナイトへ。エリート街道驀ばく進しん中のあいつが国を捨てた理由を俺は知っている。

　セピスが抱かかえる闇やみの大きさと、あいつの悲しい未来。

　あいつが内心、この国ダリスを心の底から憎にくんでいることを俺はよく知っているのだ。







「遅おくれてごめんなさいね。はい、どうぞ。少しでもお貴族様たちのお口に合うといいんだけど……」

　石造りの食器に簡単な料理が並んでいく。

　メインは鶏とり肉にくの炙あぶり焼きに野菜のスープに麦の飯。アリシアなんかは目を丸くして、それらを見つめる。庶民の味。丁てい寧ねいに作られ、それはクルッシュ魔法学園の食事とも違ちがう。俺は何だか懐なつかしい気持ちになり、シャーロットはお代わりまでしていた。

「あの人。常連の正体が王室騎士ロイヤルナイトだなんて知ったら驚おどろくかしら」

「……殿下。ここはこの街で唯ゆい一いつ、心安らぐ場所なのです。お戯たわむれを」

「ふふ。じゃあ止めておきますわ」

　食事中でもセピスの姿勢は隙が無い。やっぱり俺には王室騎士ロイヤルナイトなんて生き方は絶対に無理だなー。疲つかれそうだ。

「それより殿下。一つ、お願いがあるのですが宜よろしいでしょうか」

「何かしら」

「一人での外出は出来るだけお控ひかえを。買い物などはあの久遠院ゴルドーニの者に言いつけ下されば問題ありません」

「……私にただ宿で待っていろって言うんですの？　セピスさん、私が貴方あなたの謁えつ見けんを受けた目的は──」

「お気持ちは分かります。ですが盗とう賊ぞく団は我々に一任を。殿下を危険な目に晒さらすのは出来るだけ避さけたいのです。侯爵家の名めい誉よに掛けて、ボルギィを殿下の前に連れてくることを誓ちかいます」

「……そこまで言うのなら、分かりましたわ」

　会話の中、一瞬セピスの瞳ひとみに暗い闇が差した瞬間を俺は見み逃のがさなかった。

　やはりポイントは侯爵家なのか。

　セピスが国を憎むようになった根本は、平民の血が混じる落とし子として自分をこの世に誕生させたペンドラゴン侯爵への恨うらみ……だったよな。

　恐らく俺とは違う理由で、アリシアもセピスを見つめていた。王室騎士ロイヤルナイトでありながら、どこか危あやうい魅み力りよくを持った男。アニメの中で見たセピスは既すでにダリスを裏切った後であったため、こうして王室騎士ロイヤルナイトのこいつを見るのは不思議な感じだ。

「それで、学生君。団長期待の君はこの街でどのように奴らを探し出すつもりなのかい」

「探し出す？　俺は何もするつもりは無いって朝言っただろ」

「ここで手て柄がらを上げれば、王女専属となる守護騎士ガーデイアンへの道が近付くのだ。王室騎士団ロイヤルナイツでもたった一人の王女専属、この国の貴族にとってこれ程ほどの名誉もないだろう」

「正当な資格者であるお前達王室騎士ロイヤルナイトの職務に横入りする気はない。俺はただ王室の方々や枢すう機き卿きようの覚えが悪くならないように話を受けただけだ」

　だが、セピスは胡う散さん臭くさそうに見ている。こいつ多分、俺の言葉を信じていないな。

「セピスさん、こいつは噓うそを言ってませんわ。こいつは本当に興味本位で、ただ宿で食っちゃ寝ねするために来たんだと思いますわ」

「食っちゃ寝ってお前なぁ……その言い方はないだろ」

「じゃあ違うのかしら」

　はあ、こいつ何も分かっちゃない。あんまり恩着せがましいのもあれだが、一応俺はお前のためにヨーレムに来たんだ。……と言っても、シューヤの代わりみたいなもんだけど。

　後はセピスなんてイレギュラーな存在が突とつ然ぜん現れたから、こいつとアリシアが仲良くならないように今後は少し注意を払はらおうとも思ってる。

「お前の言う通りだけどさ……言い方ってもんがあるだろ……」

　セピスは貴族と平民の境目が無い世界を作り上げるために帝てい国こくに寝返るが、正直俺はそれ自体が悪いことだとは思わない。落とし子であるセピスにとって、明確な身分差が存在するダリスは生き辛づらい場所だろう。それに、純粋な貴族である俺にセピスの裏切りを思い留とどまらせるような言葉が掛かけられるとも思えない。

　俺がこいつを嫌きらいなのは目的を達成するためのやり方が卑ひ劣れつだからだ。ダリスを裏切る際、こいつは王女を誘ゆう拐かいし帝国に売っぱらおうとした最低男。

　……だからアリシアを近寄らせたくないのだけど。

　うーんそう考えると、セピスを今どうにか出来ないのが少しもどかしいな。

「彼の言葉は、従者の君から見ても偽いつわりがないのかい？　確か、シャーロットといったか」

「えっ、私ですか。……ええと、はい。スロウ様は本気で守護騎士ガーデイアンになりたいとは思ってないと思います……」

　もぐもぐとお野菜を幸せそうに食べていたシャーロットを窓から光が照らしている。アリシア、シャーロット、そして憎らしいことだがセピス。美少女にイケメンが勢ぞろい。まるで王家の晩ばん餐さん会に招待されているような気持ちになる。

　だがセピスはシャーロットを見て、食事の手を止めた。

「……一つ、いいだろうか？」

「えっと……私ですか？」

「このような言い方はあれだが……君は、本当に公爵家デニングの従者なのか」

「え……」

　その言葉にシャーロットは固まった。

「私の知る公爵家デニングの従者と君は余りに違っていてね。いや、気分を害したのなら申し訳ない。だが、あの公爵家デニングの従者がそのように……野菜をもぐもぐし、幸せそうな姿を晒すのは実に不思議なものだ」

「セピスさん、シャーロットさんは豚ぶたのスロウの正式な専属ですわ」

「……公爵家デニング直系の専属従者に限っては、デニング公こう爵しやくが直じき々じきに選定するとの話ですが」

「シャーロットさんは確か特別。公爵様じゃなくて、こいつの独断よ」

　セピスの興味がシャーロットに向かう。っち、余計なことに気付く奴やつだ。

「学生君。君はどうして、その子を専属に？」

「そう言えば私も気になりますわ。昔聞いた時は良いように言い含ふくめられたような気がしますから」

「はわわわわ……」

　急に話題の中心となったシャーロットは眉まゆを八の字に変え、小さくなってしまった。

　公爵家デニングの者達は俺の決断を幼さ故ゆえの気まぐれだと思っているし、シャーロットにもそう説明している。一部の信しん頼らい出来る者達には、あの夢で見たあいつみたいにシャーロットは特別な存在だと言ったこともあったが……さてどうするか。

「いえ、アリシア殿でん下か。この話はここまでに。彼女に余計な気を遣つかわせてしまったようだ」

「え？　セピスさんは気にならないんですの？」

「……事情がありそうです。私たちが知らない理由がある、それでいいではないですか」

　俺が何かを言う前にセピスが自ら引く。

　とりあえず俺はこの場の空気を変えるためにセピスに向けて、言い放った。

「ていうか、ここの代金って誰だれ持ち？　言っとくけど俺、金無いからな」




　　　●




　スロウ・デニングとアリシア・ブラ・ディア・サーキスタ。

　婚約関係にあった二人は、とっくの昔に破局した関係だ

「豚のスロウ。先にはっきり言っておきますけど、私が傭よう兵へいの一件で貴方のことを許したなんて思わないで。今も私、貴方のこと大だい嫌きらいですから！」

「……その台詞せりふ、この街に来てからもう十回ぐらいは聞いてるぞ」

　何度繰くり返したか分からない会話だが、アリシアにとっては重要なこと。

　だから、念を押して言っておく。元婚約者フイアンセでありながら、今は同じ魔ま法ほう学園に通う同級生。お互たがいに高貴な家いえ柄がら出身で、特にアリシアはこの世に数える程しかない由ゆい緒しよある王族の御ご身み分ぶん。つまり、血筋が違うのだ。

　同じ屋根の下で生活しているといっても格の違いというものがあるので、アリシアから少年に喋しやべりかけることは滅めつ多たにない──。

「スロウ様、魔法の練習をする時は私も呼んで下さいね！　絶対ですよ！」

「分かったよシャーロット。でも、こっちに来てまでお手伝いなんてする必要ないのに……あっ行っちゃった。せっかちだなぁシャーロットは」

　──というのに、アリシアの意識は少年の行動・言葉にぴこーんと反応している。

　今、何を食べたのかとか、従者の少女と何を喋っているのか等に逐ちく一いち、反応。だからだろうか、部屋の雰ふん囲い気きは何とも言えない気まずいものとなってしまう。

　少年の専属従者である彼女も何とも言えない空気を察し、宿の人に何かお手伝いできることは無いかと申し出た。女支配人もこんなに可愛かわいい子なら大だい歓かん迎げいとすぐに了りよう承しよう。今は受付で笑え顔がおを振ふりまいているとか。

　けれど、これでやっと二人きり。

　ようやく今までの積もる話が出来ると思ったら……。




「粘ねん土どを使った小型土人形ミニゴーレムの宿題かぁ」

「先生からは上達が早いって褒ほめられたりもするんですけど……これってどうなんですか先せん輩ぱい」

「魔法に目覚めて数週間にしてはとっても優ゆう秀しゆう。ゴーレムみたいに形あるものを作るだけじゃなくて、動かせるようになるなんて凄すごいよ」

　床ゆかの上で、小さなつちくれの人形二体が絨じゆう毯たんの上をえっほえっほと行進。拳こぶし大だい程の大きさで、二体の内の一体は体操をするかのように優ゆう雅がな動きを披ひ露ろうしていた。

「うわぁ先輩のミニゴーレムちゃん、回れ右も出来るんですね！」

「百八十度回転だって出来るぞ！　何だったら細かい体術も！」

　魔法を使って土人形ゴーレムを操作しているのは豚のスロウとこの宿の一人ひとり娘むすめらしい平民の女の子。平民が魔法を使えることに驚いたが、彼女は何と魔法学園の生徒で一年生、しかも自分達が泊とまっている久遠院ゴルドーニを経営する者達の一人娘。

　今は週末の連休を利用して、帰省を兼かねて帰って来たのだとか。

「そういえば教科書に土人形ゴーレムは素材を見るだけで作り手の力量が分かるって書いてあったんですけど、素材によってそんなに難易度が違ちがいます？」

「全然違うよ。一いつ般ぱん的に土の魔法使いはどれだけ硬かたい材質を扱あつかえるかで能力が分かるとされている。だから、ティナも授業ではまずは柔やわらかいものから挑ちよう戦せんしていったと思うけど、土の魔法使いとして一人前と言えるのは青銅でゴーレムを作れるようになってからかな」

「青銅ですかぁ……でもまずは練習のためにも材料を沢たく山さん用意しないといけないですよね……今は粘土で私、練習してますけど……」

「土の魔法使いは意外とお金が掛かるから金欠の人が多いって言われてるね」

「ちなみに先輩はどれぐらいの鉱物を……」

「俺？　俺はね、小さい頃ころ──」

　飲み物を載のせたテーブルの向こう側で、魔法の練習に没ぼつ頭とうする二人は広げた教科書を覗のぞき込み、魔法談義の真っ最中。もう肩かたと肩が触ふれ合ってるぐらいの距きよ離りで、ヘラヘラとしたあいつの情けない姿がアリシアの苛いら々いらを加速させる。

　──というか、何で平民があいつに懐なついているのよ……あ痛っ。

　小型土人形ミニゴーレムがソファに座るアリシアの足に当たり、ぱたんと倒たおれる。そして手足だけをパタパタと動かしていた。

「あ、ご、ごめんなさい！　ミス・サーキスタ様！　私のミニゴーレムちゃんが読書の邪じや魔ましちゃって！」

　二人が練習していた魔法は六大魔法学〈土〉の講座。

　粘土から手足の付いた小型土人形ミニゴーレムを作り出し、歩かせる。単純なようで微び細さいな魔法操作コントロールが求められるため、土の魔法使いがぶち当たる一つ目の壁かべとされていることをアリシアも知っていた。

「……ま、頑がん張ばって」

　長い髪かみをかきあげ、興味無さげにそれだけ言うと、アリシアは持っている本に再び、視線を落とした。




「わ、言う通りにしたらジャンプ出来た！　さすがシャーロットさん！　魔法が上手うまいってこの前聞きましたけど、教えるのも上手なんですね！」

　ぴょんぴょんと跳はねるミニゴーレムを見つめてティナは喜んでいた。

　また一つ、ゴーレムの動かし方を習得出来た。やり方を指南したシャーロットは得意気だが、スロウは何とも言えない胡散臭そうな表情で従者である彼女を見つめていた。

「ティナちゃん、私はこう見えて十年以上魔法使いやってるからね。公爵家デニングで一いつ杯ぱい勉強してるし、知識だけなら魔法学園の学生さんにも負けないよ！　メイドの真似まね事ごとやってるだけじゃないんですよ」

「シャーロットさん、カッコいい！」

「えへへ……」

　ミニゴーレムの練習をシャーロットが見たがっていたことを思い出し、スロウがシャーロットを呼んできたのだ。

「ティナちゃんは筋も良いし、もっと高く飛ばすことが出来ると思います！　もっと高く、限界まで挑戦してみましょう！　魔法っていうのはまず自分の限界を知ることが大事なんです！」

「うーん。シャーロットにしては珍めずらしくまともなこと言ってるな……」

「スロウ様、ひどい！　珍しくないですよ、いつもの私じゃないですか！」

「いやだってさぁ……魔法になるとどこから聞いてきたのか知らないけど、とんでもない知識を披露するじゃんシャーロットって」

　アリシアは読書に没頭している振りをして、彼らの話にこっそり聞き耳を立てていた。自分は水と土の二重魔法使いダブルマスターであるから、興味がないと言えばウソになる。どちらかと言えば水の魔法に重点を置いているが、土の魔法だって練習しないといけないのだ。

　けれど、気にかかることが一つ。

「じゃあシャーロットさん、やってみますね！　私も限界に挑戦してみます！」

「頑張ってティナちゃん！　私、見守ってるから！」

　あの平民娘のあいつに対する態度。

　シャーロットが来る前はあいつの傍そばで、かなりの好意を寄せている相手にしか出来ないようなボディタッチの連続だったのだ。

　学園の問題児であるあいつが、異性にあれ程懐かれる理由が分からなかった。

　……いい気なもんだ、平民の娘にちやほやされて調子に乗ってまあ。

　……ムカつく。

「ええーい、大ジャンプ！　ミニゴーレムちゃん飛ベー！」

　アリシアがイライラと考え込んでいる間にミニゴーレムは絨毯の上で大ジャンプ。だが、高く飛びあがりすぎて、テーブルを飛び越こえその先へ。

　そして、部屋の隅すみに置かれたソファに座るアリシアの顔に勢い良く激げき突とつした。

「痛ッ……！　今度は何よ……」

　そのままコントロールを失ったミニゴーレムはアリシアの膝ひざの上に落ち、動かなくなってしまった。アリシアは自分の膝に乗った小さな土人形を見て、何が起きたか理解する。

　……あの平民娘、やりやがった。

　氷点下にまで冷え込む空気。王族であるアリシアに対しての暴挙。固まってしまったティナに変わり、スロウが慌あわてて口を開いた。

「あ、アリシア……怒おこるなよ……い、今のはティナに悪気があったわけじゃないから……不運な事故だ」

「……え、ええ、分かってますわ。つ、次から、気をつけてくれればいいですわ」




　二度あることは三度ある。

　事件はスロウがお気に入りのトイレに行くために部屋を出ていた間に起きたのだった。

「み、ミニゴーレムちゃんを爆ばく発はつ!?　シャーロットさん、それ本当ですか!?　公爵家デニングの方々ってミニゴーレムちゃんまで武器に使うんですか!?」

「そうなのティナちゃん、誰にも言っちゃダメだからね」

　アリシアは憮ぶ然ぜんとした表情でソファに座り、いつの間にか足を組んで読書の真っ最中。何だか苛々するので、土の魔法に励はげんでいる彼女らを徹てつ底てい的に無視することに決めたのだった。

「シャーロットさん、公爵家デニングで勉強してきた従者の方だけあって博識だなぁ、すごいなぁ。色々なこと知ってるんですね」

「ふふふ、これでも私。公爵家デニングの直系であるスロウ様の従者ですから」

「うわぁシャーロットさんが眩まぶしく見えてきた！　でもさすが公爵家デニング、魔法に対する着眼点が私とは全然違うんだなぁ……こんな可愛いミニゴーレムちゃんが戦いに使えるなんて考えもしませんでした」

　発ほつ端たんはシャーロットの言葉だった。

　彼女が公爵家デニングではミニゴーレムを戦いの道具として使うことがある、とドヤ顔でティナに披露したことだった。魔法学園での生活を通じて、シャーロットはティナと少しずつではあるが仲良くなっていたのだった。

　公爵家デニングでは魔法使い失格の烙らく印いんを押されているシャーロットであるが、一応は魔法使い歴十年を超こえる公爵家デニングの従者である。魔法初心者のティナにあれこれ教えてあげるのはとっても楽しいから、ついつい口が弾はずんでしまうのだ。

「ティナちゃん。魔法使いは自分の限界を知ることも大事だけど、新しいことに挑戦することも大事なんだよ？」

「シャーロットさんの言葉は胸に染しみるなぁ……じゃあ、やってみます！」

　いつか魔法使いとしてモンスターと戦うこともあるかもしれない、との言葉にティナは納なつ得とくし、ミニゴーレムを爆発させてみることにしたのだった。

　好こう奇き心しん旺おう盛せいなティナもシャーロットに言われるがまま、新しいミニゴーレムを作り出す。今度は乾かわいた土じゃなく、水を加えた泥どろ状じようの土から作られるミニゴーレム。部屋が汚よごれてしまうなんて考えもしなかった。二人はミニゴーレムをテーブルの上に置き、寝しん室しつに移動。そこから顔だけ出して、爆発の様子を見守ることにした。

「こほん。ミニゴーレムちゃん──爆発しろおおおおおおお！」

　ティナの詠えい唱しようにより、テーブルの上でミニゴーレムは飛散した。

　粘土を吹ふき飛ばし、ミニゴーレムは破は裂れつしたのだ。その様子をティナとシャーロットの二人はドキドキしながら見守っている。

「やったあ！　成功しました！　どうですかシャーロットさん！　上手くいきました！」

「ティナちゃん、すごいすごい！　本当に出来た！」

　結果は大成功。

　確かに、あんな可愛かわいいミニゴーレムが爆発したらモンスターだって驚おどろくだろう。

　されど、彼女達は気付いていなかった。隣りん室しつから顔だけ出して、ミニゴーレムの爆発だけをじっと見ていたシャーロットとティナは室内にいたもう一人の存在をすっかりと忘れていた。

「あ──貴女あなた達ねぇっ！　ちょっと出てきなさい！」

　飛び散る泥をべっちょりと全身に浴びた少女の姿を見て、二人は固まった。

　魔ま法ほうに夢中で、読書をしていたアリシアの存在を頭の中から綺き麗れいさっぱり忘れていたことにようやく気付いたのである。アリシアはどうやら怒いかりにプルプルと震ふるえているようだ。その綺麗な顔だけじゃなく、服にもべったりと泥が付着していた。

「え……えっと……ミス・サーキスタ様……わ、わざとじゃ」

「そこの平民、貴女さっきからゴーレムを足にぶつけたり、顔にぶつけたり、そして今度はこのベトベト！　もしかして私をおちょくってるんですの!?」

「ひい、ごめんなさい！　そ、そんなつもりは無かったんですぅ！」

　ティナはぺこぺこと頭を下げた。アリシアに向かって頭を下げるその様子はさながら、大だい蛇じやに睨にらまれた小動物の有様であった。

「それにシャーロットさん！　貴女もよ」

　まだ寝室に隠かくれていたシャーロットに怒りの矛ほこ先さきが向かう。

「えぇ!?　私もですか？」

「私もですかじゃないわよ、主に貴女よ！　ゴーレムを爆発させるなんて危険な魔法をなに平民に教えてるのよ！　あそこで習ったことは外に広げちゃいけないって公爵家デニングでは教わってる筈はずよ！」

　アリシアの言葉に、シャーロットも固まった。そう言えば、そんなことを言われていた。公爵家デニングのやり方は門外不出、すっかり忘れていた。

「はわわ、ご、ごめんなさい！」

「それに何よ、聞いてれば魔法が上手とか博識って。シャーロットさん貴女、魔法の使い方下手じゃない！　昔は私とあいつの時間を奪うばって、あんなにあいつから魔法を教わってたのにちっとも上達しなくて……ドン引くぐらい下手だったじゃない！」

「そ……そこまで言わなくても……」

「何よ、違ちがうって言うの！」

「ち、違いませんけど……あの、アリシア様、お、お顔拭ふきましょうか？」

　何せアリシアは泥だらけなのだ。王女様にあるまじき姿である。

「結構よ、私は貴女達と違って水の魔法使い。これぐらいの汚れなんて魔法を使えば簡単に取れるんだから！」

　アリシアが振ふるう杖つえによって空中に拳こぶし大だい程ほどの透とう明めいで真ん丸な水みず珠たまが出現。空に漂ただよう水珠はキラキラと表面を輝かがやかせながら、その体積を少しずつ大きくしてゆく。

「わぁぁ！　それって水の滴アクアボールですよねミス・サーキスタ様！」

「ちょっと平民。私、集中してるから静かにして下さる？　魔法は爆発させるためにあるんじゃないこと、今から教えて差し上げますから」

　土の魔法では決して真似できない奇き跡せきの発現にティナは目を輝かせた。水の魔法は六大魔法の中でも最も華はなやかで、女の子が憧あこがれる魔法属性としてすこぶる人気が高いのだ。ティナは水珠をつんつんと突つついてすごいすごいとアリシアを称たたえ、平民の分かりやすい反応に王女様も内心はとっても満足げ。

「でも、ちょっと大きくなりすぎじゃないですかぁ？」

「貴女のミニゴーレムに泥だらけにさせられたからこれぐらい大きな水の滴アクアボールがいるんですわ。それより今から水の手アクアハンドを出すからよく見ておきなさい。水の魔法使いが属性魔法の中で一番便利って言われている理由を教えてあげますわ」

　アリシアの言葉通り、水珠からうにゅっと人の腕を模した水の腕が伸のび、泥のついたアリシアの頰ほおを優やさしく撫なで始め──ることは終ついぞなかった。水の腕はアリシアのコントロールを無視して、ぐねぐねと触しよく手しゆのように自由気ままに動き出し始めたからである。アリシアは顔をしかめ杖をぶんぶんと振る。一度、二度、三度、重ねるごとに顔が青くなっていった。

「あれ？　ちょっと！　ぬぬ、あ……まずい！　平民、そこ退どきなさい！」

「え？　何でですかぁ？　こんなに綺麗で──ッ」

　突とつ如じよ、水珠がパチンと音を立てて爆はぜた。

　先程ティナがミニゴーレムで泥を爆散させたのであれば、今度はアリシアによる水の噴ふん射しやであった。突とつ然ぜんの破裂に茫ぼう然ぜん自じ失しつする三人娘むすめ、特に至近距きよ離りで水の直ちよく撃げきを浴びたティナは悲ひ惨さんの一文字。爆発の首しゆ謀ぼう者しやであるアリシアも泥と水に塗まみれ、髪かみからぽとぽとと水を滴したたらせている。原因は分かりきっていた。あの平民に良い所を見せようと水珠を自分が制せい御ぎよ出来る限界を超えて大きくしたからだ。
















「帰ってきたぶひ……って、う、うわっ！　何で皆みんなそんな水に濡ぬれて──っていうか、何があったら部屋中こんなに水みず浸びたしになるんだよ！　……分かったぞアリシア、お前の仕し業わざだな!?」

　スロウの言葉通り部屋はびしょびしょで、三人の少女は滝たきに打たれたかの如ごとく濡れ鼠ねずみ。特に水珠の傍にいたティナはもう下着まで透すけようかといった具合で、目も当てられない。

「あ……先せん輩ぱい。お帰りなさい……くしゅんっ」

「何があったかは聞かないからとりあえず全員服脱ぬいで風ふ呂ろにでも行ってくれ。何ていうかその……目に毒なんだよ、特にティナ！　君が一番やばいから！」

「え、私ですか先輩……ひゃあ！」

　ティナだけじゃなく、三人の少女は己おのれの姿を見返し真っ赤になった。

　彼女達は下着もすけようかといった濡れ具合で、先の魔法はさすがのアリシアも失敗と認めざるを得ない大惨事であった。







　もくもくと湯気が立ち込める熱い湯船の中。

「み、ミス・サーキスタ様……ま、魔法は失敗することで成長するっていいますし……私も、その……最初は沢たく山さん失敗しましたし……」

「そ、そうです。私なんてそもそも魔法が発現しないことも多いですし、そう考えたらアリシア様すごいです！　水の爆発、かっこよかったです。あれならモンスターも驚いて逃にげていきますよ！」

　あれだけ豪ごう語ごしながらも水の魔法は大失敗。

　だけど二人は怒おこるでもなく、言葉を選びながら慰なぐさめてくれる。王族としてのプライドがガラガラと崩くずれ、情けなさを感じながらアリシアは肩かたまでお湯に浸つかり、目を瞑つぶった。

「それとティナちゃんごめんね。よく考えたらアリシア様が言ってた通り、爆ばく発はつの魔法は一いつ般ぱん的じゃないから使わない方がいいと思う……私、魔法のこととなると可笑おかしくなるってスロウ様もよく言うし……」

「そ、そうですね……学園では使わないようにします……」

「うん……あと、私にゴーレムを爆発させるように言われたってのもスロウ様に言わないでくれたら嬉うれしいかな……魔法関連になるとスロウ様すごく厳しいから……」

　そう言って、情けなくシャーロットは笑った。

「いいですよ……それよりあの、ミス・サーキスタ様とシャーロットさんって昔からお知り合いなんですか？」

「え、私たち？　うん、アリシア様はスロウ様の婚約者フイアンセだから……」

「ちょっと待って──元でしょ、元!!　大事なことだから間違えないで下さるシャーロットさん！」

　自分とあいつが婚約者フイアンセ？　余りにも不ふ吉きつな言葉が聞こえ、アリシアは思わず怒ど鳴なった。

　するとびくぅ、とシャーロットは身を固まらせる。

「ご、ごめんなさい……そうでした、元でした」

「あ、そっかぁー。先輩の従者さんと先輩の元婚約者フイアンセ様……。だからお二人、そんなにお互たがい意識し合ってるんですね」

「「え？」」

　意図せず、声がはもる。

「さっきシャーロットさんが部屋に来てからミス・サーキスタ様がお読みになってた本、一ページも進んでなかった様ですから」

「そうなんですかアリシア様？」

「……」

　赤くなった頰を誤ご魔ま化かすために、アリシアは頰まで湯に沈しずめる。

　目め敏ざとい……些さ細さいな変化によく気付く平民だ。

　それにミニゴーレムを動かしている時、あいつとのやり取りを見ていて思ったが、随ずい分ぶんとぐいぐいと来る子でもある。大貴族であるあいつ相手だけじゃなくて、王族である自分にこれだけぐいぐい来る子は魔法学園でも滅めつ多たにいない。シューヤと同じぐらいの無む頓とん着ちやくさと言っていいかもしれない。

　ていうか……自分とシャーロットとの間にある微び妙みような雰ふん囲い気きをわざわざ口に出すなんて……そういうナイーブなことは普ふ通つう遠えん慮りよして口にしないものではなかろうか!?

　この平民は鈍にぶいのだろうか、それともそれ以上の考えがあるのだろうかとアリシアが一人考え込んでいると。

「ということはあの……アリシア様はまだスロウ様のことがお好き、ということですか？」

「はぁぁああ？　あのねシャーロットさん！　どうやったらその結論に辿たどり着くのよ！」

「え……違うんですか？」

「ちっがうわよ！　正解がどこにもないわよ！」

　違うのかぁ……と呟つぶやく彼女の顔に邪じや気きは無く、当の本人の代わりにティナがびびって湯船の中でさささ～とアリシアと距離を取った。

　あいつの専属従者、シャーロット。

　今もまだきょとんとした顔を見せるシャーロットを見て、アリシアは既き視し感かんを感じた。そうだ……だから私は、この子のことが昔は大だい嫌きらいだったんだ。

　どこまでも純じゆん粋すいで、悪気が無くて天然で、おとぼけで──。

「シャーロットさん。この際だからはっきり言いますけど、昔からあなたはそういうところがありますわ！　例えば──！」

　ぐじぐじとアリシアはシャーロットに文句を言う。

　昔から貴女あなたは一言多かったとか、何でそうぼけてるのかとか。思いの丈たけをぶつけているとシャーロットは「そうだったんですね！」とか「ごめんなさい！」と恐きよう縮しゆくするばかりで、まるきり覚えていない模様。お湯の中でとろけているその姿を見て、幼きあの頃ころを引きずっているのは自分だけだとアリシアは悟さとる。理解すると同時に、ひっじょ～に力が抜ぬけていく。肩かた肘ひじに力を入れているのは自分だけだったらしいと気付いたからだ。

　いきなり口数の減ったアリシアに、シャーロットは不思議そうに首を傾かしげた。

「あの、アリシア様？」

　……そういえば昔。

　小さかった頃の自分はあいつが可笑しくなった原因をシャーロットが知っているんじゃないかと考え、何度も問い詰つめたことがあった。しかし、シャーロットはあいつの豹ひよう変へんの理由は知らないとの一点張り。専属従者の癖くせに何も知らない、私があの子と同じ立場だったら、あいつといつも一いつ緒しよにいられる立場なら、あいつが可笑しくなった原因なんてあっという間に突き止めてやるのにとずっと思ってた。

　役立たずの専属従者。

　あれじゃあ只ただのメイドじゃないと心のどこかでシャーロットを見下していた。

「……というわけで、私はもうあいつのことを何とも思ってないの。大事なことだから絶対に勘かん違ちがいしないでねシャーロットさん」

「そ、そうですよね……ごめんなさい。スロウ様がご迷めい惑わくをお掛かけして……」

　──結局、あいつが堕おちた風の神童になってしまった理由は誰だれにも分からないのだ。

　公爵家デニングとサーキスタ王室との間に結ばれた婚こん約やく関係はとっくの昔に解消されている。全すべてはもう終わってしまったことで、一体いつまで自分は過去の幻げん影えいに引きずられているのだろうと、ちょっとだけ自己嫌けん悪おに苛さいなまれる。

　私は過去に縛しばられてばかり、そう思うと急速にシャーロットへの怒いかりは冷めていった。

「はぁ、もういいわ……シャーロットさん、貴女には今度、私が学園で魔ま法ほうをじっくり教えてあげる……魔法が下手なままじゃ公爵家デニングの従者として貴女も肩かた身みが狭せまいでしょうし」

「えっ、本当ですか？　ならお願いしたいです……実はすっごく肩身が狭いので……」

「いいなぁシャーロットさん……」

「平民。貴女も一緒でいいですわ。普ふ段だんの私ならさっきみたいな失敗なんて滅多にしないってこと、学園でたっぷり教えてあげますから」

　すると途と端たんに嬉しそうにする二人を見て、心の深い部分がほっこりと温まっていくのが不思議だった。







「すぅ、すぅ」

　夜も更ふけ、寝ね息いきを立てるシルバーヘアーの女の子。

　美少女は寝顔も可愛かわいいのだなとアリシアは再確かく認にん。そーっと近づいて間近で見ると、この子やっぱりとんでもなく可愛いと溜ため息いきが出そうになる。一つ一つのパーツが小さく丁てい寧ねいに作られ、逸いつ材ざいだ。

　確かシャーロットは平民の出自だった筈はず、にも拘かかわらずこれ程ほどの美少女っぷり。武ぶ闘とう派はの公爵家デニングでなく、もっと格式ある場所で生まれ育ったら国中で噂うわさに上っていただろう。

「ぶひぃ……ぶひぃ……やめろ……だいせいれい……おれが…………」

　そして、隣となりのリビングに置かれたソファに寝る豚ぶた。何だかうなされてるようだけど、あいつって寝言までぶひぶひ言うんだなとアリシアは新発見。

「はぁ……」

　さて、アリシアが眠ねむれないのには理由があった。

　湯船の中で、シャーロットから言われた言葉が頭から離はなれないからだ。

　まだ、あいつのことが好きかって？

　主あるじと同じようにとことんデリカシーがない従者だ。

　でも……そんなことないもん。ある筈、ないもんと考え込んでしまうのだった。

「ぶひぃ……ぶひぃ……あぁ…………やくそく……するぶひ……」

「はぁ……人がこんなに悩なやんでるってのに、あいつは吞のん気きな顔して寝てるんだろうな……」

　公こう爵しやく家と他国の王族。

　自分達は地位高き貴族が集う魔ま法ほう学園でも特別な存在で、何かあればすぐ噂うわさになる有名人。だから周りの目が気になって、二人きりでお話し出来るような機会は一度もこなかった。

　けれど──ポケットの中に手を差し込むたびに。

　婚約の証である指輪の冷たい感かん触しよくを確かめるたびに、あいつに話しかけようと頑がん張ばってはみるんだけど……そんな勇気は結局、どこからも湧わいてこないのだ。

　視線が重なり合っても、いつもあいつは。

　あいつは自分じゃなくて、どこか遠くを見ていたから。




　でも。だからこそ、チャンスだと思った。

　ヨーレムの街であいつと二人きりになれる機会があれば、積もる話をしようと思った。話したい事は沢たく山さんある。比ひ喩ゆでなく、本当に山のようにあるのだ。

「……おれが…………ずっとそばに……ぶひぃ…………」

「こっちが腹括くくって覚かく悟ご決めたってのに……あのミニゴーレム娘むすめ……はぁ」

　それなのに折角の機会をあの平民娘に邪じや魔まされてしまった。しかも随分と積極的で、こちらに見せつけてるとしか思えない態度で挑ちよう発はつまでしてくる。

　昔は専属従者の泣き虫シャーロット、そして今度は魔法に目覚めた平民の下級生。

　何でこう、平民ばっかり出て来るのよ～、こっちは王族なのよ～貴族でもない、尊い血筋。泣く子も黙だまる天下の王族なのよ～。

　すると平民なんて相手になるものかと謎なぞのパワーが湧わいてきて、その内うとうと、自然に眠りに誘さそわれた。

　やっぱりいつもより、深く眠れた気がして不思議だった。




　　　●




　早起きすると少しだけ、得をした気持ちになる。

　人通りが少ない朝の通り、流れて行く風景を見つめながら、俺は走る。

「ぶっぃぃひ……ぶっぃぃひ……ぶっぃぃひ…………」

　規則正しい呼吸と乱れることの無い息いき遣づかい。魔法学園でも毎日こなしていた朝日課。朝日に照らされた穏おだやかな街並みを堪たん能のうしながら、静せい寂じやくの中に聞こえるのは自分の足音だけ。メインストリートもひと気少なく俺専用のコースのよう。

　石いし畳だたみの坂道を一気に駆かけ上がりながら、確実に体力がついていることを確信。裏通りに入り、いつものように敷しき地ちに入る門の前に立つ大おお柄がらの男の姿。だけど今日は門番の隣に似つかわしくない可か憐れんな少女が立っていた。

「ただいま、シャーロット」

「今日こそはスロウ様より早く起きて起こしてあげようと思ってたんですけど、今日も無理でした。スロウ様、一体いつ起きてるんですか？」

「秘密ぶひ」

「……秘密にしなくてもいいと思いますぶひ」

　そう言って、恥はずかし気に笑うその姿は率直に言って可愛すぎる。

「そういえば今朝、アリシア様がスロウ様のこと誉ほめてましたよ。毎朝、スロウ様が早起きされてるの気付いてなかったみたいで、驚おどろいたって」

「あいつは朝、弱いからなー。いっつも俺がランニング終わって帰ってきてもまだ寝てるもんな」

　門から宿へと続く道の途と中ちゆうには手入れの行き届いた花か壇だんが広がっている。咲さき誇ほこる花の根元で黒くろ猫ねこに擬ぎ態たいしている風の大精せい霊れいさんが日向ひなたぼっこに励はげんでいた。俺たちの視線に気付いたあいつは片目を開けて、尻尾しつぽをふりふり。そして、また瞼まぶたを閉じた。

「あの化け……いや、シャーロットの猫。最近見ないと思ったらあんなとこに」

「前にスロウ様があの子に向かって化け猫って言ってる姿、私見たんですからね。虐いじめたら、可哀かわいそうです」

「……ぶひぃ」

　逆だよ逆。あいつの正体は化け物ならぬ風の大精霊、人の目には見えぬ精霊の親玉である。あいつはそんな太古の昔から生きる化け猫で、俺が虐められてる側なんだけど、シャーロットはいつまでたっても愛いとしいペットの正体に気づく気配がないのであった。







「それで、どうして私とセピスさんとの調査に貴方あなたまで付いてくるんですの？」

　鏡台の前に置かれた椅い子すに座り、お化け粧しように専念していたアリシアが憮ぶ然ぜんとした態度で俺に言う。開かれた窓の外から聞こえる威い勢せいのいい声に負けないぐらいの声だった。

　それにしても調査ねえ。

　アリシアを連れ歩くことで、街中に潜ひそむ盗とう賊ぞく団がサーキスタ王室の存在に気付いているか探さぐるらしい。でもそれってもうアリシアの助けを必要としている段階、王室騎士ロイヤルナイト様の力では盗賊団を見つけられなかったと言ってるようなもんだろ。

　これは勝利確実なイベントなのに、一体セピスはどうやって盗賊団を見つけるというのだろう。雲行きがちょっと怪あやしくなってきたな。

「セピスが構わないと言ってるんだからいいだろ。どこまで王室騎士ロイヤルナイトが情報を摑つかんでいるか知りたいし、一応。ライバルだからな」

「何がライバルよ。本当は守護騎士ガーデイアンになんかこれっぽちも興味がないくせに」

「お前に言われたくないよ。何でただの街歩きなのに化粧なんかしてんだよ」

　どのアクセサリー付けていこうかしらーなんて悩んでいるアリシア。唐とう突とつなイケメン王室騎士ロイヤルナイトとのお出かけに浮うかれているのが丸わかりだった。

「身み嗜だしなみにも気をつかいますわ。豚のスロウとは相手が違ちがいますから」

「馬ば鹿かの一つ覚えみたいに豚、豚って。俺だってかなり瘦やせたと思うんだけどな。またダイエット再開させたし、シャーロットの瘦せ薬だって毎日飲んでるし」

「……よくあれが飲めますわね貴方。瘦せ薬って結局、モンスターの体液でしょ？」

「慣れれば、何とかなるもんなんだよ。それにシャ─ロットが高いお金を出して作ってくれた瘦せ薬だからな。それにしても俺、瘦せたよなー。首周りとかあんなにぶくぶくだったのに、こんなにもスリムになっちゃって」

　大きな鏡の前に立つと、そこには豚からデブにまでダイエットに成功した俺の姿があった。リアルオークから良いとこのデブなおぼっちゃんへと華か麗れいに変化。このままだとまた一段階制服のサイズが小さくなる日も遠くないだろう。

「てか、まだかよ。早くしろよなぁ……痛っ、お前さぁ。何でそうやってすぐ物を投げるわけ？　物は大切にしろってサーキスタでは習わなかったのか？」

「デリカシーがないからよ！」

「デリカシー？」

「……今から着き替がえるの！　出てけ！」




　雲ひとつ無い、澄すんだ青空。

　眩まぶしい太陽がくっきりと光と影のコントラストをヨーレムの街並みに作り出す。

　調査という名目の街歩き。暇ひまならティナもと誘ったけれど、お手伝いをするらしく断念。それに何でもあんまり俺に近付きすぎると、とある人に悪いとか何とか。

　今日の夕方。多分俺たちが宿に戻もどってくる頃ころ、ティナは魔ま法ほう学園に向かう最終便の馬車に乗って学園に戻る。彼女にとっては明日からまた魔法学園での、いつも通りの生活が始まるのだ。

「殿でん下かは家族思いなのですね」

「……そんなことありませんわ。殺された親族、実は一回も会ったことがありませんの。私がこの街にいる理由は王族としての務め、それだけですわ」

「正直なのですね、それに勇ゆう敢かんです」

「そうかしら」

「謁えつ見けんが終わり、いつ魔法学園に戻っても構わない状じよう況きようの中。それでも殿下は奴やつらが潜んでいるヨーレムに残っている。これを勇敢と言わず何と言いましょうか」

「……そう言われたら、ちょっと怖こわく感じますわ」

　親し気にアリシアと言葉を交かわす男を見て、ダリスに叛はん意いを持っているとは誰だれも思わないだろう。

　だけど、俺は知っているのだ。華はな々ばなしい王室騎士ロイヤルナイトでありながら、セピスが抱かかえる闇やみの全すべてを俺は知っている。あいつはペンドラゴン侯こう爵しやくと平民女性の間に生まれた落とし子であり、平民の血が混じるあいつは純潔を良しとする貴族社会に居場所を感じられず、ドストル帝てい国こくに寝ね返がえる運命を持つ男なのだ。

「殿下は私のぶしつけな謁見の申し出を快く受けてくれた。私は心を永えい劫ごうダリス王室に捧ささげた身ですが、今だけは殿下の王室騎士ロイヤルナイトとして、何があっても貴女あなたを守ります」

「……頼たよりにしていますわ」

　そんな危険な奴なのに、どことなくいい雰ふん囲い気きでお忍しのびデートを満まん喫きつしているアリシア。あの浮かれているアリシアの様子じゃ、どこをどう見ても調査じゃなくてデートだよ。早くこの街のどっかに隠かくれているもう一人の王室騎士ロイヤルナイト、オリバーが盗賊団を殲せん滅めつしてくれないかな。出来ればアリシアの目の届かないところで。

　だってアニメの中では何だかんだ言いながら、ボルギィ一派を目にしたら、自分の身を犠ぎ牲せいにしてまで奴等を成敗しようとした家族思いの女の子だ。俺たちの知らない所で事件が解決して、ひっそりと終わってくれればそれが一番なのである。

「スロウ様」

「あっ」

「いつの間にさっきの屋台で二本目を買ったんですか。一本しかダメって私、言いましたよね」

「そんなぁ……」

　隠し持っていた二本目の串くし焼やき肉を隣となりを歩いていたシャーロットに取り上げられる。セピスとアリシアは楽しくお喋しやべりしてるみたいだけど、こちらはこちらで我が天使シャーロットと二人の時間を過ごしていた。

　そう考えると、セピスにも一応感謝しとこう。あいつがアリシアの相手をしてくれるお陰かげで俺はシャーロットとこうして、のんびりとした青空の下、デート出来るのだから。

「……ん？」

　振ふり返ったアリシアと目が合った。

　俺たちがちゃんと後ろに付いて来ているか、確かく認にんでもしてるんだろうか。

「スロウ様。忘れてるかもしれませんが、公こう爵しやく様が近々、クルッシュ魔法学園に来訪されるんですよ。その時にビシッとした姿をお見せしないといけません」

　そういえば、そうだった。

　この前届いた手紙に父上が最前線から学園に向かっているって書かれていたな。大貴族デニングを束ねる俺の父上はダリス一の強きよう硬こう派はと言われ、恐おそれる者は多数。あの人に出来るだけ良い印象を与あたえないと、俺の快適なクルッシュ魔法学園の生活がご破算になってしまうかもしれないのだ。

「というわけで……そっちの手に持っている三本目も没ぼつ収しゆうです！　分かってたんですからね！　……もぐもぐ」

　反対の手に隠し持っていた最後の一本もひょいと取り上げられ、シャーロットの口にぱくりと収まる。

　まさに至福の時間。幸せだ、一生このままでいたい。というか、手を繫つないでもいいだろうか？　ダメかな、さすがにシャーロットも嫌いやがるかな？　なんて考える割にはそんなことをする勇気はさらさらないけどね。

　妄もう想そうに妄想を重ねて、実行には移せない。

　やっぱり俺はどこまでも臆おく病びような子こ豚ぶたちゃんなのであった。

「シャーロット」

「何ですか？」

　きょとんと首を傾かしげる俺の従者。

　そんな彼女の正体は亡国の姫ひめ、シャーロット・リリイ・ヒュージャック。

　この広い世界で君の真実を俺だけが知っている。そんな秘密を、いつか俺はこの大好きな君に伝えることが出来るだろうか。真っ黒豚公爵が永遠に隠し続けた真実を伝えることで、俺は君と本物の意味で分かり合えると思っているんだ。

「……シャーロットはさ。何か俺に秘密にしていることとかあったりするの？」

「突とつ然ぜんどうしたんですか？　別にスロウ様に秘密にしていることなんて……──な。なな、ないですよ！　そんなの全然！　全然ないです！」

　うーん、怪しい反応。というかバレバレ。

　だけどその反応を見て、この子があの亡国のお姫様だったなんて思う奴はいないだろう。それにしてもシャーロットは隠し事が下手だな。

「じゃあ逆に。スロウ様は私に秘密にしてることってあるんですか？」

「………………ぶひ」

　ありすぎた。俺たちの巡めぐり合わせとか、俺の力とか。多くのことを俺は秘密にしている。

　シャーロットと俺の出会いだってそうだ。シャーロットは偶ぐう然ぜんと思っているが、それは大きな間違い。公爵領地に広がる森に巧こう妙みように隠されていた奴ど隷れい市場を見つけたのは偶然でもなんでもない。

　俺は精霊に呼ばれたんだ。荒あれ狂くるう大精霊を何とかしてくれと沢たく山さんの精霊達にお願いされ、俺は二人の騎き士しを伴ともない森の中へ全速力で向かったんだ。

「アリシア達に置いてかれちゃう。シャーロット、い、急ごう！」

　そして、君を見つけた。

　俺と同じ背せ丈たけの女の子が亡国ヒュージャックの王女である事実を知ってしまった。

「うわぁ……何だかスロウ様は私に隠してる秘密が沢山あるみたいですね」

　そうさシャーロット。俺は君の正体を知っている。

　けれど真っ黒豚公爵から真っ白豚公爵となった今。

　もう隠し事は止やめて、俺が君の正体を知っていることを早く伝えたい。

　だけど、もう少し。俺の勇気が出るまでは待っていてくれ。

「……じゃあ、お互たがいさまっていうことで！」

　そしてニコっと笑えみを浮かべる君は可愛かわいすぎて。

　俺は世界に向かって、シャーロットの可愛さを大声で叫さけびたくなるのであった。




　前を歩く美少女と見目麗うるわしい青年の組み合わせ。

　若い街まち娘むすめたちはセピスが通り過ぎる度たびに必ず振り返って、あいつの後ろ姿を見て溜ため息いきを漏もらしている。恐ろしく端たん正せいな顔立ちが女性達の視線を引きつけて離はなさない、薄うす々うすはセピスが高貴な生まれだと気付いているんだろう。悔くやしいが外見勝負では俺に勝ち目は無さそうだ。

「アリシア様、楽しそうですね」

「……全く」

　街で甘かん味みを食べたり、ショッピングしているだけのように思うが、アリシアと一いつ緒しよに歩いているセピスは常に周囲を警けい戒かいし、周りに気を配っている。いつでも杖じよう剣けんを抜ぬけるよう抜け目なく、そこら辺はさすが王室騎士ロイヤルナイト、王室の守護者なだけのことはある。

　だけど、俺だって負けてないぞ。

　ちらちらと視線を店の中にやったり、人混みの中に怪あやしい奴がいないか確認している。あ、シャーロットの保護者を気取る風の大精せい霊れいさんがお店の屋根上をのそのそと歩き、欠伸あくびをしながらこちらを眺ながめていた。

「……ん？」

　背後を突然振り向いたアリシアと目が合った。

　あいつは露ろ骨こつに嫌な顔をして、またセピスとの会話を再開。この街歩き中、あいつは度々こっちの様子を窺うかがってくるんだ。一体、何を考えているのやら。

「スロウ様はアリシア様に好かれてますね」

「え、俺があいつに？　どこが？」

「えーっと。私の考えですけど、笑わずに聞いてくれますか？」

「うん、笑わないよ。それで、どういうこと？」

「アリシア様は多分、スロウ様との距きよ離りが急に近付いたので戸と惑まどってなさるんですよ」

「戸惑う？　何であいつが」

「だって今まではお話しもしなかったのに、この前の事件があって、この前は一緒のベッドに寝ねたんですよ？　もう、ど[image: ～][image: ～]んと距離が近づいたじゃないですか！」

「んー、まぁそうか。でも好かれてはないと思うよ。あいつ俺の顔見たら溜息ばっかだし」

　アニメの中であいつはシューヤと結ばれたわけだし、今だってセピスとの会話に夢中だ。恨うらまれこそすれ、俺があいつに好かれてるなんてあり得ない話なのだ。アニメの中では俺がアリシアからどれだけ憎ぞう悪おされていたことか。

「でも、シャーロットがそう言うならそういうことにしておくよ」

「あ、それもですよ。スロウ様はアリシア様の言うことは否定するのに私の言うことは素す直なおに聞いちゃうからアリシア様拗すねちゃうんです」

　そんなの、当たり前だ。

　俺にとってシャーロット、君だけは他ほかの誰とも違ちがうから。そして俺はやっぱり君が特別なんだと再認識したその時だった。

「ヴォヴォオオオオ！　ヴヴォォオオオオ！」

　けたたましい何かの鳴き声。

　遠くから聞こえる大勢の悲鳴とこちらに向かってくる幾いくつかの足音。

「殿でん下か、お下がりを」

　セピスの声。

　俺も反射的にシャーロットの一歩前に出る。この足音、間違いない。

「シャーロット、俺の後ろへ。モンスターが来る」

「モンスター!?　こんな街中でですか!?　ここ迷宮ダンジヨンじゃないですよ！」

「馬車を引かせたりするために、大型の大人しいモンスターを家か畜ちく化するってのは最近の流行。牛や馬なんかよりよっぽど力が強くて役に立つってね……ほら、ビンゴ」

　向こうから走ってくる影かげが小さく瞳ひとみに映る。

　牛を二回りは大きくした巨きよ大だいなモンスターの造形が次し第だいに露あわらとなる。四足歩行の生き物、頭には角を生やし、怒ど濤とうの勢いでこちらに向かってくる。背後の兵士に追いたてられているからだろうか、興奮しつつ、息も絶え絶えに走っている。

「さて、ここで止めるとするか」

「す、スロウ様！　頑がん張ばって下さい！」

　だけど、そんな俺の決意を止める者がいた。

「学生君、あれは私にやらせてもらおうか」

「……理由は？」

「モンスターの背に摑つかまっている一人の兵士、振り落とされた際に打ち所が悪ければ命に関かかわる可能性がある」

　へぇ。俺だけじゃなく、セピスも気づいてたか。

　かなりの速度でこちらに向かって走るモンスター。目を凝こらせば、兵士がモンスターの頭に生える立派な角に必死にしがみ付いていることが分かる。けれど、今にも落ちそうだ。頭から落ちれば大変なことになるだろう。

「学生君、君は水の魔ま法ほう使つかいでもあるのだろう？　残念だが、私は水の魔法に適性が無く、癒いやしの力は使えない。だから君に、あの兵士を任せたい」

「……分かった」

「セピスさん。あのモンスターかなり大きいですけど、大だい丈じよう夫ぶですの？」

「私は王室騎士ロイヤルナイトでありますが、モンスターへの対処も一通り学んでいます。それに……母校の後こう輩はい達に少しだけ良い所を見せつけたい気持ちもありまして」

　アリシアの心配にセピスはムカつくぐらい爽さわやかな笑みで応こたえる。

　腰こしの杖じよう剣けんにを手を掛かけ、セピスは軽かろやかに構えた。

「退どけぇえええええええ！」

　背に張り付いている兵士が何かを叫ぶが、セピス・ペンドラゴンに退く意思など微み塵じんもなく。

「──氷の絶壁アイスエツジ」

　か細いセピスの詠えい唱しようは、惨さん劇げきを予感した観衆の悲鳴に打ち消される。

　モンスターの接近。

　逃にげようとしないセピスを完全に視界に収め、突とつ進しんで空に葬ほうむろうと頭を下げた巨きよ体たいのモンスターがセピスの前を走りぬけようとしたところで、杖じよう剣けんの鞘さやから光が溢あふれ──。

「光の抜刀シエイクガウン」

　瞬しゆん時じに白に染まる世界。だが虚きよをつかれたのは一瞬のこと。

　すぐさま世界は元通り。目を開ければモンスターの巨体がバタンと音を立てて倒たおれ込んでいる。薄うすい水色の髪かみを微び動どうだにさせることなく、セピスは杖じよう剣けんを鞘に収める。

　何が起こったのか分からずアリシアやシャーロットが呆ぼう然ぜんとしているのがどこか可笑おかしかった。

「おい、大丈夫か？」

「背中が……」

　俺はそのままシャーロットに今何が起きたのかを説明したい衝しよう動どうにかられたが、今はこっちが先だ。

　すかさず屈かがんで、兵士の容態を確かめた。

　背中から振ふり落とされた際に風の魔法で衝しよう撃げきの殆ほとんどを殺すことには成功した。うん、軽い打ち身だけ。すぐに回復するだろう。だけど一応、癒しの魔法を掛けてやるか。

　しっかしまあ、モンスターの背に飛び乗って押さえ込もうなんて無茶よくやるぜ。あんな無茶をするぐらいだから年ねん齢れいもかなり若いのかと思えば、顔には大きな傷きず跡あとのある壮そう年ねんの男で予想外。魔法を掛け続けていると、猛も者さと呼んでも言い過ぎじゃなさそうなおっさんの表情も和やわらいでいった。




「ぉぉ、魔法使いだ！」

「あの男、一体何をしたんだ！」

　人だかりの向こうでは、誰だれもが口々にセピスを称たたえている。おっさん兵士が回復すると、俺はあいつの元に歩み寄った。

　セピス・ペンドラゴンの魔法技術。水の魔法で地面を凍こおらせモンスターのバランスを崩くずし、光の魔法で強化した腕わん力りよくと剣けん先さきでモンスターの脳天を一ひと突つき。

　全すべてが、とてつもない瞬間に行われた一瞬の出来事。

　眩まばゆい光に目を奪うばわれた者達には、何が起きたかまるで分からなかっただろう。

　さすが王室騎士ロイヤルナイト、魔法学園の生徒との実力は雲うん泥でいの差だ。王室騎士ロイヤルナイトに憧あこがれる貧びん乏ぼうっちゃまがあの領域に辿たどり着くには、後何十年掛かるだろうか。

「学生君、君は本当に水の魔法まで使えるのだな」

　セピスが俺の水の魔法によって回復したおっさんの姿を遠巻きに見ながら、感心したような声を上げる。おっさんは結構偉えらい兵士だったらしく、今は若い兵士らに気を失ったモンスターに民衆を近づけさせないよう指示を飛ばしていた。

「セピス。何のために、あのモンスターを生かした？」

　わざわざ興奮した危険なモンスターを生かしておく理由が俺には分からなかったが、人ひと垣がきの中から半べその少年が兵士の包囲を越こえ、気絶したモンスターにすがり付いたことで理解した。

「い、生きてる！　おらのケルベロ～！　ぁぁぁぁありがとうございました！」

「……王室騎士ロイヤルナイトが平民を気に掛けるなんて意外だな。でも、今のでお前の素す性じように気づく奴やつが出るかもしれない。そうしたら、盗とう賊ぞく団は余計表に出てこない。お前の守護騎士ガーデイアンへの道はこれで終わりだ」

「そうだな学生君。君の言うとおりだ……らしくないことをしたよ」

　そう言って儚はかなげに笑うセピスを見て、人ごみの中に紛まぎれていたアリシアがちょこっと顔を赤くする。セピスの優やさしさを垣かい間ま見みて、さらに街の兵士達から敬礼を受けているあいつを見て、俺はただその場に立ちすくんだ。

　意外だった。

　その姿は俺の頭に残る裏切りの守護騎士ガーデイアンのイメージとはかけ離はなれていたからだ。

　なぁ、セピス。

　お前はこの国を裏切る最低の男の筈はずだろ？
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「それじゃあ先せん輩ぱい。私は一足先に学園に戻もどります！」

　いつも元気な黒くろ髪かみ娘むすめは鞄かばんをえいっと背負い直す。

　週末の貴重な休み。その大半を宿のお手伝いに費ついやしていたように思うが、ティナにはあれが良い気分転てん換かんになるらしい。

「先輩やミス・サーキスタ様の課外学習っていうのが何なのか分かりませんけど、頑張って下さいね！　あと、昨日はごめんなさい！」

「別にあれぐらい……大して気にしてませんわ」

「じゃ、じゃあお友達！　ミス・サーキスタ様も先輩みたいに私のお友達って勝手に思ってもいいですか？」

「ちょっと、近い！　何で貴女あなた、いっつもそんなにぐいぐい来るんですのよ！」

　アリシアはアリシアで思う所があるのか、わざわざ門までティナのお見送りに来ていた。

　まぁ、暇ひまであるという理由が一番だろうけども。

　しかし、距きよ離り感お構い無しにアリシアの傍そばに近寄るティナ。その勢いにアリシアも少しだけ押され気味で、遂ついには小さくこくりと頷うなずく気まぐれな王女様。

「やったぁ！　じゃあ、あの、ア……アリシア様！　記念にこれ、受け取って下さい！　今日、先輩達が街に出てる間、今のアリシア様に必要なものが無いか探してみたんです！」

　尻尾しつぽがあればぶんぶんと振っていそうな喜び振りで、ティナは何かをアリシアに手て渡わたした。あれが生来の人ひと懐なつっこさとも言うんだろうか。それとも宿のお手伝いで培つちかった人心把は握あく術か。アリシアもティナの無む邪じや気きさに毒気を抜ぬかれている様子だ。

「あ、そうだ。あとシャーロットさんにはあんまり頑張りすぎないようにって伝えておいて下さい。確かにお給料は良いかもしれませんけど、その分扱こき使われまくるので」

　シャーロットは宿に戻ると、すぐにお手伝いにてんてこまい。何でも結構な御お給金を弾はずんでもらっているらしく、やる気が出るのだとか。あの瘦やせ薬でお小こ遣づかいの……おっと、こう言うとシャーロットに怒おこられるので、お給料の大半を使ってしまったので、補ほ塡てんするそうだ。

「じゃあ先輩、また学園で！　後、これは……」

　アリシアとシャーロットの関係はあの時、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに行ってから、どこかよそよそしさというものが少しだけ緩かん和わされたように思う。良い傾けい向こうだ。

「先輩への感謝の気持ちです」

「「お、お嬢じようっ何を!?」」

　表情は変わらずとも、どこか微笑ほほえまし気にティナを見ていた二人の用心棒の二人が声を揃そろえてアッと驚おどろく。だがそれは俺も同じ。頰ほおに当たる柔やわらかな感かん触しよくの意味を理解した時、火が出るくらい顔が沸ふつ騰とうし、声にならない変な声が出た。

「て、ティナ！　ぶひい！」

「昨日、気付いたんですけど。私、自分で思ってたよりも先輩あなたに夢中みたいです」

　そう言うと、ティナは茶目っ気たっぷりに笑って見せる。まるで狙ねらっていた悪戯いたずらが見事成功したかのような、妖あやしい笑えみ。

「じゃあ、早く戻ってきて下さいね！　先輩達だけ課外学習でゴロゴロしてるなんてずるいですから！　学園で待ってますからね！　……わぁ、もうこんな時間っ、急がないと！」

　相変わらず元気いっぱいで、ティナは俺の心に爽やかな印象を残して走り出す。

　俺は頰に手を寄せて、ぶひぃ～と棒立ち。ぼうっと彼女の後ろ姿を見守り続けることしか出来なかった。

「……あの平民、やってくれるじゃない」

　その後、声だけで人を呪のろい殺せそうな呪じゆ詛そが聞こえた気がしたが、きっと気のせいだろう。
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　ティナは学園に帰り、シャーロットは夜になってもまだ受付でお手伝い中。

　そして俺とアリシアは部屋の中。椅い子すとソファ、お互たがいの定位置に陣じん取どり、会話も無く、無む味み乾かん燥そうとした退たい屈くつな時間を過ごし……いや、訂てい正せい。

「ぶひっ。ぶひっっ」

　頰に手を当てれば、まださっきの感触が残っている。日ひ頃ごろ、クルッシュ魔ま法ほう学園で魔法の練習を見てあげてることに対する感謝の気持ちらしいが、ニヤつきが止められない。

　不潔なオークにキスをする女の子がこの世にいるだろうか？　いや、いない。つまり、俺はオークではなく人間扱あつかいされているのだ！　あのキスはまさに俺のダイエットの成果を証明する行こう為いなのだ！

「ぶひひひひ」

「……街中をニヤニヤして歩いてると思ったら、今度はあの平民からき、き、キキキキスされたぐらいでニヤニヤニヤニヤッ！　いつまで浸ひたってるのよ気持ち悪い！」

　いつにも増して不ふ機き嫌げんだなこいつ。

　余計な言い合いになっても面めん倒どうなので、適当に受け流すとするか。ヨーレムに来て数日、俺はアリシアのあしらい方を習得しつつあるのだった。

「ごめんぶひ」

「はあ……そんな豚ぶたのスロウに比べてあの方は対照的。周りを見る余よ裕ゆうもあるし、大人の男性って感じで、たまに見せる物もの憂うげな表情もいつもぶひぶひ言ってる貴方あなたとは大おお違ちがい」

「物憂げねぇ。ぶひっ」

「ねぇ、その気持ち悪い笑い方、いい加減に止やめて」

「……」

　それにしても、遂にあの方扱いか。誰かと聞かなくても分かるよ、セピスのことだろ。まっ俺にはあいつの物憂げな表情が暗黒面づらの現れにしか見えないけどな。

　アリシアは平民を気にかけたセピスの行いにグッときたようだけど……気持ちは分からんでもない。確かに俺も今日はあいつを見直したよ。

　正直、アニメの裏切りの守護騎士ガーデイアンと今のあいつが同一人物だとは思えない。思えないけれど、あいつは将来裏切ることが確定している人間なんだよなぁ……。

「アリシア」

「何よ」

「あんまりあいつを信用するなよ」

「あの方は王室騎士ロイヤルナイトで、私を守ると言ってくれた。私にとってはこの街にいる誰よりも信用出来る方ですわ。当然、貴方の百倍も」

「はぁ……いいか、アリシア。王室騎士ロイヤルナイトになって数年の男が守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンを受けてんだぞ？　つまりあいつはあの黒い噂うわさが絶えない枢すう機き卿きようのお気に入り。腹の中で何を考えているか分かったものじゃないぞ」

　大勢の貴族が顔色を窺うかがい、現ダリス女王陛下からも全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを得ている枢機卿。

　カリーナ姫ひめの教育係でもあり、守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンに挑ちよう戦せんする王室騎士ロイヤルナイト選びにも、強い影えい響きよう力を与あたえている大人物は暗い噂が常に絶えないのだ。まだ王室騎士ロイヤルナイトになって日が浅いセピスを推おしているのは間違いなく枢機卿だろう。

「嫌いやにセピスさんに厳しいんですのね。どうして？」

「……うちは侯こう爵しやく家と関かかわりが深くてな。色々知ってるんだよ、あいつのこと」

　とてもじゃないが言えない。

　あいつが将来、ダリス王室を裏切る奴やつなんて。

　アリシアはセピスに良い感情を持っている。外面だけ見れば、王室騎士ロイヤルナイトの鏡。それにアニメの中でも人気があった。理想を求め、弱者に優しい男。敵でありながら、理想のためとはいえ国を裏切った事実に後こう悔かいを抱かかえ、死に行く際には自分を王室騎士ロイヤルナイトに推すい薦せんした学園長に謝罪する哀あわれなイケメン。

「分かった。貴方、あの方に妬やいてるのね」

「は？　何で俺がセピスに嫉しつ妬としないといけないんだよ.」

「だって大違いじゃない。あの方は王室騎士ロイヤルナイトで貴方は堕おちた風。街を歩けばキャーキャー言われるけど、貴方はあの平民が関の山。ふんっ、傭よう兵へいを捕つかまえたからちょっとちやほやされてるみたいだけど、あんまり調子に乗るのも止めたほうがいいですわよ」

「……王室騎士ロイヤルナイトって言っても、あいつは捻ひねくれた落とし子だけどな」

　不意に出た言に空気がピシリと固まった。

　あいつの未来、行動を知っているからこそ、つい言ってしまった。

「呆あきれた──言うに事欠いて、あの人を落とし子だなんて」

「あっ、いや今のは」

　人には踏ふみ抜いてはいけない地じ雷らいがある。

　特に落とし子なんて言葉、性しよう根ねが真まっ直すぐで曲がったことが大だい嫌きらいなメインヒロイン様に聞かせるには明らかなエヌジーワード。

　落とし子。それは貴族が正妻ではなく、平民との間に産ませた不義の子だ。

　ダリスのような古くからの伝統が続く国では貴族の力が強く、明確な階級がある。サーキスタも王族、貴族とダリスと似た国の仕組みを取っているが、ダリス程ほど強きよう烈れつではないし、あちらの国では少なくとも落とし子なんて侮ぶ蔑べつ的な呼び方はしない。

「……お前もしかして、知ってたのか？」

「今日聞きましたわ。それにしても……」

「あーいや。アリシア。落とし子ってのは言葉のあやで、俺が言いたいのはあんまり信頼するなって──」

「──落とし子でありながら守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンを受けるなんて、それだけ立派っていうことじゃないの！」

　まっ、結局こうなるよなぁ。

　セピスは将来この国を裏切るという先入観に囚とらわれ、落とし子なんて侮蔑的な表現を使った俺の過あやまち。

　取り付く島もなく。完全に俺のミス。

　これは何を言っても無む駄だ、そう判断し俺はひんやりとした廊ろう下かに出たのであった。







　闇やみの中を一人、歩く。

「あいつ相当、セピスに入れ込んでるな。はぁ、面倒くさいメインヒロイン様だなぁ」

　結局、夜になってもアリシアの怒いかりは収まらなかった。

　部屋を追い出された俺は、別にあいつの部屋で一晩を過ごしても良かったのだけど。

　……ただ、少しだけ冷たい夜風を感じたいと思っただけ。折角、一人で外に出るなら少しだけ盗とう賊ぞく団の情報でも集めてみるかと思い立った故ゆえの気まぐれ。

　頭の中にあるアニメ知識を頼たよりに、ひたすら歩く。繁はん雑ざつな街中から離はなれ、古めかしい住宅街の一角を抜けるとそこは墓地だった。いつしか俺は、寂さびれた巨きよ大だい墓地の区画に迷い込んでいた。顔を見られないようフードを目ま深ぶかに被かぶっているため、今の俺は兵士が見たら職質されそうな怪あやしい奴である。

「……見つけた」

　墓地を見み渡わたせる小さな丘おかの上に立てられた、古ぼけた酒場は営業中のようだった。

　ギィと正面玄げん関かんの扉とびらを開き、中に入る。

　薄うす汚よごれた明かりとすえた匂におい、一いつ斉せいに店内にいた酔すい漢かん達の視線が集まる。ここは名も無い酒場であり、その筋の者たちが集まり情報交こう換かんに勤いそしむ場。俺はカウンターに備え付けられた硬かたい椅子に座るとフードを脱ぬぎ、ポケットから一枚のクムル銀貨を取り出した。

「坊ぼう主ず。ここはおめぇみたいなガキのくる場所じゃねえ、出直して来い」

「裏切り者に、血の制裁を」

　マスターはピクリと眉まゆを動かし、俺を凝ぎよう視し。酒場は再びしけた匂いの喧けん噪そうに戻もどる。

　さて、合言葉はアニメ通りか否いなか。

「……おめぇ、その年にして曰いわく付きか。飲み物は」

「軽いのがいい」

　すると、影かげに溶とけ込んでいるかのように雰ふん囲い気きの薄うすい黒が現れ、目の前にまずそうな酒の入ったグラスを置いた。

「おめえ、貴族だな？　貴族の坊主が裏を知るか……嫌な時代になっちまったもんだ」

「ほっといてくれ」




　さて、裏の社交場ブラツクロビーでの情報収集は等価交換が原則。基本的に情報は交換されるものであり、欲ほしい情報と等価値のものを相手に差し出す必要がある。

　だけど……よし、今この店に魔法使いはいない。凄すご腕うでの魔法使いであれば相手に気取られる恐おそれがあるが……魔法を用いて、小声での談だん笑しようを拾う。

「あの剣けんは間違いなく……」

「二人目の……王室騎士ロイヤルナイトか。だが……何故なぜだ？　……この街に…………どうして……」

　きっとセピスの話だろう。

　あいつ、目立ってたからなあ。あんな杖じよう剣けんを大々的に披ひ露ろうするなんて、見ている者は気付いているということか。

「最近…………可笑おかしな連中が街にやってきた。ありゃあ……この国の…………」

「……兵士も気付いてねえぐらい…………溶け込んでいやがるが……目は誤ご魔ま化かせねえ。ありゃあ多分……サーキスタの奴らだ……」

　これは盗賊団か、やはりこの街にいるみたいだな。

　そしてセピスの存在が、さらにボルギィ一派をさらに警けい戒かいさせたのは事実のようだった。っち、これじゃあ奴らもっと深く闇に潜もぐるかもしれないな。

　不ふ審しんに思われない様、酒をちびちびと口に運びながらも、闇の中を探さぐるように店内の光景に視線を注ぐ。だが決定的な情報が出てこない、奴らがどこにいるか。

「それよりお前ら………次期女王の守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンが着実に進んでいるらしい。既すでに最終候補が一人決まったとか」

「…………聞いたことが……あの平民剣士の話を……」

「冒ぼう険けん者が…………を救ったって話か。あの劇にもなった剣士……王女様が偉えらく気に入ってる…………守護騎士ガーデイアン筆頭候補、名前は確か──」

　平民剣士が王室を救った？　少し興味を惹ひかれる話が聞こえてくる。

　自じ慢まんじゃないが俺はここ一年、ずっと学園に引き籠こもってたから世間の噂にはとことん疎うとい。だけど俺は盗賊団の話を探りに来たんだ。

　奴やつらがこの街にいるのはどうやら確実のようで。ならばやっぱり俺はアリシアの傍そばにいてやるかーと思い直した。幾いくら風の大精せい霊れいさんが宿の入り口でにゃあにゃあ寝ねてるとは言っても、不測の事態に対応出来るのは俺だけなのだ。







　それから数日。

　俺はクルッシュ魔ま法ほう学園にいた頃ころの規則正しさとは無む縁えんの生活を送っていた。

「──スロウ様、朝ですよ！」

「……ぶひぃ」

　この街に隠かくれている盗賊団はセピス達が必死になって探している。

　セピスは恐らく今回の事件で守護騎士ガーデイアンへの道を大きく前進させ、アニメ通り守護騎士ガーデイアンになるのだろう。ということは、これは勝利確実のイベントなのである。セピスを守護騎士ガーデイアンにさせていいのかという問題があるが、俺はセピスが国を裏切る理由を知っているし、それは言い換かえればセピスの裏切りを防止出来る可能性があるということだ。

　少々面めん倒どうだが、然しかるべきルートを使ってペンドラゴン侯爵家や王室騎士団ロイヤルナイツと連れん携けいすれば、あいつがこの国の王女に手を出すことを阻そ止し出来るだろう。裏切るのなら勝手にしろと思うが、この国の王女に手出しだけはさせないぜ。

　今、やるべきはアリシアが納なつ得とくして魔法学園に帰るまで、シューヤの代わりをすること。セピス関連に首を突つっ込むのはまた違ちがう時にすればいい。

「──アリシア様。セピス様がそろそろ報告に来られる時間です、そんなふにゃふにゃしたお姿を見せたら幻げん滅めつされちゃいますよ！」

「……ふが」

　だから、今の俺の生活はのんびりしたもの。朝のランニングを再開したり、シャーロットの新型瘦やせ薬との飲み合わせが良い飲み物がないか探したり。

「あーっ、スロウ様！　瘦せ薬全然減ってないじゃないですか、約束した分はちゃんと飲んでください！」

「嫌いやだぁぁぁあああ！　ギトギトミミズがこっち見てるぅぅぅ!!」

「私が毎月頂いてるお給料の半分も出して買ったんですから！　これ作るのすっごく大変だったんですからね。ほら、ちゃんと飲んでください！　ほーら！」

「大変って、シュワシュワした液体にミミズぶち込んだだけでしょシャーロット！　嫌だぁぁぁあああああ！」

　事態が大きく動いたのは、俺がヨーレムの街にやって来てから一週間近くが経たとうかという頃のことであった。








三章　半人前の小さな決意









　〝公こう爵しやく夫人は素す直なおになれない〟

　あの平民娘むすめから貰もらった本の題名だ。

　そこはかとなく題名に悪意を感じたが、読んでみると中々に面おも白しろい。夢中になって読み進め、今は二度目の読み返し途と中ちゆうでちょうど終しゆう盤ばんに入った所だ。

「ぶひっふぅ……ぶひっふぅ……」

　自分の生活は基本的に宿の中で完結していた。セピスからは出来るだけ外出せぬよう言われている。ボルギィを引き出すのは王室騎士ロイヤルナイトの役目で、自分はただその時を待っていて欲しいとのこと。だから、こうしてあの平民から貰った本を読んで時間潰つぶしをしているのだけど……本当にこれでいいんだろうか。

　王室殺しの盗賊団を懲こらしめるためにこの街にやってきて、そんな自分の思いを学園長は課外学習という形で認めてくれた。

　……それがこんな風に本を読んで、終わる一日でいいんだろうか？

　本音を言えば今すぐ宿を飛び出して、探しに行きたい。けれど、守護騎士ガーデイアンになるためのセピス達の仕事を自分が邪じや魔まをするのも悪いと思う。

　二回目……読どく了りよう。素直にならない主人公にイライラしたが、最終的にハッピーエンド。確かにあの子の言う通り、名作だ。清すが々すがしい読後感に包まれ──。

「ぶひっふぅ……ぶひっふぅ……」

　顔を上げると、小さな木台に上ったり降りたりを繰くり返すデブの姿。結局、平民娘がいなくなって数日、ロクな会話が出来ていない。あいつの方から歩み寄ろうとする気配もないし、これじゃあ一いつ緒しよの部屋にいる意味も全くない。

　近くにいるのに何も出来ず……ただただもどかしい毎日が過ぎていくだけ。

「ぶひっふぅ……ぶひっふぅ……」

「ねえ。その気持ち悪い動き、何なの？」

　それにしても、毎日変わる謎なぞの動き。

　無視していようと思ったが、もう限界だった。




　　　●




　ヨーレムの街滞たい在ざいを、俺はアリシアの見守りのみに費ついやすつもりは微み塵じんも無かった。

　街の滞在中は授業を受けなくてすむため、一日中ダイエットに取り組めるボーナスステージ。つまり、俺にとって蛹さなぎから蝶ちようへと羽化するための最高の時期なのである。

「ぶひっふぅ……ぶひっふぅ……」

　そう。

　俺はヨーレム滞在中に華か麗れいに大変身して、魔法学園に凱がい旋せんするつもりなのだ！

　そのためには街の滞在中に出来るだけ脂し肪ぼうを筋肉に変える必要がある！　だからヨーレムの街にやってきてから日課のジョギングに筋トレのコースを加え、さらに身体からだを虐いじめ抜ぬくための特別ダイエット法を取り入れることにした。

　踏ふみ台を用意して、ひたすら上り下りを繰り返す。さすがに宿の階段をエッホエッホとするわけにいかないので、踏み台で代用である。地味なように見えるが、侮あなどるなかれ。

　これは俺の現代知識を存分に生かしたダイエット方法なのである。

「ねえ……その気持ち悪い動き……何なの？」

「ぶひっふぅ……へぁぁ!?　何だって？」

　あいつから話しかけてきた？　珍めずらしいこともあるもんだ。同じ部屋で生活を共にしていると言っても、話しかければすぐ喧けん嘩か。だから出来るだけ刺し激げきしないように心こころ掛がけていたんだけど……。

「その気持ち悪い動きは何なのって聞いてるのよ！」

「ぶひっふぅ……！　階段ダイエットの代わりに、こうやって運動してるんだよ！」

　読書に没ぼつ頭とうしていたアリシアだが、もう読み終わってしまったようで手持ち無ぶ沙さ汰たな様子。あいつの呆あきれた視線を無視し、俺はさらなる減量を目指して次なるダイエットを継けい続ぞく。

「踏み台ダイエットの次はこれだ！」

　床ゆかに置いていた伸しん縮しゆく性のあるゴムチューブ。両りよう端たんを両手で持ち、伸のばしては縮んでを繰り返す。

　腕うでが引き締しまる！　辛つらい！　だが、これだけじゃないぞ！　そのまま俺はその場でゴムを持ってスクワットを始めた。これぞ、ゴムスクワットダイエットだ！

「ぅぅ！　うぅぅぅ!!」

　辛すぎる。これは一回膝ひざを曲げるだけで心が折れそうになる。

　思わず俺は、テーブルの上に置かれた香かおり高いお菓か子しに手を伸ばし……止めた。『スロウ様！　全然飲まれないようですから、お菓子を食べたら瘦せ薬一いつ杯ぱいですからね！　約束です』。シャーロットとの約束を思い出したからである。あの凄すさまじい味の薬を飲むぐらいなら、お菓子は我が慢まんだ！　冷静に考えたら、あんな気持ち悪いモンスターが中で蠢うごめいている瘦せ薬を一日一回以上飲めるわけないだろいい加減にしろ！

「ぶひっ、ぶひぃぃぃ！　ぅぅ！　うぅぅあああ！」

「この際だから聞くけど……それは一体、何の効果があるのよ」

「これは！　体幹が真まっ直すぐになって、姿勢がよくなるんだ！　……ていうか、アリシア。お前に言いたいことがあるんだった、ふっ、ふっ」

「……何よ」

「さっき隣となりの部屋に行ったら、ふっ。また荷物が増えてたぞ。ふっ、お前。また宿の人にお願いして何か買ってきてもらったんだろ、ふっ。でも、どうしてお前そんなに金があるんだよ。もしかしてお前。自分の身分を盾たてに学園でカツアゲしてお金を巻き上げ──」

「か、カツアゲ！　貴方あなたと一緒にしないで！　これはあれよ！　街に着いた時、学園で貰ったプレゼントを質屋に……ぁ」

　絶句した。こいつは自分に届けられたプレゼントを換かん金きんしているらしい。余りにも人の気持ちを弄もてあそんだ行こう為いに固まっていると、こいつは置く場所がないとか、センスが悪いとか訳の分からないことを言い出した。

　いやいや、何言ってんだ。お前の部屋滅め茶ちや苦く茶ちや広いだろ。女子寮りよう五階の最上階に住んでるんだから。

「誰だれかに言ったら許さないわよ！」

　俺のように同学年で一緒の授業を取ることが多い奴やつはアリシアの本ほん性しようを知っている。だが、余り関かかわりのない生徒からすればアリシアは憧あこがれの存在に見えるのだそうだ。

「仕方ないじゃない。セピスさんは私に余り外出してほしくないようですし、やることがないんだもの。ストレスよ」

　確かにアリシアはセピスから出来るだけ宿に閉じ籠こもっているようお願いをされていた。アリシアみたいな素人しろうとが嗅かぎ回って得られるものは何もないだろうから、それは賢けん明めいな判断だと言っていい。

「まっ、俺はあいつらが盗とう賊ぞく団を見つけられるのか、怪あやしいって思ってるけどな」

「何でよ」

「王室騎士ロイヤルナイトは護衛が専門。探たん偵ていの真似まね事ごとなんてあいつらの得意分野じゃないんだよ、現にこの一週間近く、何も進展無かっただろ？」

　何故なぜマルディーニ枢すう機き卿きようがこの地に二人を送り込んだのか疑問だった。不適切な人選だ、まだ公爵家デニングの人間の方がよっぽど上手うまくやれるだろう。

「文句があるなら一人で帰ればいいじゃない。やる気なんてないんでしょう？」

「……言っとくけど、シャーロットは俺の従者だからな。俺がいなくなるってことはシャーロットも一緒に帰るってことだからな」

　ぎくりと固まるアリシア。こいつはシャーロットを便利扱あつかいしている節がある。アリシアは王族であるが、クルッシュ魔ま法ほう学園に留学するに当たり、身の回りの世話をしてくれる従者を連れてきていないからな。

「それにお前。本当はストレスとか言って現実逃とう避ひしてるだけだろ」

「聞き捨てなりませんわね。私が現実逃避？」

「来週、ロコモコ先生がやってる魔法演習学のテストがある。お前の一番苦手な授業だ。お前、あれを受けなくてすむよう街の滞在期間を何とか引き延ばそうとしてるだろ」

「うっ、何故それを……でもそれだったら貴方も──」

「あの、スロウ様、アリシア様。お話のところ、すみませんが」

　シャーロットの声。見れば、

「うん？　どうしたのシャーロット」

「お客様です。セピスさんが、大事な話があるからっていらっしゃいました」







　隙すきの無い佇たたずまいと、彫ちよう像ぞうのような乱れぬ面つら構がまえ。

　波風立たぬ水面みなものような心を持っているかに見せかけて、俺はセピスが身に着けている仮面の下に隠かくされた激情を知っていた。

「却きやつ下かだ。アリシア、こいつの話を聞く必要はない」

　元々、俺は懐かい疑ぎ的だったのだ。

　今まで、日の当たる場所で生きてきた王室騎士ロイヤルナイト達が裏の者達の情報をどうやって手に入れるというのか。裏の社交場ブラツクロビーの様子を思い返せば分かるように、奴らは仲間とそれ以外を見分ける独特の嗅きゆう覚かくを持っている。たとえ気に食わない部外者の情報でも、見るからに貴族な男達に情報を渡わたす訳がない。

　だが、今。もはや、そんなことはどうでもいい。

　俺の聞き間ま違ちがいで無ければ、今こいつは何て言った？

「黙だまって。それでセピスさん、もう一度説明をお願いしても大だい丈じよう夫ぶかしら？」

「おいアリシア！　お前ふざけてんのか！」

「お黙り」

　冷えた一言に、意識が凍こおる。こうなってしまえば、俺にはアリシアを止めるすべはない。

　一度決めたら動かない頑がん固こ者。まるで垂直に立つ一本の木の様な性格、だからこそアニメの中でもシューヤもアリシアの扱いに苦労していた。

「盗賊団が他ほかの街に移動する準備をしているとの噂うわさが」

「どうして？」

「先日のモンスター騒そう動どうによって私の素す性じように勘かん付づいた者がいたようです」

「あれは、セピスさんの責任ではありませんわ」

　既すでに王室騎士ロイヤルナイトが街にいることは耳聡さとい者にとっては知られた事実。盗賊団にしてみれば、いつ鉢はち合あわせするかも分からない正義の騎き士しと同じ街にいるのは避さけたいところだろう。

「いえ、私の責任です。もっと他にやりようがありました。しかし、奴らをこの街から取り逃のがしたとすればこの国のどこかで悪事を働くのは間違いない。必ずこの街で壊かい滅めつさせたいのですが、我々の力ではどうあっても奴らを見つけることが出来なかった。そこでオリバー卿きようとも話し合った結果、一つの案が浮うかびました」

　セピスが語る作戦はアリシアの心を焚たき付ける悪あく魔まのような言葉だった。

「今、平民の間で話題の劇が上映されています。そこに貴女あなたが来ると、裏に潜もぐっているオリバー卿が噂を流し奴らを呼び寄せる。つまり、アリシア殿でん下か、貴女に奴らを引き寄せる囮おとりとなって頂きたいのです」




　セピスの考えは実に合理的で的を射ており、アリシアの望みとも一いつ致ちする。

　だけど、それは王室騎士ロイヤルナイトが提案するには余りにも馬ば鹿かげていた。

　前にセピスはこの街にいる限り、アリシアのことを守り抜くと言っていた。それがここにきて餌えさにするだと？　一体、どんな心境の変化だ。

「セピスさん。本当にそれだけで奴らは出てくるのかしら。ずっと地下に潜っていたのですわよね？」

「盗賊団の中心人物。王室殺しのボルギィは腹心の部下達をサーキスタの軍に殺されており、軍に指示を出したサーキスタ王室に深い恨うらみを持っている、故ゆえに貴女を捕とらえるために必ず出てきます」

　淡たん々たんと説明を聞き、アリシアは小さく頷うなずく。

　この流れはまずい。アリシアはもうセピスを信しん頼らいしているのだから。

「おい、王室騎士ロイヤルナイトが他国の王族を餌にするのか？」

「現地では私とオリバー卿が殿下の護衛につく。盗賊団如ごとき、敵ではない」

「王室騎士ロイヤルナイト二名が私の護衛？　それはとても、光栄なことですわね」

　こめかみが痛くなる。アリシアは乗り気だ、むしろ何故今までその冴さえた案に気付かなかったんだといった具合である。

　だけどこいつが戦争の最中に帝てい国こく側についたボルギィを偶ぐう然ぜん目にした時、アニメの中で何をした？　シューヤと逸はぐれることも恐おそれず、一時的とはいえ捕ほ虜りよになったじゃないか。

「王室騎士ロイヤルナイトが他国の王族を餌に目的を遂とげる？　そんなことが許されるものか」

「学生君、君はこの街で盗賊団壊滅のために何をした？　君を推すい薦せんした団長も嘆なげいているだろう」

「……それは」

「私は確固たる覚かく悟ごでこの街にやってきた。お遊び気分の君にとやかく言われる筋合いは無い」

　その瞳ひとみは俺が知るアニメのセピスの瞳そっくりで、ぎらついた野心に燃えていた。







「お前なぁ！　あいつの提案に全面協力するって一体何を考えてるんだよ！」

　セピスが去ったあと、俺はすぐさまアリシアに向かって怒ど鳴なりつけた。

　出会ってまだ時も経たたない男を、ただ王室騎士ロイヤルナイトであるからという理由だけで信用するなんてあってはならない。

「どうされたんですか、スロウ様！」

　するとちょうど、シャーロットがやってきた。

　事情を簡単に説明するとさっと顔色を変える。シャーロットには物ぶつ騒そうな話を知らせたくなかったが、彼女からアリシアに思いとどまるよう説得してくれたらありがたい。

「いいかアリシア。あいつらは時間を掛かけても盗賊団が見つからないから焦あせってるだけだ」

「そうですアリシア様。危険ですよ！　相手は危ない人たちなんですよ！」

「心配してくれるのは嬉うれしいですけど、王室騎士ロイヤルナイトが二名も護衛につく。これ以上の安全がありまして？　名高い王室騎士ロイヤルナイトが盗賊団ごときに遅おくれを取るとは思えませんわ」

「確かにあいつらは強い、強いけど……」

　信頼出来るかと言ったら話は別だ。

　この街にやってきた二人の騎士。王室の守護者とされる王室騎士ロイヤルナイトの一人が将来、この国を裏切ることを俺は知っている。

　セピスが裏切りを実行する時期は守護騎士ガーデイアンとしての栄えい誉よを手に入れた後。

　時期としては今ではないが、それでもあいつが信用に足る人間かと言われれば疑問が残る。少なくともアリシアの護衛としては不適格。

　どうせ、これは成功に終わるイベント。セピスは盗賊団を壊滅させる、それが筋書き。

　わざわざセピスの物語にアリシアが危険を冒おかして、介かい入にゆうする必要は無い。

　……いや、待てよ。まさかこれはアニメでは放送されなかったストーリーなのか？　アリシアを餌にして、セピスが盗賊団を壊滅し、あいつは守護騎士ガーデイアンへの道を独走する。

「アリシア、お前はあいつらに利用されているだけだ。お前は万が一の保険だったんだよ」

　もし、これが正しい運命であっても。

　それでも俺は、アリシアが自分を囮にするなんて考えに賛同したことが信じられなかった。アニメと同じだ。こいつは──自分自身をちっとも大切に思っていない。

「……どういうことよ」

　そもそもの話。

　わざわざアリシアに謁えつ見けんを要よう請せいするなんて可笑おかしな話だと思っていた。

　あの謁見の目的は万が一盗賊団が見つからなかった場合に備え、奴らをおびき出すためにアリシアをこの街に呼び出すための口実だったに違いない。

「あいつらは最悪の事態を想定していたんだ。盗賊団が見つからなかった場合は、お前を囮にする。そのために王室騎士ロイヤルナイトはお前に挨あい拶さつがしたいなんて言い出したんだよ」

「……そんなの推測に過ぎませんわ」

「あぁ、俺の推測だ。でもお前可笑しいぞ、自分を囮にするなんて！　俺はお前のことを思って言ってるんだ！」

　盗賊団、特に頭かしらのボルギィは危険な男で、アリシアが太刀たち打ちできる相手じゃない。

　確かに護衛は二人の王室騎士ロイヤルナイト。アリシアが安全と言うのも理解は出来る。何せ騎士国家の精せい鋭えいだ。でも一人は裏切りの守護騎士ガーデイアン。今はまだ安全でも、未来では裏切ることが確定している男。

　こういう時、シューヤがいれば良かったんだけどな……。

　シューヤとセピスでは実力が違い過ぎるが、アリシアを守ることに関してこれ以上適任の人間はいないのだ。何せメインヒロインのパートナーである主人公。実績は折り紙付きだ。

「……貴方あなた、今、私のためって言った？」

「ああ、言った」

　俺の言葉が気に障さわったのか、目の前でアリシアが燃えるような瞳で俺を睨にらんでいる。

　その勢いに、思わずたじろいだ。

「私がどうなろうと……豚ぶたのスロウ、貴方には一いつ切さい関係無いじゃない！」

「関係無いだとッ？　何でそんなこと言うんだよ、いいか俺はな……」

　──シューヤの代わりに、お前を守りに来たんだ。

　とは、やはり言えなかった。

「……いい加減にして！　私を捨てた貴方がどうしてそんなこと言えるのよ！　学園でもずっと私を無視してた癖くせにっ！」




「──えっ」

　怒いかりに声と身体からだを震ふるわせながらも、あいつの瞳から水すい滴てきが一ひと滴しずく。そこからぽろぽろと零こぼれ落ちるそれが何であるか、俺は一いつ瞬しゆん理解出来なかった。

「こっちでもずっと無視してた癖に！　何なのよ今いま更さら!!」

　聞き覚えのある声──先日見た夢の中で怒おこっていたあの後ろ姿が何故なぜか、思い出された。

　誰だれにも真実を打ち明けず、全すべてを覆おおい隠した真っ黒豚公こう爵しやく。

　風の大精せい霊れいとの約束を守るために必要だと思ったから、俺は身体に纏まとわり付いた重りを捨てた。デニング公爵への道、騎士との絆きずな、領民からの信頼、そして同盟国の王女との婚こん約やく関係さえ、俺は躊躇ためらいなく捨て去った。

　だからアリシアがクルッシュ魔ま法ほう学園に入学すると聞いた時は驚おどろき、同時に後ろめたさも感じたものだ。

「クソ豚の癖に、一体どういう思いで私が心配なんて言うの？　私の全てを奪うばった貴方にそんなこと言われたくないッ！」

　身勝手にアリシアを捨てた俺は、返す言葉さえ思い浮かばない。

　キッと射い貫ぬくような鋭するどい視線で睨まれて、その場を一歩も動くことが出来なかった。

　それから暫しばらくあいつは俺を罵ば倒とうし続け、最後には荒あらい呼吸で「デブデブデブ！　このクソ豚っ！」とだけ吐はき捨て、ドアを叩たたきつけるように閉めると廊ろう下かに出ていってしまった。

　婚約の件については、全面的に俺が悪い。

　だって俺はアリシアではなく、シャーロットを選んだ人間だから。

　全て身から出た錆さびで、俺はあいつの怒りを受け止める責任がある。改めて、あいつとの間には大きな隔へだたりがあることを理解した。

「……スロウ様、私はアリシア様を追いかけますけど」

「頼たのむシャーロット。あいつの傍そばにいてくれ」

　けれどシャーロットも何か俺に言いたいことがあるようで、その場を動こうとしない。

「それであの私は、その。もしセピスさんの作戦が決行された場合、どうすれば」

「劇場は間ま違ちがいなく戦場となる。行かせられないよ」

「えっ」

「盗とう賊ぞく団は権力者の命を奪うことも厭いとわない立派な武装勢力。学園に忍しのび込んでいた傭よう兵へいよりも遥はるかに質たちが悪い。だからシャーロットは大人しくここにいて欲しい」

　当然のやり取り。

　たとえ劇場に集まる盗賊団相手にセピスが無む双そうすることになろうとも。

　俺にとって一番大事なのはシャーロットの安全だ。行かせられるわけがない。だけど彼女はぎゅっと力強く俺の目を見つめる。嫌いやな予感がした。

「それは出来ません」

　余りにも想定外の言葉で、俺は目を点にしてシャーロットを見つめ返した。

「スロウ様の専属従者である私が、一人で宿に隠かくれるなんて絶対に嫌、スロウ様が行くなら私も一いつ緒しよですから！」

「え……」

　茫ぼう然ぜんとする俺を置いて、シャーロットもアリシアを追いかけて消えてしまった。

　なんで、君まで。

　俺は一人、途と方ほうにくれる。

　魔法も使えないシャーロットが劇場に来る？

　それは過去の臆おく病びような彼女からは信じられない姿だった。誰かと戦うことを拒こばんだシャーロットに戦場は似合わない、だから俺は真っ黒豚公爵になったのに。




「どうしてこうなるんだよ……」

「シャーロットはこういう時頑がん固こにゃあ」

　風の大精霊。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつなシャーロットの保護者がいつの間にか俺の足元にいた。

「風の大精霊さんは二人の傍にいてくれ」

「スロウ、お前はどうするにゃあ」

　俺は……アリシアが納なつ得とくしているなら反対しようがなく、もう俺にはメインヒロインの動きを止められない。

「劇場の下見に行く。何が起きても対応出来るよう、徹てつ底てい的にやるつもりだ。もしかすると帰りは遅おそくなるかもしれない、頼んだぞ大精霊様」




　　　●




　一度は宿を出たセピスであるが、再び久遠院ゴルドーニの敷しき地ちを跨またいだ。

　わざわざ戻もどってきたのは、アリシアに伝え忘れていたことがあったからだ。

　王室騎士団ロイヤルナイツが数日後、この街に到とう着ちやくする。王室騎士団ロイヤルナイツの到着となれば、盗賊団は街から姿を消すだろう。だから、到着前に何としてでも壊かい滅めつさせねばならなかった。門を潜くぐり、受付の大ホールで宿の支配人を呼び出す。アリシア達がいる部屋は最上階、毎回支配人に話を通してからでないと会うことすら出来やしない。

「アリシア殿でん下かの部屋に行きたいのですが、アリシア様は部屋におられますか？」

「今は部屋におられません」

「部屋にいない？　無む闇やみに敷地から外出させぬようお願いしておいた筈はずですが」

「……そうですね、どうぞ、こちらへ。隣となりの別館にご案内します」

「別館？　なるほど、確かに宿の外には出ていない」

　セピスは宿の女性支配人に連れられ、隣に立つ別館へと案内される。街の中心街近くにこれ程ほどの敷地面積を誇ほこる宿、一体どれ程の金を使ったのかセピスには考えも及およばない。

　別館に入る前に絡からみつくような視線を感じた。庭に住み着いているのだろう黒くろ猫ねこがこちらをじっと見つめている。また同じように前を歩く宿の女性支配人からも好こう奇きな視線がちらちらと。間違いなく自分の素す性じように勘かん付づいているのだろう。

　やはり、このような任務は向いていないとセピスは唇くちびるを嚙かみしめた。

「それ程私の素性が気になりますか。いえ、否定なさらずとも、分かります。私の正体は、貴女あなたのご想像通りと思って頂いて構いません」

　どうせ数日後には王室騎士団ロイヤルナイツが現れるのだ。今いま更さら隠かくしたって仕方がない。

「と、言いますと？」

「私は王室騎士ロイヤルナイトです。訳あって、サーキスタの王女殿下をお守りする立場でありますが」

「まぁまぁ！　やっぱり本物だったのね！」

　守護騎士ガーデイアンに至るための試練。

　団長から課せられた試練はまだ何も達成出来ていない。

　王室騎士団ロイヤルナイツは各地の試験地を回りながら、最終試験に挑いどむ者を選定している。このヨーレムが最後の地。花の騎き士し、オリバーが自分を見定める監かん督とく者としての役割を担になっていることにも既すでに気付いている。

　何とかして、王室騎士団ロイヤルナイツ到着前に王族である彼女を説得しボルギィ一派を壊滅させる。危険な目に遭あわせてしまうが、守護騎士ガーデイアンとなるために手段は選んでいられない。

　──だけど本当にそれでいいのだろうか。

　──自分の夢のために、関係のない彼女を危険な目に遭わせていいのだろうか？

「まさか現役の王室騎士ロイヤルナイト様とこうして話せるなんて夢のよう。娘むすめがクルッシュ魔法学園に入学してから、うちのお店に来るお客様も以前に増して凄すごい方ばかりになりまして、ええ、サーキスタの王女様にあの公爵家デニングの若様！　さらに王室騎士ロイヤルナイト様なんて！」

「……貴女の娘があの魔法学園にいるのですか？」

「小さい頃ころから魔法使いになりたいって口くち癖ぐせのように言う子でして、ええ。でも家の手伝いを毎日させていたのに、まさか本当に合格するなんて夢にも思ってもいなくてですね」

「それは相当な努力をされていたんでしょう。しかし、心配ですね、あの魔法学園で平民が快適な生活を送ることは中々に難しい」

　平民、そしてクルッシュ魔法学園と聞いて、セピスの表情が僅わずかに曇くもった。

　今でも夢に見ればうなされるあの日。

　魔法学園で過ごした冬の夜。自分の人生を大きく変えたあの日の記き憶おくが脳のう裏りにちらついたからだ。

「私も不安に思っていたのですが、ええ。噂うわさでよく聞きますから。平民の子は授業に付いていくのも大変だとか、しかもあの子ったら入学してすぐ土の魔法に目覚めまして」

「あそこは本来、貴族が社交を学ぶために造られた魔法学園。故ゆえに平民にまで配はい慮りよが行き渡わたらないのは仕方の無きこと……しかし、新入生でありながら魔法に目覚めた？　お気持ち察します、さぞやご息女のことを心配されていることでしょう」

　魔法に目覚めた優ゆう秀しゆうな平民と聞いて、セピスの足は思わず止まった。

　落とし子である自分程ではないだろうが、その娘も辛つらい思いをしているのではないかと考えたからだ。魔法は貴族のものだと狭きよう量りような考えに支配された貴族生徒から、やっかみを受けている可能性も排はい除じよし切れない。

「心配？　いえいえ、そんな。毎週のように届く手紙を読みますと、娘は魔法学園での生活をとても楽しんでいるようなのですよ。毎日が新しん鮮せんで楽しいって、そう書いてあるんです。我が娘ながら心が強いといいますか、ええ」

「楽しんでいる？　失礼ですが……それは母親である貴女を安心させるための方便ではなく？」

「方便？　まぁええ、私も最初はそう思わないこともなかったのですが、数日前に娘が休みを利用して帰ってきまして、ええ。色々聞いてみましたところ──あら、あんな所に猫ねこちゃんが。あの子はシャーロットちゃんの猫だったかしら」

　先導する彼女は花か壇だんの縁ふちに座り込むと猫の相手をしながら、一人娘との愉ゆ快かいな手紙のやり取りを語り出す。

　だが、セピスは心の闇やみを刺し激げきしたあの言葉に表情をこわばらせた。

　今でも夢に見るあの日。そう、あれも手紙が届いたことが始まりだったのだ。

　冷たい雪が降っていたあの夜。侯こう爵しやく家から届いた手紙を見て、自分は絶望した。自分が貴族となった理由。最愛の母親と離はなれてでも故郷に幸せがあれば頑がん張ばれると思い込み、貴族となったのに。

　約束はたった一枚の手紙によって、引き裂さかれた。

　ペンドラゴン侯爵、父上と約束したのに裏切られた。

　侯爵家への恨うらみはそのまま平民を蔑ないがしろにする貴族達への憎ぞう悪おとなり、果てには国の在あり方にさえ疑問を持つように。

「あら、すみません私ったら猫の相手なんかして。この猫ちゃん、本当に賢かしこくてですね、ええ。さ、王女様はあちらでございます」

　自分は今、醜みにくい顔をしているだろうから、彼女がこちらを見なくてほっとした。

　……さぁ、この先にいるアリシア殿下に会うのだ。王室騎士ロイヤルナイトとしての体てい裁さいを整えよう。最悪の記憶を思い出してさえ、平静を保つことができるようになったのはあれはもう過去のことだと割り切っているからだろうか？

　いや、違ちがう。自分はもうこの国に何の希望も抱いだいていないからだ。

　年老いた将来。王室騎士ロイヤルナイトとして生きた日々を思い出した時でさえ、あの頃は良かった等と思える日が来るとは思えなかった。誇り高い王室騎士ロイヤルナイトとして過ごしていれば、この国を愛せる日が来るかもしれないと夢見ていたが。

　──母さん、学園長。

　──私は王室騎士ロイヤルナイトとなっても、この国を好きになれないようです。




　セピスが案内されたのは別館二階、夕方からは酒場として利用されている個室の一室。そこは所謂いわゆる上流階級の者達が好みそうな室内の中に、うら若き少女二人がいる光景は少し笑ってしまいそうになる。

　だが直後、セピスは漂ただよう酒の匂においに顔を顰しかめた。




　最初は一いつ杯ぱいだけの筈だった。

「あ、アリシア様。それ強いお酒ですよ！」

「ちょっとだけ……ちょっとだけなら構いませんわ」

　ちろり、とアリシアのピンク色の舌が器うつわに注がれたお酒の表面を舐なめ取った。

　そして何を思ったのか彼女は赤いワインのグラスを傾かたむけて、グビグビと一気に飲み干した。

「あら、シャーロットさん、これ美味おいしい！」

「え？　ほんとですか……じゃあ、私もちょっとだけ頂きます。あ、確かに飲みやすい」
















　それが始まりであり、終わりでもあったという。




「あのクソ豚ぶた～、何が私の心配よ。こっちでも全然話し掛かけてこなかった癖くせに！　クソ豚[image: ～][image: ～]、今いま更さら何なのよ！　冗じよう談だんじゃないっての、ふんっ！」

　お昼過ぎから始まった二人の秘密会議。

　顔を突つき合わせ、ワインのグラスを傾けながら会話に没ぼつ頭とう。

「シャーロットさん、知ってる？　あいつ、この前。あの平民が魔ま法ほう学園に帰る時にキキ、キ、キスされて！　その後はもうヘラヘラとニヤニヤですごかったんだからッ！」

「ふぇっ！　……き、キスって何ですかそれ、初耳ですよ!!」

「あらシャーロットさん、知らないの？　ふーん、なら教えてあげますわ」

「出来るだけ詳くわしくお願いします」

　二人は顔を突き合わせ、ひそひそひそひそ。

　そしてアリシアが彼に対する愚ぐ痴ちを粗あら方かた言い終わると、今度は自分達を取り巻く環かん境きようについての話題に移行する。アリシアが学園での悩なやみを打ち明ければ、シャーロットは公爵家デニングでの扱あつかいの悪さを愚痴り出す。王族なのにどうして自分は友達が少ないのかとアリシアが問えば、アリシア様は高たか嶺ねの花なんですとシャーロットは完かん璧ぺきな返答。どうして自分は専属従者なのにスロウ様のご兄妹きようだい様の専属従者達よりお給金が圧あつ倒とう的に少ないのかとシャーロットが愚痴れば、それは貴女が魔法下手っぴだからじゃない？　とアリシアはぐうの音も出ない完璧な答えを導き出す。シャーロットは涙なみだ目めになった。

「シャーロットさんとは……これから学園でも仲良くやっていきたいと思ってますわ。ひく、だって貴女もあいつの被ひ害がい者しや……ねぇ、貴女あんな奴やつの傍そばにいて扱こき使われて嫌いやじゃないんですの？　うぅ～ひっく～、だってやってることメイドじゃない」

「えっと、だから私はメイドじゃなくて従者です。うーん、でも私他ほかに行く所もありませんし……あ、別に今の生活が嫌って訳じゃ全然ないですけど！」

　時に笑い、時に慰なぐさめ合い。

　長いすれ違いの空白を埋うめるかのように二人はお喋しやべりに没頭した。テーブルの上に増えてゆく空ボトルの数が、二人の終わらぬ語り合いを象しよう徴ちようしているのだろう。そして時は流れ、いつしか日も暮れようとしている。その頃には、ヨーレムの街にやってきた当初のぎこちなさは大分薄うすれていた。

　彼の専属従者と彼の元婚約者フイアンセ。

　どちらも心の奥底では、お互たがい仲良くなりたいと望んでいたからこその結果だろう。

「行く所がない？　なら、私の所に来ればいいですわ！　う～、そうしたら、楽しく二人であいつの悪口でも、う～頭痛い」

　ちびちびと飲んでいたのに、いつの間にかぐでんぐでんに泥でい酔すい状態。

　紅潮した頰ほおは酔よっぱらいの証あかし、普ふ段だんは嗜たしなむ程度なのに、今日は嫌なことを忘れるとばかりに何杯も飲んでしまって、もう止まらない。そんなお姫ひめ様さまの痴ち態たいを、清せい楚そでありながら、僅かな色いろ香かを纏まとわせているシルバーヘアーの少女が必死になって止めている。




　セピスがやってきた時には、窓の外は完全に暗くなっていた。

「……殿でん下か。こんな場所にいたのですか……それに、飲みすぎでしょう」

　突とつ然ぜんやってきたセピスの制止も聞かず、アリシアはもう一杯喉のどの奥にぐいとワインを飲み込んだ。

「荒あれていますね。一体、何があったのですか？」

「それはうう[image: ～][image: ～]、あいつのせいよ！　ねぇ、シャーロットさん」

　そして一部始終を説明しだす。




　周りの客に聞かれないよう、ティナの母親に個室を用意してもらったのは正解だとシャーロットは思った。

　一通りアリシアが荒れている原因を理解したセピスは。

「……私が言うのもなんですが、彼は貴女あなたの友としてただ心配しているだけでしょう。万が一ということもあります」

「私は魔法使いですわ！　それに立派な騎き士しが二人も！　あいつの百倍も頼たよりになりますわ！　それに友って、あいつのことを友達なんて思ったことはないですわ！　ねぇ[image: ～][image: ～]シャーロットさん」

　そしてもう一杯。大層な飲みっぷりである。

　また、シャーロットさんの一言でアリシアのグラスにワインを継つぎ足すシャーロットの動きも、これまた大層な慣れっぷりであった。

　アリシアは何か喋るたびにシャーロットに同意を求め、その様子を見てセピスは気付いた。

「……君と殿下は親しいのだね」

「シャーロットさんは豚には勿もつ体たい無いぐらいよく出来た方ですわ！　……シャーロットさん、もう一杯！」

「はい、アリシア様。……あの、セピス様。アリシア様に幻げん滅めつなさらないで下さいね」

「幻滅ぅ!?　何で私が幻滅されないといけないんですのよ！　シャーロットさん、ほらもう一杯！　……あら。やっぱりシャーロットさんは、ひっく、あいつの従者なのに。ひく、主人とは違って、出来てますわね。あら、蝶ちよう々ちようが見えますわ。ねぇ、シャーロットさん。セピスさんも、見えますわよね？」

「えぇ、殿下。可愛かわいらしい蝶々が私にも見えます」

「シャ、シャーロットさんは？」

「見えますよ、アリシア様」

「……ひくっ、そう。よかった、ですわっ」

　そう言うと、アリシアは机に突っ伏ぷしてぐうぐうと寝ね息いきを立て始めた。何とも扱いやすい娘むすめである。シャーロットはヨーレムの街に滞たい在ざいを始めてから一週間近くもアリシアのお世話もしているのだ。慣れたものであった。

「殿下は、君に随ずい分ぶんと心を許しているのか。噂うわさでは気難しい方だと聞いていたが。だがこの様子を見ると、もしや君達は元々は知り合いか何かだろうか？」

「えーっと、実は──私たち」

　そして、シャーロットは簡単に話し始めた。

　アリシアと出会ったのは今よりもとても幼い頃ころだったこと。だけど、主あるじであるスロウが可笑おかしくなった頃からいろいろあって疎そ遠えんになったこと。でも、最近また喋るようになって、自分も昔のようにアリシアと喋るようになったこと。アリシアの酒に付き合っていたせいか、シャーロットの口も饒じよう舌ぜつだ。

「驚おどろいた。君はそんな幼き頃から彼の専属だったのか」

　シャーロットはそっとグラスを置く。驚かれるのには慣れていた。デニング公こう爵しやく家の従者として自分が適切であると思ったことは自分でも一度もない。

　だが、その後呟つぶやくように溢あふれたセビスの言葉にシャーロットは言葉を失った。

「だが最も驚いたのは、君は私と同じ──平民だったのか」

「え……でもセピス様は王室騎士ロイヤルナイト。私と違って貴族、それも侯こう爵しやく家の方ではないのですか」

「私は魔法の才能を見込まれて、ペンドラゴン侯爵家に引き取られただけのこと。私は落とし子、平民の血が半分流れている」

「……落とし子って確か」

「貴族と平民の……本来であれば貴族が認にん知ちすることのない、不義の子だ」

　噂に聞く落とし子。

　決して表に出ることの無い貴族の恥はじ。シャーロットは驚いているが、セピスの方がより驚きの具合は大きい。




　──あの公爵家デニングの直系に、平民の専属従者があてがわれただと？

　聞いたことが無かった。

　この国の重じゆう鎮ちんである、歴史ある最古の貴族。公爵家デニングの専属従者に一体どうやって平民が潜もぐり込んだ？　自分のように半分貴族の血が混じっているならいざ知らず。

　天てん井じようから吊つるされたランプの明かりが陽かげ炎ろうのようにゆらゆら揺ゆれていた。

　セピスの興味は今、デニングの従者に向けられていた。知りたい、この少女のことを。

「君はあの公爵家デニングに引き取られ、私は侯爵家に引き取られた。私たちはどこか似た者同士のようだ。奇き妙みような縁えんを祝して、シャーロット君。少し私の話もしてあげよう。なに、殿下が目をさますまで、少しだけ」

　そして、麗うるわしの王室騎士ロイヤルナイトは口火を切った。

　始まりから現在に至るまで。

　彼の人生は壮そう絶ぜつの一言。魔法の才能を聞きつけたペンドラゴン侯爵家へと引き取られ、貴族となるための教育を受けたこと。ひたすら勉学に明け暮れ、王室騎士ロイヤルナイトとなったこと。

　もはやシャーロットには酒場の喧けん噪そうも聞こえない。

「セピスさんは魔法の才能があるだけじゃなくて……きっと私には想像も出来ないぐらいの努力をされたんですね」

「ただ私は運命に翻ほん弄ろうされるだけの自分が我が慢まん出来なかった。だから、弱い自分を変えようと思った。そこから魔法に目覚め、三重の魔法使いトリプルマスターとして精せい霊れいに認められたのかもしれない」

「三重の魔法使いトリプルマスター……セピス様には本当に才能があったんですね」

「シャーロット、君は一体どれだけの魔法使いなんだい？　あの全属性の魔法使いエレメンタルマスターの専属従者だ。さぞや、すごいのだろう。君と同じ年ねん齢れいの私では太刀たち打ち出来ないに違ちがいないよ」

　けれど、シャーロットは寂さびしそうに首を振ふった。

　そして語った。自分は半人前の光の一重魔法使いシングルマスターであること。

　デニング公爵家では魔法使い失格の烙らく印いんを押され、杖つえの所持も許されていないことを。

「……驚いた、君のような公爵家デニングの従者がいるなんて。いや、失礼。どうにもデニングの従者と聞くと、物ぶつ騒そうな連中を想像してしまうのだ。王室騎士団ロイヤルナイツと公爵家デニングは仲が悪く、だから私も敵である彼らのことをよく知っている。我々の敵に、君のような少女が含ふくまれていたなんて思わかったよ」

「やっぱりそうですよね。だから劇場にも来るな、宿で待っていてほしいってスロウ様には言われちゃいました」

　そう言い、シャーロットはやはり寂さみしげに微笑ほほえんだ。

「私とスロウ様って可笑しな主従関係なんです、本来であればデニングの従者は王室騎士ロイヤルナイトのように主あるじを守る盾たて。だけど、私とスロウ様は……逆みたいです。私は半人前ですから……」

「君の悩なやみを、彼は知っているのかな」

「……」

「聞くまでもなかったか。そうか、だが、言えないだろう。自分が何者でもない等と認めるのは辛つらいものだ。私も嘗かつてはそうだった。平民である自分、貴族である自分。どちらになればいいのか分からなかった」

「あの……セピスさんはどうしてそんなに頑がん張ばれたんですか？」

「私かい？」

　どうして、私はあれだけ頑張れたのだろう。

　地じ獄ごくのような生活の中で、貴族となり、王室騎士ロイヤルナイトとなり、果てにはこの国最高の騎士である守護騎士ガーデイアンを目指している。そんな自分の原動力は恐おそらく──。

「私には──夢があったんだ」

「夢、ですか」

「魔ま法ほう学園で暮らす君はもしかすると分かるかもしれないが、平民と貴族の生徒の間には目には見えない大きな垣かき根ねが存在する。まさに、この国の歪ゆがみそのもの。今は多少緩ゆるくなったようだが、落とし子が彼ら貴族の者たちよりも魔法が使えるなんて状じよう況きようは──……これは、君に聞かせる話ではなかった。忘れてくれ、飲み過ぎたようだ」

　そう語るセピスは不意に、言葉に熱が入ったことを感じた。

　テーブルの上に置かれたワインのボトルは気付かぬ内に空になっていた。デニング公爵家の平民従者、ついつい興味が湧わいた。それにやはりここは最高級のワインを取り揃そろえているのだろう。

「堕おちた風の神童、スロウ・デニング。彼の名は私もよく知っている。持てる者が全すべてを捨て、一時は心が壊こわれたなど散々な噂が流れていた。風の神童と傍かたわらに控ひかえる両翼の騎士ツインナイト。公爵家デニングが名実共にこの国を支配するとまで言われた栄光の日々は公爵家デニング最大の禁きん忌きとなった堕ちた風と共に崩ほう壊かいした」

　セピス・ペンドラゴンの言葉がシャーロットの胸の中に入って来る。

　彼の人生はシャーロットにとっての理想であった。

　平民から貴族へ、そして王室騎士ロイヤルナイトとなり、この国最大の栄えい誉よたる守護騎士ガーデイアンへ至るその人生。

　自分も光の魔法使いとして、王室騎士ロイヤルナイトになれるぐらいの力があれば公爵家デニングの従者としては合格といえるだろうが、実際の自分は魔法のコントロールすらまともに出来ず、半人前扱あつかいの劣れつ等とう生せい。

「シャーロット。君はどうして──」

「え？　あっ、何ですか？」

　しまった。考え事をしていた余り、セピスの言葉も聞こえない程ほどぼーっとしていたようだ。

「君は何故なぜ、劇場に行くんだい。提案を持ち掛かけた私が言うのも可笑しな話だが、劇場は戦場となるだろう。アリシア殿でん下かは我らが守り、さらに殿下は魔法が使える。魔法とは力だ。私は彼の言う通り──」

「それじゃあ……ダメなんです。私はまだ……何も恩返し出来ていないから」

　つい、とシャーロットは顔を上げた。

「恩返し……？」

「最近のスロウ様を見ていて、私にとって一番大事なことを思い出したんです」

　風の神童と傍らに控える両翼の騎士ツインナイト。

　亡国の姫ひめ、シャーロット・リリイ・ヒュージャックはそんな彼らと幼き頃、まるで家族のようにずっと生活を共にした。

「あの人の傍そばにいたいって小さい頃、私はずっと思っていました。そして一いつ緒しよにいるのが当たり前だって、思ってました」

　彼女の故郷。大陸中央部に存在した大国ヒュージャックは地図から消え、今はモンスターが暮らす人ならざる領域と化している。

　あの日あの瞬しゆん間かん、全てが終わった筈はずだったのに、今の自分がいるのは何故だろう。

　自分は今、ただの一人の人間として毎日のちょっとした幸せを嚙かみ締しめている。

　──自分はあの苦しみから、一人で立ち直った？

「セピス様、実は私。孤こ児じなんです」

　違う、自分一人なんかの力ではない。

　自分は弱かった、いつも泣いて、全ての不幸を背負い込んだと思っていた。泣いて泣いて、泣き虫と言われ続けた自分を、誰だれかがずっと傍で見守ってくれていた。

「公爵家デニングの方以外に語るのは、初めてですけど、私。天てん蓋がい孤こ独どくの身なんです。もし私が死んでも本気で悲しんでくれる人は、とっても少ないと思います」

　だけど、今の自分はあの頃の弱さを乗り越こえた。

　そんな亡国の姫を見て、セピス・ペンドラゴンは固まった。今の言葉は彼女のような幸せな少女の口から出るには余りにも似合わない言葉だったから。

「何故、そんな秘密を私に」

「……今でも思い出したら涙なみだが出ます。何で私、あんな目に遭あったんだろうって。でも苦しみしかなかった昔を思い出したら、悲しみの傍に一人の男の子がいたことも思い出すんです」

　セピスにはとてもではないが、想像出来なかった。

　少なくとも、自分は一人ではなかった。

　自分の傍には母がいた。惜おしみない愛を注いでくれた母がいた。

「セピス様が私がデニング公爵家の従者らしくないって思われたの、当たり前です。でも、私が今、こうしてこの場所で。アリシア様や、とってもすごい王室騎士ロイヤルナイトであるセピス様のような方とも話せるのも、全部あの人のお陰かげなんです。私、たった一人で従者になったわけじゃない。全部、あの人が背負ってくれたから。あの人だけは、いつも私に優やさしかった」

　瞳ひとみに涙が滲にじんで見えるのは、きっとセピスの勘かん違ちがいなどではない。

　彼女の言葉は噓うそではない。セピスは王宮で噓に塗まみれた毎日を生きてきた人間だ。その言葉が真実であることがよく分かった。

　裏切りの守護騎士ガーデイアンはじっと彼女を見つめる。まるで天上の人間に、見み惚とれてしまったかのように。もはや、酒場の客の騒さわがしい声なんて彼の耳には届かなかった。

「毎日、ちょっとずつスロウ様は瘦やせていきます。あんなに変わっていくなんて、すごいと思うんです。だったら私も一度捨てた夢を。もう一度目指してみようと思ったんです。スロウ様のように、私も変われるかもしれないって思ったんです。本当に今日、セピス様のお話を聞けて、良かったです。私の道は間違ってないって分かりました。私はセピス様のように魔法の才能はありませんけど、それでも頑張ってみようと思います」

　──何故だ。君は平民だろう？　苦労したんだろう？　地獄のようなデニングの従者教育を乗り越えて、直系男子の専属従者になった。

　それで充じゆう分ぶんだ。もう、危険を冒おかす必要なんて無い。主であるスロウ・デニングでさえ望んでいないのだから。

　だが、声が出ない。自分には……資格が無い。

「それで。セピス様の夢って何なんですか？」

「私の夢は──」

　侯こう爵しやく家への復ふく讐しゆうが、何よりも頭に浮うかぶ。

　守護騎士ガーデイアンとなり侯爵家の名声を高めた後、帝てい国こくに寝ね返がえり、家の名めい誉よを地に落とす。

　約束を守らなかった侯爵家に相応ふさわしい末路。

　貴族となり侯爵家の名声を高める、それが魔法の才能に富んだ自分の役目であり、難病に陥おちいった母親を助ける、それが力のある侯爵家の役目の筈だった。

　だが、奴やつらは約束を破った。だから、潰つぶす。それが夢と問われ、出てきた答え。

　だが、侯爵家ペンドラゴンへの復讐のために守護騎士ガーデイアンを目指しているなんて彼女に言えなかった。

　言えるわけが無かった。セピスの夢は彼女の夢とは比べるのもおこがましい。その耳に聞かせられない。

　大きな苦難を乗り越えて、それでもこの少女は前を向こうとしている。

　──彼女と私が似ている？　バカな、彼女は気高く立派に前を向き、私はどれだけ年を重ねても過去の呪じゆ縛ばくから逃のがれられない。

　セピスは語る少女の姿に、嘗ての自分の姿を重ねた。

　母親が生きていると信じた嘗ての自分は、彼女のように本当の夢を追い求めていたから。

「セピス様？　……ええ、どうして。涙を！」

「……涙？　そうか、私は涙していたのか」

「私が変な話をしちゃったから。セピス様、ハンカチ！　これ、あげます！　お気に入りですけど！」

　変わりたいと望む彼女の姿は、セピスにはとても眩まぶしかった。

　孤児となった己おのれの人生を呪のろうこともない。魔法の天才とされるスロウ・デニングの傍にいて、嫉しつ妬とすることもなく、自分も彼の隣となりに立ちたいと望むその姿。

　それがどれだけ難しく、気高いものか。

　少女の決意は強くセピスの胸を打った。

　酒が入ってる、そのせいもあるだろう。

　だけど、今。心臓が強く脈打った理由をアルコールのせいにはしたくない。

「……シャーロット、君は自分が思っている以上に強い。むしろ、得るものがあったのは私の方。彼が羨うらやましいな、君のような少女に思われるなんて」

「べ、別に！　私とスロウ様はセピス様が考えているようなものではありませんけど！」

　この子は平民という話だが本当か？

　王族にも引けをとらぬ気高さ。今、酔よいつぶれているアリシアよりも余程、気品に満ちていた。

　魔法の才能に恵めぐまれない元平民でありながらあのデニングの従者として生きる道。

　それは王室騎士ロイヤルナイトとして生きるより遥はるかに過か酷こくな道。

「以前、君をデニングの従者として可笑おかしいと口にした非礼を詫わびよう。君は紛まぎれもなく私が今まで出会ったデニングの者達と等しく、気高い。そして君に感謝を。私も大事なことを思い出した。小さき枝に気を取られ、目の前の夢を取り逃にがすところであったよ」

　──母さん。私にも、彼女のような時があった。

　──何のために、一心不乱に学んだのか……思い出しました。

　後に裏切りの王室騎士ロイヤルナイトと呼ばれる男は決断した。

　だからこそ、彼はポケットから大切な宝物を取り出した。

　常に身につけているペンドラゴン侯爵家の家宝、貴族として生きる道を選んだ際、いつも口数の少なかった母から渡わたされた決意の証あかし。

「これは君への感謝の証だ。君が変わりたいと願うなら、必ず君の力となると約束する」

　それは小さな瓶びんだった。中に青く光る半はん透とう明めいの液体が詰つまっていた。

「──空の王に覚かく悟ごを伝える侯爵家の香こう水すい。私や母の使い古しで中身は半分しかないが、君が私のように変わりたいと望むなら中身を空に撒まくといい。ドラゴンを呼び寄せると言われているが、とうの昔に効果は失われている。現に私の時は何も起きなかった」

「空の王って……」

「ドラゴンさ。冒ぼう険けん者ギルドからも災害種に指定されているモンスターであり、この世に生まれ落ちた瞬間から孤こ高こうの存在で在あり続ける空の帝てい王おう。我がペンドラゴン侯爵家ではこの香水を空に撒まき、大空を支し配はいするモンスターに大切な想おもいを告げるのだ。随ずい分ぶんと可笑しな話だろう？　現れもしないドラゴンに向けて想いを伝えるなど。私もそう思っていたが、実際に試ためした時は空にドラゴンがいるような気がしたものだ。伝統はバカに出来ないものだと感じたよ」

「……こんな大切な物を私が頂いてもいいんですか？」

「これを使うに相応しい者は君以上にいないだろう。デニングの従者よ、君は強い意思を持っている。けれど、まだ羽ばたく翼つばさの使い方を知らないようだ。私の大切な宝物が君の覚悟の一助になるのであれば、これ程の幸せはない」

　そっと、シャーロットはセピスから香水を受け取った。

　軽い筈なのに、ずっしりとした重み。まるでセピス・ペンドラゴンの人生が詰まっているような気さえする。きっと彼は貴族や王室騎士ロイヤルナイトとなる時に香水を空に撒き、ドラゴンを前にしても乱れない程の覚悟を誓ちかったのだ。

　シャーロットが深い蒼あお色いろに煌きらめく香水の模様に見惚れていると。

「うぅー、頭が痛いですわ。シャーロットさん、お水を頂ちよう戴だい」

　もう熟じゆく睡すいしていると思っていたお姫様が頭を上げ、唸うなる。相当に悪わる酔よいをしているようだ。

「うう……、あら。シャーロットさん。その小さいの、新しいワインか何か？」

　そして自分には分からないけれど、何か答えを得たらしいセピスがどこか悲しそうな顔をしていることがシャーロットにはとても不思議だった。
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　夜の雲間から降り注ぐ月明かりが優しく世界を照らし出す。

「にゃん、にゃんにゃん。うま、うまーにゃん」

「あら。今、この子。喋しやべらなかった？」

「母さん、猫ねこは喋らないよ」

「うまにゃあ」

「……母さん」

　他ほかの客から餌え付づけされた様子の黒猫を目にしながら、セピスは門を潜くぐり、用心棒の冒険者に睨にらまれながらヨーレムの街に帰っていく。

　月明かりの柔やわらかな光に照らし出された夜の街は、優しい空気に満ちていた。
















「さて、あの学生君はどこに行ったのか……」

　常に身に着けていた大切な香水の重みが無い。

　だが、どこか心優しい気分に包まれる。

　それにしても無む垢くな寝ね顔がおを自分に晒さらす同盟国サーキスタの姫ひめ君ぎみの姿に驚おどろいたものだ。

　あれ程ほど無防備な姿を晒すのは王族としての自覚が無いのか、安心しきっているのか、恐おそらく両方か。

　こんな機会は恐らく二度と無いだろう。だから……。

「……母さん。俺、決めたよ」

　小さなセピスの呟つぶやきは、優しい街と一体化するかのように空気に溶とけ、消えていった。
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「団長。本気で奴に最終試練を受けさせる気ですか？」

「不服か？」

　同じ空の下、月が薄うす雲ぐもに隠かくれる夜。

　暗い木々が揺ゆれている森を騎き士し達が一糸乱れぬ隊列を組み、中央の馬車を守るようにゆっくりと行進を続けている。先頭を行くのは枢すう機き卿きようとしての身分を持ちながら現役の王室騎士団長ロイヤルバトラーを兼けん任にんする騎士国家の影かげの支配者。

「落とし子に白マントを与あたえるだけでなく、守護騎士ガーデイアンへの挑ちよう戦せん権けんまで。セピスは団長のお気に入りではありますが……平民の血が混じっているのです。落とし子が女王陛下となる殿でん下かの守護騎士ガーデイアンなど、我らには理解に苦しみます」

「だが、奴の腕うでは見事だ」

　剃そりあげた頭にぎょろぎょろとした鋭するどい瞳ひとみを持つマルディーニは国の行く末を左右する守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンについて思いを巡めぐらせていた。現在、国の数か所で行われているそれについて常に報告をさせているが、頭の中では次代の守護騎士ガーデイアンについて一つの解を得つつある。もはや清く正しい騎士の時代は終わりを告げ、若き英えい雄ゆうの不在を嘆なげいても仕方がない。この先に待ち受ける乱世を乗り切るには──侯爵家の落とし子で確定か。

「迷宮ダンジヨンに潜もぐった際、セピスがいればあの平民の出番は無かったであろう。違ちがうか？」

「……我らは王室騎士ロイヤルナイト、冒険者ではありませぬ。迷宮ダンジヨンの構造・知識については──」

　魔ま法ほう学園から王女を呼びだし、街に滞たい在ざいさせている。もし盗とう賊ぞく団を誘おびき出すために他国の姫を利用する程の度胸があるなら悪くない。セピスは落とし子ではあるが、目的を達成するためには手段を選ばない非情さも持ち合わせている。

　実力も王室騎士団ロイヤルナイツの中では最上位。落とし子としての素す性じようから色々言われているようだが、侯爵家ペンドラゴンの血なら悪くはないのだ。

「なれば団長。あの件はどうなるのです」

「……あの件とは？」

「風の子の件であります。公爵家デニングの者達が黙だまっていないかと思われますが」

「アレは姫殿下たっての要望だ。さすがの公爵家デニングも真実を知れば、文句も言えぬ。しかし、守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンにあの堕おちた風を参加させて欲しいなど、姫殿下の気まぐれにも困ったものだ」

　だがスロウ・デニングか……。

　マルディーニも忘れることなど出来る訳がない。公爵家デニングに生まれた風の神童に嘗かつてのマルディーニさえも夢を重ねた。

　公爵家デニングではあるが国を託たくせる逸いつ材ざい、王室騎士団ロイヤルナイツと公爵家デニングの架かけ橋となる筈はずだった少年。

　だが、本物の英雄となるべき少年はもうどこにもいない。

　魔法学園で起きた傭よう兵へい騒そう動どうを、未いまだマルディーニは信じることが出来なかった。




「──シルバを、こちらへ呼びなさい」

　二頭の白馬によって引かれる馬車の小窓が開けられ、そこからきめ細やかな黄金の髪かみに透すき通るような純白の肌はだを持つ手が差し出される。

　視線の先で、姫が乗る馬車に近づいてゆく一人の男の姿が見えた。

　白マントを着き崩くずして身に纏まとい、だが誰だれよりも光輝かがやく剣けんを腰こしに差している。長い黒髪が男の表情を半ば覆おおい隠し、さらに夜の闇やみのためか表情を読み取ることも難しい。

「俺に何か用ですか？」

「王都を立つ前、貴方あなたには内密にせよとマルディーニには言われました。ですが、伝えておきます。彼はこちらの要よう請せいを受じゆ諾だくし、今ヨーレムの街にいるとのことです」

　掠かすれそうな小声に男は一いつ拍ぱく考え込み、そして何かを決断したのか顔を上げた。

「姫様──感謝します」

「いいえ、いいのですよ。でも、これであの時のことは誰にも言わないで」

「ええ、姫様がモンスターを前にして、恐ろしさの余り酷ひどい顔をしていたことは誰にも言いませんよ」

「……宜よろしい。後は貴方の好きになさい」

　その言葉を契けい機きにして、青年は栗くり毛げの馬を操あやつり集団から一人抜ぬけ出した。夜の街道を、踏ふみ締しめる一頭の馬。乗り手である青年は姿勢を低くし、疾しつ走そうする。

　この街道の先にある、あの街を目指して。

「待たんか！　勝手な行動は止やめろとあれほど言ったのに貴様はまだ分からんか──！」

　だが幾いくら白い外がい套とうを羽織る者たちが呼びかけようとも、黒髪の青年が止まることはついぞ無い。

「……気付かなかった。今日は満月だったのね」

　馬車の中に座る少女が開いた小窓の隙すき間まから空を見上げれば、満天の星が光一いつ杯ぱいに輝いていた。








四章　裏切りの王室騎士ロイヤルナイト









　街の一等地に造られた劇場、ラ・キュビリエ座。

　作戦の立案者であるセピスから入場券を受け取ると、俺とシャーロットはすぐに劇場へと向かった。数百人の収容人数を誇ほこるラ・キュビリエ座の入り口では着き飾かざった客達が続々と入場を開始しているところであった。受付を通り、華はなやかな社交場ロビーに目もくれず直進、劇場ホールに到とう着ちやく。俺たちの席は緩ゆるやかな斜しや面めん上に配置された客席の真ん中辺りと聞いていた。一番安い席でも銀貨五枚は必要って話だけど、客席は瞬またたく間まに埋うまっていく。

「あっ、うわわわっ！」

　席に向かうために階段を下っていたところ、段差に躓つまずいてよろめいたシャーロットの腕をすんでのところで取った。大勢の女性客のようなドレス姿ではない。けれど場に溶け込むため、軽くお化け粧しようを施ほどこした俺の専属従者。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「ありがとうございます……スロウ様。私、こんなの着慣れてなくて……」

「……よく似合ってるよ」

　俺の本音に、彼女はスッと頰ほおを染める。

　息いき遣づかいも聞こえそうな距きよ離りで、俺は勇ゆう敢かんな彼女の顔をじっと見つめた。一見品のよさそうな格好をしているシャーロットだけど、服の下にはナイフを忍しのばせている。

　……彼女を連れてきて、良かったのか。

　まさか、シャーロットが自分から戦場に行きたがるとは夢にも思っていなかった。

「あら貴方。何を言ってるの？　剣つるぎの乱は実話よ。剣の乱は、王室の危機を助けた功こうによって平民でありながら守護騎士ガーデイアン候補筆頭へと上り詰つめたあの方のお話よ！」

「す……スロウ様。私の顔に何か付いてますか？」

「あ、いや。そういうわけじゃないんだけど……行こう、こっちだ」

　そのままシャーロットの手を取って、目的の席まで歩き出す。

　分かっていたことだが、シャーロットはガチガチで、必要以上に緊きん張ちようしすぎている。

　……無理もないか。

　これからこのラ・キュビリエ座で起こるだろう事態。

　一見すると見分けがつかないが、盗賊が劇場内に無数に潜ひそんでいるのだ。

「スロウ様はいつも通りの顔してますね」

「奴やつらに気取られたらいけないと思ってさ。それに、ことが始まるまではこの雰ふん囲い気きを楽しみたい。俺のお小こ遣づかいじゃ入場さえ出来なかっただろうし。ほらシャーロット、だからもっと自然に」

「は、はいっ。自然に……自然に」

　劇場の煌きらびやかな雰囲気。

　まるで自分までもが富ふ豪ごうにでもなったと錯さつ覚かくするような魔力に溢あふれていた。

　そんな華やかな世界を俺は懐なつかしいと思う。嘗て、風の神童と呼ばれていた頃ころの俺は、それこそ毎日のようにこのような世界に招待されていたからだ。

「やっぱりスロウ様は戻もどってこられたんですね。今のスロウ様をこんな近くで見れる私はもしかするととっても幸せ者なのかもしれません」

　最初は戸と惑まどっていたようだけれど、他愛のない会話を続けているとシャーロットの緊張は次し第だいにほぐれていくような気がする。

　感かん慨がい深げに呟く彼女を見て、俺はふと疑問を抱いだいた。

「シャーロットは前の俺と、今の俺。どっちがいい？」

「え？　前の方がいいって言う人は、多分一人もいないと思います……」

「うーん、そんなにひどかったかなぁ。反はん抗こう期って、どこの家庭でもあるものでしょ？」

「スロウ様のは普ふ通つうのをスケールアップさせて、それに随ずい分ぶんと長い反抗期でした。だから今のスロウ様を見たら、公こう爵しやく様もお母さまもどう思われるのかなって、最近寝ねる前によく考えてます」

「……そういえば父上がこっちに向かってるんだよなぁ。前線をほっぽり出してまでさ、ほんと何を考えてるんだか」

「それぐらいスロウ様にお会いしたいんですよ」

「……そういえばさ、アリシア達はどこにいるんだろう？　あいつらって俺たちが座るような一いつ般ぱん席とは違う場所にいるんだよな」

「えーっと、……確か、あ、スロウ様！　あそこ！　アリシア様が──」

「シャーロット、声。声っ」

「あっ、いけない……」

　俺たちがわざわざ注目を浴びる必要もない、シャーロットは慌あわてて口を押さえた。

「二階か……、まぁそうだよな。わざわざ人が沢たく山さんいる一般席にあいつが座る必要もない」

　劇場両りよう翼よくの壁かべをくり貫ぬくようにして設けられた二階の空間は、数人の貴族が仲間内で楽しめるように独立した貴き賓ひん席となっている。

　そして、今。

　カーテンの奥から現れたあいつは、開演前のラ・キュビリエ座においても際きわ立だっていた。赤いドレスで着飾り長い髪は後ろに纏まとめ上げられ、見慣れたあいつの姿とは全く違う。

　……果たして、奴らが食いつくか否いなか。

　これはアリシアという餌えさを投げ、盗賊団が食いつくのを待っている狩かりなのだ。

「私もお手伝いしたんですけど、アリシア様、随分とお綺き麗れいです」

「うん……俺の部屋でだらだらしていたあいつとは別人だ」

　溜ため息いきが出るくらいの美び貌ぼうを伴ともない、あいつは二階席から劇場を一望する。

『シューヤ・マリオネット』のメインヒロイン。

　ダリスの同盟国、水すい龍りゆう国家の第二王女。主要人物の証あかしともいうべき輝かしいオーラに、誰もが二階席のあいつに見み惚とれ、口々に賞賛の声が囁ささやかれる。

「ったく、あいつだけ良い席に座りやがって」

「アリシア様はお姫様ですから」

　君も本当は、と思うが心の中でそれ以上を押しとどめる。

　シャーロットは平民、真実はいつか来るその日まで永遠に秘密だから。

「……そうだね。あいつは王族だから」

　無表情に見下ろすアリシアの隣となりに白マントを羽織った男が姿を見せる。

　王室騎士ロイヤルナイトの登場に、劇場の雰囲気は一変した。




「……見て。本物の王室騎士ロイヤルナイト……」

「じゃあ、隣にいる女の子が噂うわさになってる魔ま法ほう学園の王女様……」

　威い風ふう堂どう々どうとしたその姿、何事にも動じない歴戦の騎士を思わせる高潔さ。

　光のダリス王室を守る鉄てつ壁ぺきの騎き士し。

　白マントを羽織るセピスが醸かもし出す気品の高さ。あの姿を見て、平民の血が半分混じっていると考えるものはいないだろう。

　格の違ちがい、生まれついての高潔さ。王室を守る選えりすぐりの精せい鋭えい。

「見ろ…後ろにいるのは花の騎士、オリバー卿きようだ………」

「王室騎士ロイヤルナイト様が二名も付き従うなんて……」

　二人の王室騎士ロイヤルナイトの登場により、高こう揚ように包まれる劇場内。

　にしてもセピスは無表情に劇場を見下ろして、それがまたカッコいいとか言われてしまうのだからイケメンって奴は得である。

　くそう、今に見てろよ。俺だって瘦やせマッチョになったら……。

「スロウ様。やっぱり王室騎士ロイヤルナイト様ってすごいんですね」

「戦場で輝かがやく公爵家デニングと、宮きゆう廷ていで光る王室騎士ロイヤルナイト。あいつらには華があるんだ」

　一階を見み渡わたしていた花の騎士が俺を見つめ、腰こしの杖じよう剣けんに手を掛かけ、軽く頷うなずいて見せる。

　アリシアの護衛は任せろと言っているようだ。

「王室騎士ロイヤルナイト様二人に守られるなんて、アリシア様はすごいですね」

「あいつらの発案だから守ってもらわなくちゃ困る」

「でも私、スロウ様がアリシア様の近くにいて守るものだと思ってました」

「あいつは俺なんかよりセピスがいいって言うよ。俺なんかより何倍もカッコイイからさ」

「……そんなことないと思いますけど。あっ、スロウ様。私達の席はあそこみたいですよ」

　小走りになったシャーロットの後に続き、もう席に座っていた人たちの前を通り抜け、目的の場所に近づいていく。

　アリシアの警備は万全だ。だって王室騎士ロイヤルナイトが二人もついている。

　盗とう賊ぞく団如ごとき、王室騎士ロイヤルナイト二名がいれば問題無し。

「スロウ様はやっぱり……アリシア様の傍そばに……」

　その先は何故か、言いい辛づらそうに止まってしまうシャーロット。

「どうしたの？」

「いえ……何でもありません」

　もう大分席も埋まってきた。

　そろそろ照明が消え、舞ぶ台たいの幕が上がるかもしれない。

　シャーロットの横顔を見る。少し強こわ張ばって見えるのは俺の気のせいなんかではないだろう。手を握にぎりしめて、僅わずかに震ふるえているようだった。

「シャーロット、ちょっといいかな」

「……何ですか？」

「俺が間違ってたのかもしれない。君は勇敢だ、俺が思っていたよりずっと勇敢だった」

　思えば、シャーロットが俺の意見に真っ向から反対したのはこれが初めてかもしれない。

　宿で待ってると思っていたのに、予想は覆くつがえされた。シャーロットは争いの場が苦手の筈はずなのに、デニングの従者としては正しすぎる道を自分から選せん択たくした。

　俺たちは半人前同士。

　お似合いと言えば、お似合いだった。けれど俺はリアルオークではなく、本当の俺のままで彼女と共にいたい。そのためには、シャーロットも変わらなくちゃいけないのかもしれない。心では、ずっと思っていたことだった。

「……スロウ様は危ない人が学園に忍び込んだ時の私を覚えてますか？」

「覚えてるよ、君は随分と怖こわがってたね」

「あの後、考えたんです。スロウ様は戦って、私は怖がってました。でも、それは可笑おかしいことだなって。もし私以外の従者の方がスロウ様の専属なら、一人で戦わせる筈ないなって……スロウ様が変わろうとしている中で、私もスロウ様のように変わらないといけないって思ったんです。でも、スロウ様みたいに劇的には無理ですから……ちょっとずつ……あっ」

「……暗くなったね。そろそろだよ」

　あれ程ほど騒さわがしかった話し声、だけど劇場内の照明が落とされたことで一気に静まった。

　座席や人の姿が判別出来なくなるほどの薄うす暗ぐらさ、でも隣に座るシャーロットはよく分かる。暗くら闇やみの中。長い睫まつ毛げ、透すき通るような肌はだの白さ。

「シャーロット、俺はね──」

「退どいてくれ退いてくれっと、間に合った。そこのおっさん、俺の席に荷物を置くのは止やめてくれ」

　響ひびき渡わたる男の言葉。

　明るい無ぶ遠えん慮りよな声に、劇場がざわついている。

「剣つるぎの乱。平民の剣けん士しが主人公ねぇ、一体どんな物語なんだか……」

　折角出来た雰囲気を台無しにするかのような独り言。

　礼れい儀ぎを知らなそうな若者の男が開演ギリギリで、俺たちの後ろの席に座ったようだ。

「……ところでスロウ様。私たち、劇を楽しんでもいいんでしょうか？」

「楽しむぐらいがちょうどいい。だってシャーロット。これ、見たかったんでしょ？」

　こくりと恥はずかしそうに頷く彼女の姿を見て、俺の心も満ち足りていく。

　それ程心配する必要はないか。だってこれは、アリシアを餌にして盗賊団を壊かい滅めつさせる勝利確定のイベントだしな……。

　……なんだけど、どこかで違い和わ感。何かを見落としているような……。

　ここで盗賊団は壊滅して……あれ？　でもアニメの中で……アリシアとボルギィは……？

「ん？」

　すると後ろから口笛の音が聞こえた。その音色はまるで初心うぶな俺たちを茶化すような旋せん律りつで、荒あれそうになった俺の心を静かに落ち着けて行く。

　……まぁ、いいか。少なくとも今は、大切な君が隣に座るこの奇き跡せきを楽しむとしよう。
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　──シャーロット・リリィ・ヒュージャックにとって、先ほどの接せつ触しよくは不思議と熱を持ったものだった。

　身体からだを支えられ、そこにいたのは彼女の主あるじ。

　だけど間近で見たその姿、不意に別人でないかと思ってしまったのだ。

　今も凜り々りしい横顔で、急に頼たよりがいが出てきた。

　これまでの彼とは違う。

　戸と惑まどって言葉も出ず、何やら可笑しな反応をしてしまった気がする。

「殿でん下か！　確かにモンスターは恐おそろしい、しかし私は貴方あなたに勇気をもって外の世界を見て頂きたいのです！　さぁ、行きましょう！　迷宮ダンジヨンの奥地へと！」

　そして、今もそうだ。

　劇が始まったというのに。彼女は主である彼の横顔を見つめ続けた。
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『剣の乱』は今、ダリスで話題をさらっている劇であった。

「聞いていた話と違う！　迷宮主ダンジヨンマスターは只ただの鎧武者デユラハンではなかったのか！」

「冒ぼう険けん者達が逃にげ出したぞ！　誰だれか！　誰かおらぬのか！」

　迷宮ダンジヨンに連れて行かれたお姫ひめ様ひまと数名の騎士を一人の剣士が助ける物語。

　剣士は平民の身でありながら、騎士達も為なすすべが無かったモンスターを打だ倒とうする英えい雄ゆう劇。

　息もつかせぬスピーディな展開で、物語は佳か境きように進んでいく。

　剣士と王国の姫が、遂ついに出会う。

　引き込まれる内容で隣に座るシャーロットも固かた唾ずを飲んで見つめている。

「貴方は一体！」

「俺は平民でね、生あい憎にく名乗れる名前なんて持っちゃいない。さぁ、騎士さん達は下がってもらおうか。迷宮主ダンジヨンマスターは剣士の成れの果て、つまり俺の獲え物ものだ」

　手に汗あせ握にぎる迫はく真しんの演技。

　役者達を盛り上げる楽団の演奏とあいまって、グイグイと引き込まれる内容だった。

　煌びやかな舞台上で剣を持った黒くろ髪かみの剣士が全身鎧のモンスターに斬きってかかる。傍かたわらには、座り込んだお姫様役の可か憐れんな少女がうっとりした目で剣士を見つめている。

「おいおい。あの屁へっ放ぴり腰は何だぁ？」

　……うるせぇ。

　折角の良いシーンだというのに、後ろに座る奴やつがぶつぶつと笑ったり、そんなこと言ってねえとか呟つぶやいているんだ。絶対さっきギリギリで入ってきた奴だろ。嫌いやな予感がしてたんだよ。劇に見入っているシャーロットは気付いていないが、俺はそいつの声が気になって仕方がなかった。

　二階席に目をやると、アリシアやセピスの姿が見える。

　目的の盗賊団は未いまだ行動を起こす気配が無く、劇場にもまだ異変は起きていない。壇だん上じようでは剣士の男が全身鎧のモンスターに向かって、大剣を振ふりかぶった。

　遂にクライマックス。

　セピス、盗賊団は遂に現れなかったな、お前の守護騎士ガーデイアンへの道はこれで終わり──。

「有あり難がとうございます、旅のお方。お名前は」

「俺の名は」

　その時、劇場から光が消えた。

　余りにも唐とう突とつに、世界は闇に包まれる。一いつ瞬しゆん俺でさえ演出なのかと疑った。

　そして唐突に、舞台を照らす照明が一いつ斉せいに点灯。

「あれは──なんだ」




　すると状じよう況きようは一変。

　壇上には倒たおれ込んだ剣士の姿、傍らに立つ全身鎧のモンスター、硬こう直ちよくするお姫様。

　沈ちん黙もくからざわめきへ。

　モンスターは頭を覆おおう兜かぶとを外し、客席を見つめた。

　灰色の髪かみは無造作に伸のび、くたびれた顔。それなりに身長はあるようだが、陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きの男が手を上げる。その手に握られている一本の杖つえ。

　明らかな違和感、だけど誰も止められない。魅み入いられたかのように、俺でさえ動けない。

「かくして剣士は起き上がらず、これで序章プロローグは終わりだ」

　紡つむがれる声は堂々とし、本物の舞台役者と比ひ較かくしても遜そん色しよく無い。舞台の続きなのかとざわめく観衆、客の視線はやはり壇上に釘くぎづけだ。

　だが、俺は下手人の顔に見覚えがあった。

「それでは本編の開幕である、題目は狂乱パニツク。長い潜せん伏ぷくを終えるに相応ふさわしい舞台としよう」

　即そく座ざに杖へと手を伸ばし──。

「騎士国家ダリスの民たみよ。私の魔法ことばが貴方方を役者に変える……水よ、荒れ狂えウオルト・エア」

　男の詠えい唱しようで発生した水流は、幾いくつかの筋に分かれ天てん井じようへと導かれた。

　そして、砕くだかれた照明の破は片へんが劇場に降り注ぐ。
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　──筈だった。

　炎ほのおに包み込まれた水流はキラキラ輝かがやく水すい滴てきに様変わり。

　惨さん劇げきをもたらす筈だった器具の破片は観客の頭上に生まれた炎の余波によって粉ふん塵じんと化し、突とつ如じよ頭上に現れた膨ぼう大だいな熱に観客席からは悲鳴が上がる。

　狂乱の初手は阻はばまれたが、盗とう賊ぞく団を束ねるボルギィに動どう揺ようは無い。

「音に聞こえる騎士国ダリス家の王室騎士ロイヤルナイト。これ程早く応戦出来るとは素す晴ばらしい対応力」

　長い潜伏の終わり。

　執しつ拗ようなサーキスタ軍の追つい撃げきにより数を減らした盗賊団。地下で少しずつ仲間を増やし、漸ようやく活動の再開に相応しい一ページを生み出す準備が整った。新入りや裏社会に力を見せつけるためにも初仕事は盛せい大だいに、狙ねらう獲物は大物であればより素晴らしい。

　全身を覆い隠かくす鎧武者モンスターから人間への変へん貌ぼうは、ボルギィに言わせればまさしく生まれ変わり。活動拠きよ点てんをサーキスタからダリスに移す盗賊団の復活にこれ程相応しい舞台はないとさえ思える。

「やはり此こ度たびの情報は我々を誘おびき寄せる罠わなであったか、予期していなければ私の魔法にこれ程早く対応は出来ぬ」

　ボルギィはゆっくりと、二階の王女を守るように立ち塞ふさがる王室騎士ロイヤルナイト達に目を向けた。

　剣に手を掛かけ臨戦態勢の花の騎士、そして王女の隣となりに立つ名も知らぬ氷のような冷たき王室騎士ロイヤルナイトが一人。

「白マントが二人。相あい見まみえるのは初めてだが、王室の守護者と呼ばれるその力。どれほどのものか見せてもらう──者ども、決起せよ」

「……へぇ。ちゃんと見えてるじゃないですか、坊ぼつちゃん」

　呟かれた声は誰にも届かず、だが舞ぶ台たいはボルギィが望む狂乱へと確実に導かれた。
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「ぁぁぁあああああああああ」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの劇場内。

　一いつ般ぱん客きやくに混ざっていたんだろう盗賊団が決起。最悪の状況を避さけた代わりにラ・キュビリエ座はパニックに陥おちいった。逃げ惑まどう群衆、確かにさっきの魔法はインパクトがあった。王室騎士ロイヤルナイトのどちらかが魔法で撃げき退たいしたが、平民の彼らは守られたことさえ認にん識しきしていないだろう。だけど既すでに出口を封ふう鎖さするように、立ち塞がっている数人の男達の姿。

　行動が早い、さすがに名高いサーキスタの軍隊から逃げ延びた盗賊団。王室騎士ロイヤルナイト二名がいようと勝機があると考え、出てきた王室殺しの小さな軍隊。

「……」

　隣ではまだシャーロットが呆ぼう然ぜんとしている。

　理解はしていても、覚かく悟ごは出来ていなかったか。

　だけど好都合。俺の傍そばにいれば、少なくともシャーロットは無傷でこの戦場を乗り切れる。

　それより王室騎士ロイヤルナイト二人！

　これは勝利確定のイベントだろ、何をぼさっとしてやがる！

「──はっ？」

　二階の貴き賓ひん席に目を向けると、そこでは驚おどろくべき光景が繰くり広げられていた。
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　名高い花の騎き士しは悔くいていた。

　アリシアを餌えさに盗賊団を誘き出すといった乱暴なやり方、王室騎士ロイヤルナイトとして決して誉ほめられた作戦ではないことぐらい重々承知。

　けれど、全すべては自分達の無能さが原因だ。

　傭よう兵へい護送を部下に任せ、この街に留とどまってから何の成果も自分は上げられなかった。ようやく裏の社交場ブラツクロビーを突つき止めても、何か合言葉があるようで何も情報を得られず。ここ数日はただ己おのれの未熟を恥はじ入るばかり。表の世界で生き続けてきた自分に、裏の世界に入り込むなど不可能であった。

「ようやく現れたか。だが、奴らは我ら王室騎士ロイヤルナイトを甘く見過ぎた」

　情けない状況に一筋の光明。

　セピスからアリシア殿下自ら、ボルギィ捕ほ縛ばくを目指した素晴らしい提案を受けたと伝えられた。自分の身を囮おとりに誘き寄せる等本来許されたものではない。だが殿下からの強い要望。彼女は何たる勇気をお持ちなのかと感心せざるを得なかった。

　こちらに向けて放たれる水と風の二重魔法を蹴け散ちらせながらオリバーは劇場を見下ろし、全体を俯ふ瞰かん。盗賊団一人一人の力量を把は握あくし、花の騎士は確信する。

　ボルギィ一派は烏う合ごうの衆しゆう。頭かしらのボルギィを殺せば、集団は一気に瓦が解かいする。花の騎士はボルギィから放たれた魔法を再度撃げき墜ついし、二階から飛び降りようと手て摺すりに手を掛けた。

「セピス！　私は奴の首を取りに一階へ降りる！　お前は殿でん下かを──」

　前もって各おの々おのの役割を決めていた。

　盗賊団をオリバーが壊かい滅めつさせ、セピスの役目は殿下の守護。

　何より重要なことは殿下の身を守ること。

　セピスは落とし子でありながら、実力においては既に己をも凌しのぐ三重の魔法使いトリプルマスター。

　落とし子であるというハンデを負いながら死しに物もの狂ぐるいで成り上がり、花の騎士もその力には絶大な信しん頼らいを置いていた。

「殿下！　貴女あなたはセピスの傍を一時も離はなれないよぅ──」

　だが、そこでオリバーの胸へと一気に差し込まれた杖じよう剣けん。

　王室騎士ロイヤルナイトに与あたえられる近接戦せん闘とうも可能とする特別性の杖じよう剣けんが己の胸部を貫つらぬいている。

　頭が理解を拒きよ絶ぜつした。

　……これは、何だ。

「オリバー卿きよう」

　遅おくれて、激痛がやってきた。

　吐と血けつしながらオリバーはセピスを見つめる。

　若じやく輩はい者の王室騎士ロイヤルナイトでありながら前ぜん途と有望な騎士。侯こう爵しやく家の落とし子と言われながらも成果を着実に上げていき、王室騎士団長ロイヤルバトラーや女王陛へい下かからの信頼厚く、守護騎士ガーデイアンの筆頭候補だと陰かげで囁ささやかれた。

「私の血統を気にせぬ者は、王室騎士団ロイヤルナイツでは貴方あなたぐらいのものでした」

　血ち飛沫しぶきが無む垢くな少女に降り掛かり、朱あかきドレスが血ち塗ぬられる。

　アリシアは目の前で起きた光景を理解出来なかった。

　言葉も発せず、彼女はただ茫ぼう然ぜんと頰ほおに当たる温かい血に視線を落とした。

「セピス、何故なぜっ……」

「お別れです」

　こうしてヨーレムの街に派は遣けんされた王室騎士ロイヤルナイトの一人。

　花の騎士は予期せぬ仲間の裏切りによって、その場に崩くずれ落ちた。
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　はぁぁああああああああああ！！？？？？

　セピスがオリバーに手を掛けるまさにその瞬間を目もく撃げきし、俺は心の中で絶ぜつ叫きようした。

　いやいや何やってるんだよセピスッ！　お前はここで盗賊団を壊滅させる役回りだろ！

　それにお前が裏切るのはもっと先、守護騎士ガーデイアンになった後!!　そこでカリーナ姫ひめに手を出すって流れだろ。何でオリバーに攻こう撃げきしてんだよ！　それにあいつ、アリシアを連れて行きやがった！　俺はあいつの運命が変わるようなこと何もしてないぞ、なのにどうしてアニメと違ちがう流れになるんだよ！

「ははは、良い金になりそうだ、何より小さいってのがいい。さぁ、そいつを寄よ越こせ！」

「こちらへ来るな！　この楽器は私の命だ、貴様らなんぞにくれてやるものか！」

　オリバーとセピス、盗賊団イベントを解決すべき二人の王室騎士ロイヤルナイトが消えてしまった。

　俺が代わりにこいつをやれってか？　いや、それよりもアリシアがセピスに連れて行かれた！

　どうする、今すぐセピスを追いかけるか!?　いや、ダメだ。劇場をこのままにしておけない！

「うあッ」

　楽団の楽器に手を掛けようとしていた盗賊の一人を魔法で昏こん睡すいさせる。

　盗賊団の中には魔法使いも存在するようで、これ以上の混戦になれば死人が出るかもしれない。

「シャーロット、いつまでぼけっとしているんだ！」

「す、スロウ様……わ、わたし」

　シャーロットは現実を前に思考が追いついていないご様子だ。

　ショック状態から抜ぬけ出させるために、俺は心を鬼おににして彼女に言う。

「……シャーロット。これが戦場だ。俺の専属従者がいるべき世界なんだ」

　悲鳴は止まらず、その度たびに彼女もまた震ふるえる。

　だけど、そんな弱さを打ち消すために彼女は俺に言ったんだ。

　この戦場に来る、と。

　だから俺は彼女の同行を許可したのだ。けれど、今震えている彼女は先ほどの彼女ではない。

　その時、どこからか感じる殺気、全身に伸のし掛かる絶対強者からの威い圧あつ感。

　劇場内に潜ひそんでいる風の大精せい霊れいが俺を見ている。

　あいつはシャーロットのこととなると見境が無い。もし危害が及およぶなら、ノーモーションで俺を殺しこの場を制圧するだろう。

　俺とあいつはシャーロットを守る共犯者。僅わずかに口を動かし、掠かすれる程ほどの声で風の精霊に伝える。この距きよ離りであれば、あいつへ正確に伝えてくれるはずだ。

　──俺に任せろ、アルトアンジュ！

　あいつの力はおおざっぱ、盗とう賊ぞく団だけを狙ねらい打つのは到とう底てい不可能。

　けれど、一秒だって無む駄だに出来ない。オリバーは倒たおれ、セピスがアリシアを連れ去った。その時、二階の貴賓席にまで到とう達たつした盗賊団の一人が、未いまだ壇だん上じようから全体を見み渡わたしているボルギィに向けて叫さけんだ。

「ボルギィ様！　王女は王室騎士ロイヤルナイトに連れ去られ、追う者は皆みな返り討うちに！　皆殺しです！」

「……これ以上は追うな、何かが可笑おかしい！　サーキスタとの遺い恨こんはこの場ではなく、次の機会に持ち越こすとする！　者共、鬱うつ憤ぷんを晴らした後は早々と退散の準備を！　急ぎ、金目を搔かき集めろ！」

「えーと。お二人さん」

　サーキスタ王室の仇かたきであるボルギィが近くにいるこの状じよう況きようで、アリシアが敵前逃とう亡ぼうをするか？

　高潔な『シューヤ・マリオネット』のメインヒロイン。アニメの中では、仇の姿を一目見ただけで命を懸かけて倒そうとしたアリシアだ。セピスが相手でも、何としてでも劇場に戻もどってこようとするだろう。だが、今の声。

　セピスは、アリシアを安全な場所へ避ひ難なんさせるために連れ去ったのか？

　──絶対に、違う！

　あいつは帝てい国こくへの寝ね返がえりに、騎士国家の王女カリーナ・リトル・ダリスではなく、水すい龍りゆう国家の王女アリシア・ブラ・ディア・サーキスタを選せん択たくしたんだ！

　俺もまた、覚悟を決める。

　──後にこの国に災わざわいをもたらす裏切りの王室騎士ロイヤルナイトを、ヨーレムで仕留める。

「す、スロウ様、わたし、どうすれば」

「えーっと、お二人さん？」

　シャーロットはまだセピスの裏切りにすら気付いていない。

　……俺は、どうすればいい？

　セピスは手て強ごわい敵に成り代わり、アリシアを連れて行った。劇場では盗賊団が暴れている。シャーロットは怯おびえている、風の大精霊さんの力には頼たよれない。

　嘗かつての俺なら迷わない。真っ黒豚ぶた公こう爵しやくの行動原理ははっきりしていた。

　シャーロットとアリシアなら、迷わず俺はシャーロットを選択する。

　だけど、今の俺は──！

「おーい、お二人さん……そこまで無視されると、さすがに悲しいというか」

「さっきから何なんだよ！　それにお前、上映中もゲラゲラと笑ってうるさいんだよ！」

　劇場にギリギリでやってきた無礼な奴やつ。

　この状況でも軽けい薄はくそうな声で、事態がどれだけ切せつ迫ぱくしているかも分かってないのか！

　振ふり返り、背後の客を睨にらみつける。

　そこには白マントを着き崩くずして羽織る、黒くろ髪かみの男がいた。




「兄ちゃんよ！　オメエ、良い剣けん持ってるじゃねえか！　俺のと、交こう換かんしようぜ！」

　興奮しているのか真っ赤になった顔で、黒髪に襲おそいかかる盗賊。

　危ないと声を掛かけようとして。

　だけど振り返りもせず、黒髪の男は剣を逆手に持ち、一いち撃げきで盗賊の胸をすとんと貫いた。

　そして何でもないかのように、俺に向かって笑いかける。

　余りにも鮮あざやかなその手並みと人ひと懐なつっこい笑えみに、俺は言葉を失った。




「名乗り上げは、いりませんよね」

　黒髪が右目を覆おおい隠かくし、けれど面おも影かげがある。

　その姿に、俺は固まった。

　たとえどれだけ年を重ねたとしても。

　俺が、この俺が、あいつの姿を忘れるわけが無い。

　平民から、デニング公爵家の正式な騎き士しとなった異い端たんの少年。

　年若き少年でありながら俺の父であるデニング公爵からも厚い信頼を得た男。

　溢あふれる感情。何故お前が、ここに。

　だけど、問い詰つめている暇ひまは無い。万感の思いを押し殺し、俺は問うた。

「お前が今──状況をどれだけ把は握あくしているのか、聞かせろ」

「オリバーがセピスに斬きられ、アリシアちゃんがセピスに連行された。可哀かわい想そうに、折角のドレスが台無しだ。それにオリバーは忠義に熱い男、間違いなくセピスの方に訳がありそうだ」

「……充じゆう分ぶんだ」

「王室騎士ロイヤルナイト様が現れないと思ったら、え、セピス様がオリバー様を？　え、ええっ!?　それに何で──さんが、ここにいるんですかっ!?」

　隣となりではシャーロットがどうしていいか分からないご様子で。

　しかしこいつの登場はパニックを上回る余程の衝しよう撃げきだったのだろう、彼女はあるべき本来の姿を取り戻していた。

　俺もまたグチャグチャになりそうな頭の中で、自分を取り戻す。

　あの日、夢に見た生意気そうな少年がそのまま大人になったその姿。




「あの子プリンセスを救うのは、婚約者フイアンセたる坊ぼつちゃんの役目だ」

「元、だ。今はもう俺なんかを望んじゃいないだろうが、俺にはあいつの人生を壊こわした責任がある。だから──」

　何をするにも、いつも行動を共にした両翼の騎士ツインナイトの一人を前にして。

　あの日見た夢の終わりと同じように、幻げん想そうから飛び出してきた男に向かって言ってのける。

「この場はお前に任せる──シルバ」

「お任せを。何たって俺は──貴方の専属シヤーロツトちやんと同じ、特別ですから」
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　信じられない信じられない、信じられないっ！

　仲間である花の騎士を斬った。

　目の前で起きた凄せい惨さんな光景は、自分の脳のう裏りに深く刻み込まれている。

　一いつ切さいの躊躇ためらいなき抜ばつ刀とうを受け、崩れ落ちる花の騎士。

　その後は手を引かれ、劇場から逃とう走そう。

　自分たちを追ってきた盗賊達を魔ま法ほうで倒すと、二階奥にあるトイレの壁かべを破は壊かい。厚みがある壁の中は真まっ暗くら闇やみの空くう洞どうとなっており、セピスに抱かかえられ飛び降りた先は迷めい路ろのように曲がりくねった地下通路に繫つながっていた。

　盗賊団の出現以上に心が追い付かない。

　まさに豹ひよう変へん。

　セピスの変わりようを表すのに、それ以外の言葉は思い浮うかばず。
















　あの優やさしかった王室騎士ロイヤルナイトは、どこにもいない。

　自分の腕うでを取る薄うすら寒い笑みを顔に張り付かせた男は、もはやあの平民を想おもいやったセピスと同一人物とは思えなかった。




　──機は熟した。

「この手を離はなして！」

　暗い道を突つき進む。

　自分の心を表すかのような深い暗闇を、壁に立てかけられた松明たいまつの明かりが僅かに照らす。追っ手はいない、王女を追ってきた盗賊団の人間は全すべて殺した。

「セピスさん、一体何を考えてあのようなことを！」

　世界が理り不ふ尽じんだと感じるようになったのは子供の頃ころから。

　幼い頃から魔法を使えたが、決して外で魔法を使わないよう母親から躾しつけられていた。

　魔法は分かりやすい才能の象しよう徴ちよう。何故なぜ、自分は魔法を使ってはいけないのか、いつも疑問を抱いだいていた。

　──ある日、侯こう爵しやく家より使者が来た。

　今も忘れられないあの光景、馬車から降りてくる者達の姿は今でもなお鮮せん烈れつに記き憶おくに残っている。いないと思っていた自分の父親は、貴族だったのだ。

　そして、選んだ。

　難病を患わずらう母親の治ち療りようと引き換かえに、貴族となる道を選択したのだ。

「オリバーさんは仲間ではなかったのですか！　それにどうして兵士が一人もいなかったんですの！　あ、まさか、オリバーさんが奴らと内通をしていたのっ!?」

「オリバー卿きようが敵と内通していた？　彼は花の騎士。愛よりも国を選んだ人間だ。誰だれよりもこの国を愛している彼が敵と内通など、考えることすら馬ば鹿からしい」

　侯爵家での生活は過か酷こくだった。

　だが、無知な平民から貴族となるのだ。専属の家庭教師を何名も付けられ、血ち反吐へどを吐はきながら身体からだに貴族としての生き方を染しみ込ませていった。何度も逃にげ出そうと考えたが、母親のため、何度でも立ち上がった。

　そして魔法学園で生活するようになってすぐ。貴族でも平民でもない自分は他ほかの生徒の誰よりも魔法が上手うまく扱あつかえ、自分の魔法使いとしての才能に気付いた。どこかで思い上がっていたのだろう。ある日、落とし子であるとの噂うわさが広がり、壮そう絶ぜつな苛いじめを受けるようになった。平民の血を持つ者は、貴族を超こえる優位性を見せてはいけないのだ。

「それにここ、どこなんですの？　この秘密の通路は何っ！　セピスさん、どこに向かっているんですのっ。それにボルギィが！　私は劇場に戻りますわ！」

「この道は北へ。帝国に続く道にございますよアリシア殿でん下か」

「き、北!?」

　世界に存在する他国について学び、北方を支配するドストル帝国には身分の差が殆ほとんど無いことを知った。

　その国に憧あこがれるようになるのに時間は掛からなかった。

　来る日も来る日も勉強を重ねたある日。確か雪が降り始めた日だったように思う。侯爵家より母親が亡なくなったとの連れん絡らくが来たのは。

　母が体調を崩くずしていたことさえ自分は知らず、もはや生きる理由さえ見当たらない。

　あの男──ペンドラゴン侯爵は本当に、母の治療に尽じん力りよくしたのか。

　湧わき出る疑問は、次し第だいに憎ぞう悪おへと移り行く。

　絶望の日々を重ねていたある日、学園長の部屋に呼ばれ、思いもよらぬ話を聞かされた。

『何故、私が王室騎士ロイヤルナイトに？　私は……落とし子です』

『……侯爵家から離れる必要がある。君は、父親であるペンドラゴン侯爵を心の底から恨うらんでいるね』

『そこまで理解しているのなら──何故？　私は、この国を愛してなどいません。そんな私が王室騎士ロイヤルナイトなど』

『君の未来が潰つぶれていく様子を見るのは余りに心が痛むのじゃ。安心せい、君がこの国を裏切れば、儂わしが責任を取って君を殺しにゆこう。だからセピス君、君は王室騎士ロイヤルナイトになりなさい』

　王室騎士ロイヤルナイトとして、家名を背負って働く日々の中、ふと気づいた。

　地位を得た後、寝返ればそれは侯爵家への致ち命めい的てきな打だ撃げきとなるのではないか。

　その思いを助長するかのように、突とつ然ぜん不ふ審しんな男から手紙を渡わたされた。手紙には精密に自分の出生から今までが全て、事細かに調べてあった。

　そして、最後に。帝国の全土統一に協力してほしいとの文字を見た。

　──生きる意味が生まれた。

「王室騎士ロイヤルナイトが、北に向かう!?　セピスさん、貴方あなたそれがどれほどの裏切りか分かっているんですの!?」

「一朝一いつ夕せきではなく、悩なやみぬいた決断ですアリシア殿下」

　大きな夢と、とびきりの復ふく讐しゆうのために守護騎士ガーデイアンとなる。

　あの日まではそれが最善の道だと思っていた。

『思い出したんです。私にとって一番大事なことが、何だったかを』

『私も……思い出したよ』

　あの可愛かわいらしいデニングの従者の言葉に胸を打たれ、気づく事が出来た。

　ペンドラゴン侯爵家への復讐など、望む未来に比べれば何とちっぽけなことだったか。

　シャーロット、今あの時の問いに答えよう。

　私はね──貴族と平民の境目が無い世界を作りたかったんだ。




　もう迷わない。

　この国に未練はなく、夢のために一刻も早く行動するべきだ。

　侯爵家への復讐ではない。

　自分が帝てい国こく統一のための力となり、理想の世界を作り上げる。

「まさか──セピスさん、貴方が盗とう賊ぞく団を」

「いいえ、それも違ちがいますアリシア殿下。私はただ情報を流しただけ。彼らを利用させて頂きました。奴らの祖国に対する恨みは本物だった。全て、笑えるくらい上手く行きましたよ」

　王女の小さな手首を強く握にぎり締しめながら、暗い道を進みゆく。

　ヨーレムの地下に存在する無数の地下通路。自分が行く道の先はヨーレムの街郊こう外がいにある古民家の一室に繫がっている。あちらには既すでに、帝国の者が待機しているはずだ。本来の目的である光のダリス王室ではないが、南方の国々に亀き裂れつをもたらす良い手て土産みやげになるだろう。

「アリシア殿下、最も困難を極きわめたのは、貴女あなたと彼を引き離すこと。何せ彼は常に殿下の傍そばにいましたからね」

「貴方は最初から、このために私を！」

「本来はこのような手段を取るつもりは無かった。殿下、貴女は万が一の保険──そろそろ、外に出ます。お覚かく悟ごを」

　長い暗闇の先に、光が見えた。

　お別れだ、祖国ダリスよ。







「貴方、卑ひ劣れつですわ──！」

　このままではまずい──まずいっ！

　腕を取る男の狂きよう気きに、背筋には恐きよう怖ふが走る。

　何とかして、逃げ出さなければ。

　傭よう兵へいの時とは決定的に状じよう況きようが違う。杖つえはある、あの時のように丸まる腰ごしじゃない。だけど血ち塗ぬられたドレスが先の瞬しゆん間かんを想起させる。自分も花の騎士のように──ゾッと恐怖を感じ、抵てい抗こうする意志すら萎しぼんでいく。こんなことなら、あいつの言葉に従っとけば良かった。自分はセピスの内に潜ひそむ狂気に何一つ気付いていなかった。

　悔くやしさに歯は嚙がみし、じっとりと汗あせばむ手で杖を摑つかむ。

　この身は王族、敵の手に落ちるなら──いっそのこと。

　震ふるえながら、そう悲痛な覚悟を決めた時だった。

「──」

　前を走るセピスが不意に止まる。摑まれていた腕が急に解放され、思わず倒たおれ込んだ。口に砂じや利り、頰ほおを擦こすり、足には傷が。痛い。だけど、どこからか誰かの声が聞こえた。幻げん聴ちようじゃない。だから、彼女は顔を上げた。土と埃ほこりに塗まみれながらも。『シューヤ・マリオネット』のメインヒロインたる彼女はしっかりと顔を上げ前を向いたのだ。

「だから言ったろ？　セピスは信用ならないって」

　暗くら闇やみの中で、壁かべに寄り掛かかる誰かの人ひと影かげ。

　涙なみだで濡ぬれた視界はとっても意地悪、その人の姿をきちんと映してくれないから。

　もしや帝国の人間かもと考えたが、アリシアは即そく座ざに否定。

　だって、はっきりと声が聞こえたから。

　だって、その声を彼女はよく知っていたから。

　誰かなんて考える必要もない。

　だって彼女が、彼の姿を見間違うわけがない。

　アリシアは──。

　彼ともう一度お話ししたいと思って、この国にやってきて。

　彼と一いつ杯ぱいお喋しやべりがしたいと思って、同じ部屋に居続けたのだから。

「後は、任せろ」

「……うん、助けて」

　今度はあの時と違って、しっかりと思いを声に乗せられた。

　それだけで嬉うれしかったのだけど、首に落ちる鋭するどい衝しよう撃げき。セピス・ペンドラゴンの手刀によって、少年の元婚約者フイアンセは余りにもあっさり意識を失った。




「王室騎士ロイヤルナイトにしては、随ずい分ぶんと手て荒あらな扱いだな」

　その様子を見て、少年は酷ひどく気分を害されたのか、顔を歪ゆがめた。

「……君か」

　彼こそが、脈々と続く純血の血を受け継ついだ本物の貴族。

　学生でありながら、自分やオリバー卿に臆おくすることない全属性の魔法使いエレメンタルマスター。

「よく私がこの道を行くと分かったな。何故なぜだ？」

「教えてやる義理は無いな、それよりアリシアを渡せ」

「この少女がそれだけ大事か？　それは、君の元婚約者フイアンセだからだろうか」

　頰に撫なでられるような風を感じる。

　違い和わ感を探さぐるように頰を撫でると、手にべったりとついた血が目に入る。

「今、詠えい唱しようをしたか学生君」

「殺されたくなかったら、アリシアを渡せ」

「……成る程ほど、君はオリバー卿の言う通り、学生としては破格の力を持っているらしい。ならば、相応の態度で向かうとしようか」

　セピスはアリシアを冷たい地面にそっと寝ねかせ、一歩進む。

　彼女に怪け我がをさせるわけにはいかない。彼女は帝国への大事な手土産なのだから。

「一つ、聞かせてくれ。君はまさか、あの可愛らしい従者をあの場に置き去りにしたのか」

「……」

　無視か、そう呟つぶやくとセピスはまるで役者のように華か麗れいに杖じよう剣けんを抜ぬき去った。

　暗闇を背にし、もう一つの未来と同じく、裏切りの騎士と化した男は静かに笑う。

「殿下を、安全な場所に連れていくだけさ」

「噓うそだな、上にいた帝国の奴やつらは俺が倒した。お前は王室騎士ロイヤルナイトでありながら、奴らと繫つながっていたな」

「……相応の実力者を呼んでもらったつもりなんだが」

「お前は何が不満だったんだ。何故このタイミングで祖国ダリスを裏切るような真似まねを」

「祖国、このダリスを祖国と？　悪いが、私はこの国を愛したことなど一度もないよ。それにきっかけなど、他国の王族がこれ程無防備に私に信しん頼らいを寄せるなど滅めつ多たにないことなのさ」

「お前が裏切れば、侯こう爵しやく家はおしまいだ。それだけの覚悟があっての行動か」

「……元々、このタイミングで裏切るつもりはなかったのだが、ある少女との語らいで気付かされてね。母は死に、私の後ろには誰だれもいない。守るべき家族もおらず、ならば前を見るべきだと。私も彼女のように、なりたい理想のために生きようと思っただけだ」

　誰にも語るつもりの無かった、アニメの中でも隠かくし続けた本心。

　それはこの場にやって来られた彼に対するご褒ほう美びであったのかもしれない。

　だが、スロウにはそれだけで充じゆう分ぶんだった。

　裏切りの守護騎士ガーデイアンの根本を理解出来たのだから。

「そうか……そうだったのか。お前の根底にあるのは家族だったのか……」

「学生君、君は私が落とし子であることを知っていたな。君が私に向けていた視線、同じ貴族に向けるものでは到とう底ていなかった。君も内心、私を落とし子だと見下していたんだろう？　公爵家デニングの純血に比べれば私などゴミのようなものだろうからな」

　その時、少年の顔が悲しげに歪んだ。

　彼の頭の中には、『シューヤ・マリオネット』の世界で起きた全すべてが詰つまっている。

　哀あわれな最後を遂とげる裏切りの守護騎士ガーデイアンがそこにいる。

　侯爵家の落とし子でありながら、王室騎士ロイヤルナイトにまで上り詰めた野心家にして、狡こう猾かつな戦略家。

　とてもじゃないが好きになれないけれど──その本音に今、気付けた。

「セピス……お前は、哀れな男だな」

「私は全てを欺あざむき、王室騎士ロイヤルナイトに至った。全ては、今日この日のためだよ学生君」

「違う、お前は何も知らないだけだ」

　貴族社会の中で孤こ独どくに抗あらがい続けた男を前にして、スロウ・デニングは杖を下げる。

　今しかない、伝えなければいけないと思った。

　それが全てを知る、自分の役目でもあると感じたからだ。




「セピス、お前の母は生きている」




　その瞬間、裏切りの王室騎士セピス・ペンドラゴンの動きは止まった。

　目は完全に見開かれ、すぐに殺意を込こめた視線を少年に向ける。




「お前とペンドラゴン侯爵が交かわした約束は、既に達成されているんだ」




　裏切りの騎士にとって最も触ふれてはならぬ部分。

　杖じよう剣けんを握る手に自然と力が入り、セピスは息をするのさえ忘れた。

　何故、セピスが貴族となったか。何故、平民としての全てを捨てたか。ぐるぐると人生を変える決断をしたあの日から今までの記き憶おくが蘇よみがえる。

「何故……それを」

　口に出来たのは、それだけだった。

「お前の母親の治ち療りようをしたのは公爵家デニングの人間だ。公爵家デニングで高い地位にある人間なら誰でも知っている。あの侯爵家への貸しだからな」

「……」

「……俺には分からないな、セピス。どうして最愛の母親が死んだと聞かされた後、一度でも故郷に戻もどらなかった。侯爵家を飛び出して、故郷に戻り墓に手を合わせようと考えただけで、お前は事実に気付けた筈はずだ」

「……母が生きているだと、戯たわ言ごとだ」

「お前の母親は、随分とお前の未来を考えていたみたいだな。貴族として生きる息子むすこの未来に平民である自分が関かかわってはいけないと。偽ぎ装そうの死を演出するよう頼たのんだのはお前の母親だ」

「証しよう拠こなど、一つもない。貴様の言葉など、信じるに値あたいしない」

「この国で一番の水の魔法使いが集まる場所はどこだ？　ダリス王室か？　王室騎士団ロイヤルナイツか？　違ちがう、公爵家デニングだ。この国の軍事を一手に引き受ける公爵家デニングに、本当に愛国心のある、才能豊かな魔法使いが集まるんだ。だから、侯爵家もうちを頼たよってきた」

「……」

　ダリスで最も力のある大貴族、光のダリス王室に匹ひつ敵てきする権けん威い。

　確かに、母親の治療は公爵家デニングが抱かかえる人材を用いれば容易たやすいのかもしれない。

「お前は、母親のいるこの国を捨てるのか」

「……そのような言葉で、私が今いま更さら躊躇ためらうとでも思ったか」

　もはやダリスに未練はないと思っていた。

　けれど──迷いが生まれた。

　どうして自分はこの世で最も憎にくむべき父の言葉を、愚ぐ直ちよくにも信じたのだ。一度でも確かめていればこんな学生の戯言に、心を揺ゆり動かされることもなかった。

「上にいた帝てい国こくの人間を尋じん問もんし、奴らがどのようにしてお前を揺さぶったかを知ったよ。確かに帝国が大陸を統一すれば、お前の望み通りの世界が訪おとずれるかもな」

「…………やめろ」

「行けよセピス。一人で行けば、誰も止めない。お前の自由にすればいい。だがな──」

「……黙だまれ」

「お前の目的に、アリシアを巻き込むな。そいつは何も、関係が無い」

　長い沈ちん黙もくに、果たしてどのような意味があったのか。

　だが、覚かく悟ごした男の顔をスロウは見た。それは、あの裏切りの守護騎士ガーデイアンの顔ではない。悲しみや怒いかり、やり場の無い感情を持て余した形容しがたい表情。

「確かに私は……母の墓に一度も手を合わせていない」

「だったら──」

「盗とう賊ぞく団に情報を流し、私はオリバー卿きようを斬きった。もうこの国に私の居場所はない、北に行き帝国の統一に貢こう献けんする以外の道は残されていない」

　ただひたすらに地下通路を進んでいたセピスには知る由よしも無かった。

　今、劇場で起きている異常な事態を。

「そうか。ならば、お前の帰省を促うながすために、一ひと肌はだ脱ぬいでやるとしようか」

　少年はセピスに近寄った。セピスを正しい道に導くのは、今をおいて他ほかに無いと直感したからだ。

　お互たがいが睨にらみあい、緊きん迫ぱくした空気が肌はだに刺ささる。

「私は北で人生をやり直す。だからそこを退どけ」

「残念だったな守護騎士ガーデイアン候補。既すでに勝負は──付いているんだ」

　足に絡からまる縛いましめの土の鎖くさりが、セピスの全身を覆おおおうと触しよく手しゆを伸のばす。

「いつだってそうだ。理想を掲かかげるお前には、足元の現実が目に入らない」

「やはり器用だなッ！　無詠唱でこれ程の芸当が出来るとはッ」

　少年の言葉に気が散り、注意が散さん漫まんになっていた。

　だが、どうして気付かなった。傭よう兵へいとの遭そう遇ぐう時に無詠唱で土つち壁かべを出したと花の騎き士しから聞いていたのに。

「だが、これしきの魔ま法ほうで王室騎士ロイヤルナイトを止めたつもりかッ！」

　王室騎士ロイヤルナイトの杖剣が振ふるわれる。

　セピスの魔法、光の波動はやがて肌で感じられる風に変わり、さらに冷気を帯びた一刀の元、土の縛めが解かれる。

「公爵家デニングの堕ちた風よ！　お前は全てを持っていながら全てを捨てた愚おろかなガキだ！　私が貴様なら、ここまで苦しむこともなかったのだッ！」
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『シューヤ・マリオネット』の世界ではこの国最高の騎士となる男が目の前にいる。

「貴族と平民に分かれるこの国にいる限り、私の居場所はどこにもあらず！　落とし子でありながら侯爵家ペンドラゴン、魔法学園クルツシユ、王室騎士団ロイヤルナイツで過ごした地じ獄ごくの日々が私に真実を教えてくれた！　我が身に流れる忌いまわしき血が消えぬ限り、地獄の牢ろう獄ごくから解放される日はやってこないとッ！」

　セピス・ペンドラゴンの本気を前にして、けれど俺は退くつもりは毛頭無かった。

　急速に下がる温度。セピスの足元から地面が冷気に覆われ、人が三人も横に並べば一いつ杯ぱいになりそうな細い通路がカチカチに固まっていく。

　氷の世界、これは杖じよう剣けんを俺に向けるセピスの心を表しているんだろうと直感。

　だけど臆おくすることは何もない。

　俺は裏切りの守護騎士ガーデイアンの全力を、嫌いやと言うほど知っているのだから。

「誰よりも平民の血を呪のろっているお前が理想の世界を作り上げる？　笑わせるな」

「名めい誉よと才能！　全てを持って生まれた貴様に私の気持ちが分かるものかッ！」

「最後に一つ。お前が北に向かっても、裏切りの十じゆう字じ架かを生しよう涯がい身に纏まとい、死ぬだけだ」

「今までもそしてこれからも道は自分で切り開く。私は貴様と違い、この身一つで成り上がってきたのだ！」

「……そうか。ならもう、俺たちは、言葉を交わす理由もないな」

　一人の男を前に、俺は覚悟を決めた。

　迷いもあった、この男の決意に俺が介かい入にゆうしていいのか。

　だけど今。俺のなすべきことはたった一つ。もう迷いは消えた。

　裏切りの王室騎士ロイヤルナイト、お前の呪いを断ち切れるのはこの世界に、俺しかいない。

「スロウ・デニング！　貴族の象しよう徴ちようたる貴様を超こえて、私は北へ行くのだッ！」

　シャーロット、俺は決めたよ。

「セピス・ペンドラゴン。アリシアに手を出したお前を、断罪する」

　君だけじゃない──俺の大切な者に手を出すなら、容よう赦しやはしない。
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「氷の絶壁アイスエツジ」

　不可視の精せい霊れいが纏まとわりつき、セピスの杖じよう剣けんが力強く青き残光と共に輝かがやいた。

　王室騎士ロイヤルナイトの杖じよう剣けん。魔法の付ふ与よを可能とするため、マジックアイテムの原料となる魔法鉱石を大量に用い、騎士国家の英知を結集し鍛きたえられた武装を前にして、スロウ・デニングは杖つえを構えたまま微び動どうだにしない。

　自分は近接戦せん闘とうを得意とする王室騎士ロイヤルナイト、魔法使いが王室騎士ロイヤルナイトに近づく等、愚ぐの骨こつ頂ちようだが。

　スロウ・デニング……私は貴様のような魔法使いを幾いく度ども葬ほうむってきたのだ！

　セピスは正面を向いて、微動だにせずこちらを見み据すえている少年を捉とらえる。地面を這はうようにして伸びる氷面は少年の足元へ辿たどり着き、次の段階に移行を開始。

「光の抜刀シエイクガウン──」

　抜刀の構え、杖じよう剣けんから[image: ]ほとばしる光の波動はモンスターを相手にした時とは比べものにならぬ輝きを生み出し、地下通路は白光一色に包まれた。

　執しつ行こう者たるセピスでさえも何も見えぬ光の世界。逃にげ場の無い地下通路はセピスにとって最高の戦場と化し、先に佇たたずむ敵に向かって新たな魔法性質を帯びた杖じよう剣けんを一いつ閃せん。

　三重の魔法使いトリプルマスターの全力抜刀術──お別れだ、純血。

「──風の二重刃エアロスレイブ！」

　光の剣筋は威い力りよくそのままに風ふう刃じんへ変質、氷によって動きを封ふうじられた相手を一刀両断する三重魔法。セピスの最も得意とする必殺の剣けん技ぎは──初見殺し。

　視界も効かぬこの空間で、相手は己おのれの半身が崩くずれ落ちる理由も分からず死し骸がいと化す。




　──筈だった。

　未いまだ視界は白一色。

　何も見えぬ世界に不気味な静せい寂じやく。

　半身が崩れるあの音も聞こえず、ただ時間だけが過ぎて行く。白に染まる世界の中、セピスは何が起きても対応出来るよう杖じよう剣けんを構える。必殺の一いち撃げきが必殺足りえなかったことを理解したからだ。

　なるほど……次は、貴様の番というわけか。

　スロウ・デニングはあの大貴族の直系、その力は未だ未知数。

　久方ぶりの感覚にごくりと喉のどを鳴らす。

　……これは恐きよう怖ふか。

　だが、こちらにも侯爵家ペンドラゴン、魔法学園クルツシユ、王室騎士団ロイヤルナイツで鍛たん錬れんを続けた自負がある。

「……視みえずとも分かる。貴様のような魔法使いとは幾度も戦ってきたのだッ」

　──一刀両断。

　感かん触しよくから初手は炎鞭フレイドだと確信。だが、斬った魔法は姿を変える。燃える熱から凍氷アイシクルへと性質を変えセピスに襲おそい掛かかる。

　全すべてが、致ち命めい傷しようになり得る魔法の連続。

「──ハッ」

　セピスはひたすらに斬る、切る、斬り刻む。

　子供の思いつきのように、ノータイムで次々と性質を変える魔法。複数の自然現象をこうも自由自在に操あやつるなど一流の魔法使いでも難しい。だが、こちらとて一流を超えた自覚あり。光を纏う杖じよう剣けんを駆く使しし、魔法に対処。土の球、伸びる闇やみを杖じよう剣けんで打ち砕くだく。

　息すら吸う暇ひまもなく、滴したたり落ちる汗あせを止める気にもならず。もはや腕うでと剣が一体化しているような感覚さえ有る。セピスの剣技によって弾はじかれた魔法が天てん井じようや壁かべを削けずり取り、土の壁へき面めんを激しく損傷させていく。空間が振しん動どうするような揺れを味わいながら、セピスは杖じよう剣けんを振るい続けた。

　この街で生まれた者すら、存在を知らぬ古き地下空間。

　老ろう朽きゆう化し、碌ろくな補強もされていない過去の異物。セピスは地下に降り立った際に、地上との距きよ離りを大凡おおよそ推測。これだけ暴れればそこら中に歪ゆがみが生まれる筈はず──セピスは少年の魔法に対応しながら天井に大きな亀き裂れつが入ったことを確かく認にんすると口元に微かすかな笑えみを浮うかべた。少年は空間の歪みに、まだ気付いていない。

　それが契けい機き、今この時が分ぶん岐き点てん。

　瞬しゆん間かん、セピスは歪みの生まれた天井に力を一点集中。爆ばく発はつするように膨ふくれ上がる魔力を一気に噴ふき出し、破は壊かいの力を地上に向けて解き放つ。

「風の二重刃エアロスレイブ」

　この位置、この時間帯なら、頼たのむ──地上に、誰だれもいてくれるなよ！

　風の魔法で硬かたい岩がん盤ばんをぶち抜ぬくと、天井が轟ごう音おんを立てて崩れてゆく。支えを無くした土ど砂しやが地下通路に雪崩なだれ込み、粉ふん塵じんで息も出来ない。セピスはアリシアを抱かかえ、抱だき締しめる。少年の驚おどろいた声が聞こえるが、すぐに姿も見えなくなった。

　セピスは落ちてくる重い瓦が礫れきを風の魔法で支えながら、再び全力を解放。制せい御ぎよではなく、破壊のみを目的とした風の魔法。

　火山噴ふん火かのように湧わき出る勢いに乗り──一気に地上へ、躍おどり出た。







「これは、大惨事だな……」

　しんとした夜の街。

　頰ほおを撫なで付ける爽さわやかな風と鼻につく新しん鮮せんな空気。

　静まり返る壊かい滅めつした石の街。予想通り、老朽化し打ち捨てられた住宅街が目に入る。周りを見み渡わたし、人の気配、呻うめき声などが無いことを確認し、ほっと一息。陥かん没ぼつし隆りゆう起きした地面の上にアリシアを下ろす。足場は悪いが、致いたし方ない。

　それよりも自分の状態を確認する。限界を超えた魔法行使、久しく感じていなかった重すぎる疲ひ労ろう感。暫しばらくまともに動けそうになかった。いっそのこと彼女のように気絶出来れば楽なのだが、そう思ってしまう程ほどの倦けん怠たい感を身体からだが包み込んでいる。

「地が揺ゆれたぞ、さっきの音は一体何だ！」

「見ろ、あそこの地面が陥没してる！　地割れだ！　近寄るな！」

　周囲から幾いくつもの大声が接近。

　先ほどの揺れや轟音は何事かと明かりを持った街の住人が続々と集まってくるようだ。一人また一人と集まる住民に向け、セピスはあらん限りの大声で叫さけんだ。

「ヨーレムの民たみよ！　我が名はセピス・ペンドラゴン、王室騎士ロイヤルナイトだ！　現在、ドストル帝てい国こくの国敵と戦闘中、近寄るな！」

「王室騎士ロイヤルナイト様だ！　白マント様だ！」

「兵士を連れてこい！　騎き士し様が傷ついている！　帝国の人間と戦っているらしいぞ！」

　全ては身に纏う白い外がい套とうの力。

　王室騎士ロイヤルナイトの言葉に疑いを持つ者などこの街にいない。ヨーレムの民は地じ盤ばん沈ちん下かした辺り一帯から距離を取りながら、兵士を呼ぶために声を張り上げる。

　呼吸を整えながら、セピスは先の死し闘とうを思い返した。

　打ち合った先の魔法はまさしく、並みの魔法使いではあるまじき力量。

　それにあの性質変化。公爵家デニングの人間を褒ほめ称たたえる冗じよう談だんとばかり思っていたが、本物の全属性の魔法使いエレメンタルマスターがこの国に存在するとは思わなかった。

「これで終わりだと助かるが……」

「あー！　一瞬、まじで死ぬかと思った！　お前、最初からこれを狙ねらってやがったな」

　独り言のつもりだった。

　だが、瓦礫を押しのけ、呻き声と共に現れる少年の姿を再び目に入れ、忌いま々いましさよりも恐おそろしさが先にきた。少年は身体に付いた土を払はらい、咳せきをしながらこちらを睨にらんでいる。

　やはり無傷。王室騎士ロイヤルナイトであるセピスから見ても、あり得ぬ規格外の力の持ち主。

「……しぶとい奴やつめ」

「はは。俺を殺したかったら大精霊か、帝国の三さん銃じゆう士しぐらい連れて来い。少なくとも付与エンチヤント剣ソードも持っていない王室騎士ロイヤルナイト程度にヤラれるかよ」

「……相変わらず口の減らぬガキだ。だが、周りを見渡してみるがいい。君はこの国の兵士を相手に戦えるかな」

　ずらりと物ぶつ騒そうな武器を構える兵士達が自分たちを取り囲んでいる。

「さぁ、彼が敵だ！　王室騎士ロイヤルナイトであるこの身でも苦戦する相手！　諸君らの力を貸したまえ！」

　街の住人が敵意をこめた目で少年を見る。

　王室騎士ロイヤルナイトたる白マントの効果は絶大、誰もが少女を守るように立つ見目麗うるわしい騎士、セピス・ペンドラゴンの味方となる。

　明かりのために炎ほのおがたかれ、陽ひが落ちると人も訪おとずれぬ廃はい墟きよに異様な雰ふん囲い気きが立ち込めている。セピスは再び杖じよう剣けんを抜き、少年に向けた。

　兵士の力を借り、奴を倒たおす。奴さえ打だ倒とうすれば、ヨーレムの兵士など恐れるに足らず。自分達の回りを兵士が埋うめ尽つくし、セピスはそこで異常に気付いた。

「何を考えている！　私は王室騎士ロイヤルナイト、王室の守護者に剣を向けるとは、貴様等──！」

　ヨーレムの兵士が持つ刃やいばの切っ先は──王室騎士ロイヤルナイトたる我が身に向けられていた。




　　　●




「王室騎士ロイヤルナイト様に刃を向けるなど国への反逆！　このようなことは断じて許されない！」

　瓦礫に埋もれ、隆起した大地の上に立つ二人を大勢の兵士が取り囲んでいる。

　一人は王室騎士ロイヤルナイト、もう一人は王室騎士ロイヤルナイトが敵だと告げる年若き少年だ。

　だが兵士の中でたった一人。若き兵は白マントに刃を向けろと命令を出した壮そう年ねんの男に食って掛かった。壮年の男の顔には大きな傷きず跡あと。上官の命令に新兵が抗こう議ぎするなど許されないが、王室騎士ロイヤルナイトに刃を向けるよう指示した彼の命令が信じられなかった。

「春より入軍した新兵か、貴様……名は何と」

「ヨーレム二隊保安部に配属されたカストマと申します！」

「カストマ。貴様は王室騎士ロイヤルナイトではなく、あの少年に刃を向けよと言うのか？」

「お、恐れ多くも！　王室騎士ロイヤルナイト様があの少年は国敵だと言っているのですから！」

「馬ば鹿か者めが。誰かそこのひよっ子にあの少年が何者か教えてこい」

　すると馴な染じみの先せん輩ぱいに手を引かれ、詰つめ寄せる群衆の最前列までカストマは連行された。そして、王室騎士ロイヤルナイトでなく少年の姿を見つめるよう促うながされる。

　暗くら闇やみを照らす炎に囲まれる中、あの少年はただ王室騎士ロイヤルナイトのみを見つめていた。

　手元には杖つえ、魔ま法ほう使つかいであることは間ま違ちがいない。体型は太め、微び動どうだにせず王室騎士ロイヤルナイトを見つめている。新兵である彼に理解出来たのはそれだけであった。

　そこで、先輩から教えられた。注視すべきは体型でなく、杖。あの少年が持っている杖をしっかりと目に焼き付けろと命令され、新兵は燃え盛さかる赤の世界で、少年が握にぎる黒こく杖じように刻まれた紋もん章しようが何であるかを視認した。

　それ以上の説明は不要。

　新兵は震ふるえながら剣を構える。刃の先は他ほかの兵士達と同じく、王室騎士ロイヤルナイトの首。

「貴様は実に運が良い男だな」

　肩かたを叩たたかれ顔だけ振ふり返ると、そこには先の命令を出した大きな傷の男。胸に付ける勲くん章しようから、男がヨーレムの街を預かる士官の一人であることに気付いた。

「……あの、まさかあの少年は堕おちた風の──」

「公爵家デニングだ。それ以外に理由が必要なのか」

「……いえ、充じゆう分ぶんであります」

「こんな辺境の街の新兵が、公爵家デニングの方と同じ戦場に立てる等滅めつ多たにあることではない。良い機会だ、しっかりと目に焼き付けろ」

「はっ！」

　カストマは瞬まばたきも忘れ、その少年を見つめ続けた。

　この国に仕える軍属士官だけでなく、自分のような末まつ端たんの兵士でさえも知っている。さらにこうして兵士になったからこそ、より深く学ぶことが出来た。

　騎士国家のために命を削っているのは王室騎士ロイヤルナイトでなく、公爵家デニングの方々であると。

　だからこそ、あの少年が握る黒杖が指し示す相手こそが紛まぎれも無い敵であり。

　幾ら王室の守護者といえども──自分が公爵家デニングの人間に刃を向けるなどあり得ない。
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「我が名はセピス・ペンドラゴン！　兵士共、王室の守護者に弓を引くとは何事だ！」

　誤算だった。まさか兵士がこちらに対して武器を構えるとは。

　ダリス軍を束ねている公爵家デニングの力、このような辺境の街でも効果があるとは想定外。兵士が次々と増えてゆく。百から二百、まさに四し面めん楚そ歌か。もはや体力の回復を待っている猶ゆう予よは無い。

「兵士が手出しする様子は無しか、有り難がたい。どうやらこの街、ヨーレムには余程目がいい奴らか、有能な士官が集まっているみたいだな」

「……」

「さぁ、決着を付けようぜ。裏切りの王室騎士ロイヤルナイト」

　スロウ・デニング。お前は一体、何者だ。

　お前は堕ちた風の神童ではないのか。

　公爵家デニングの直系男子でありながら、例外の落ちこぼれ。公爵家デニングの出でありながら戦場に赴おもむいた経験すらなく、死地を潜くぐり抜けていない者が何故なぜ、王室騎士ロイヤルナイトである自分や大勢の前でそれ程堂々とした立ち振ふる舞まいが出来るのだ。

　己おのれに対する絶対の自信を見せびらかすように、少年はこちらに向かって笑って見せる。

　魔法が──来る。異常な魔力の高まりに本能的な恐きよう怖ふを感じ、じりと下がりそうになる。

　だが、一歩たりとも下がる訳にはいかない。退くのは負け以上の意味を持つ。何が来ても、斬きる。不退転の覚かく悟ごと共に、セピス・ペンドラゴンは杖じよう剣けんを構えた。

「光栄に思えよセピス。これは、世界を救った男の魔法だぜ」

　慢まん心しんも、動どう揺ようも無い。

　たとえ満まん身しん創そう痍いでも、セピスは対応出来る筈はずだった。

　未来を変える、そのためにあらゆる想定を働かせていたのだから。

「詠えい唱しようの始まりは──発火充塡イグニツシヨン」

　ボルギィの魔法を迎げい撃げきしたオリバーの炎鞭フレイドよりも遥はるかに熱を帯びた炎ほのおを前にして、取り囲む兵士だけでなく、街の民までも口をあんぐりと開けて、空に浮うかぶ魔法を目に宿す。

　圧あつ倒とう的なボリュームと共に具現する神秘的な大炎を目もく撃げきし、兵士達は心に感動の火を灯ともす。これが、公爵家デニング。軍の頂点に立ち続ける大貴族による魔法行使。

「創生の炎よ、我が腕うでに宿れ──熱暴走フルドライブ」




　それは見る者が見れば、一目で分かる魔法であった。

『シューヤ・マリオネット』の主人公たるシューヤ・ニュケルンの力の一いつ端たん。

　火の大精せい霊れいと共に世界を救う救世主の力の具現。

　アニメの再来のように、右腕に空から落ちる炎を宿した少年は、セピスに向かって腕を振るう。迫せまり来る膨ぼう大だいな熱。セピスが身を守る結界ではなく、攻こう勢せいの一手を選んだのは対たい抗こう心か。選ばれし純血に、せめてもの一ひと太刀たちを浴びせたいと願うからこそ。

「精霊よ、我に力を──光の抜刀シエイクガウンッ！」

　最後の力を振り絞しぼり、迫り来る爆ばく炎えんを一刀両断。

　気き迫はくを元に、断ち切った。

　瞬しゆん間かん、勢いそのままに光の抜刀は風に性質を変え、少年に向かう。

　だが、そこでセピスは気づいた。斬った炎は枝分かれ、余波の先には彼女がいる。瞬時にセピスは水の結界を発現、だが、間に合わない。

「あれを斬るとは大したもんだ……でも、それは予想外だな」

　咄とつ嗟さの行動に躊躇ためらいは無い。

　獲え物ものを求める炎は杖じよう剣けんに纏まとわりつき、セピスの右腕までを焼き尽くす。惜おしくは無い。元より地下通路で必殺の一いち撃げきが受け止められた時点で、セピスの敗北は確定しているのだから。後は意地の張り合いのみ。もしかすると、そこで勝機を摑つかめる場合もあるだろう。戦いでは時に、奇き跡せきが起こることをセピスはよく知っていた。

　だが、セピスの心は既すでに折れている。

　ならば勝敗など、戦う前から決まっていたのだ。

　落とし子として社会の闇やみの中、誰だれも信じず生きてきたセピスの人生が告げている。奴の言葉は全すべて真実。そもそも、これだけの力を持つ者が噓うそを吐つく理由などどこにもない。

　……母の存命は全て事実。

　戦う意味など既に無く、呪のろうとすれば故郷に一度も帰らなかった自分の生き方。

「お前がアリシアを庇かばうとは思わなかった」

「……私の力は、届いていたか」

　無傷、ではない。

　少年の服は一いち文もん字じに切り裂さかれ、セピスはたった今放った己の魔法が彼に届いたことを確かく認にんした。だけど、それだけ。

　二つに分かれる筈だった胴どう体たいは未いまだ健在、戦せん闘とうには何の支障も無さそうだ。

「最後の一撃。もしお前が守護騎士ガーデイアンの証あかしたる付与剣エンチヤントソードを持っていたら、俺の力では止められなかっただろうな」

　王室騎士ロイヤルナイトの証たる杖じよう剣けんがカランと音を立てて、地に落ちた。

　もう杖じよう剣けんを握る力すら、残っていない。

　……自じ嘲ちよう気味に笑ってみせる。自分が守護騎士ガーデイアンになり、王女を守る未来など今からすれば想像も付かないし、そんな未来はあり得ない。

　この少年は公爵家デニングの人間、貴族を裁く大貴族としての顔も持つ純血の家系。

　ならば、自分のような男が裁かれるのにこれ程ほど相応ふさわしい相手もいないのだろう。

「余計な問答はいい……トドメを」

「あぁ、そのつもりだ」

　セピスは瞼まぶたを閉じ、ゆっくりと息を吐はいた。

　自負があった。ダリスの王室を守るために磨みがき上げた技わざ。だが、あの一撃が通用しないなら、諦あきらめが付く。

　それに、もし本当に母が生きているなら──。

　母が生きるこの国を、裏切れる……ワケがなかった。

「うっ」

　異物が胸に深々と突つき刺ささる。

　この感かん触しよくは、恐おそらく慣れ親しんだ杖じよう剣けん。今まで多くの人間を斬った愛剣が、最後は俺を斬るか。だが、それでいい。自分は光のダリス王室の敵だ。

　大勢に見取られながら、力が抜ぬけていく。この国の兵士が、住民が、自分を見ている。裏切者のセピス・ペンドラゴンに相応しい最後。

「セピス、最後に何か言いたいことはあるか」

　あるさ。

　君は、堕ちた風の神童なのだろう。

　その力は何だ。

　君はまさか、生しよう涯がいを心の張り詰める戦場にいたとでも、言うのか。

　それにまさか、自分の最後を見届けるのが彼女の主あるじだとは思わなかった。

　自分の覚悟を決めさせたのがシャーロットで、自分を止めたのがその主。何という皮肉、だ。……言い残した言葉など、有りすぎる。

　だけど、最後に一つ言葉を残すとすれば──。

　出血多量で、気を失い掛かける裏切りの王室騎士ロイヤルナイトの脳のう裏りに浮かぶのは思い出の母でもなく、憎にくい純血の少年に対する怨えん嗟さでも、侮ぶ辱じよくでも、後こう悔かいでもなく。

「劇場は──」

「本物の主役が鎮ちん圧あつしている筈だ。安心しろ」

「…………感謝する」

　それだけを言い残し、セピス・ペンドラゴンは糸の切れた人形のように倒たおれ込んだ。

　胸に広がる気持ちは、安あん堵どと驚おどろき。

　母の敵とならずに済み、ほっとした安堵。

　そして理想よりも母に悲しい思いをして欲しくないという子供染じみた感情を優先させた自分への驚き。

　何だ、意外と自分は小さな人間だったらしい。どうしてあんな大それた夢を見てしまったのか、今となってはもう分からない。

　ありがとう、少年。

　言葉にする気はさらさらないが、君に出会えて本当に、よかった。

　冷たい地面に真っ赤な花が咲さき、哀あわれな裏切り者の姿を風の神童は忌いま々いまし気に、睨にらみ続けた。
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「今日の俺は強いぜ。何せ──最高の気分だからな」

「来るな来るな来るな！　誰か、こいつを止めろ！」

　劇場、ラ・キュビリエ座は衝しよう撃げきに揺ゆれていた。

　その男が現れてから形勢が瞬またたく間まに逆転。

　逃にげ出す者さえ現れない、舞ぶ台たい上で行われていた物語の続きはまさに、神がかっていた。

　つい先刻まで姫ひめと平民剣けん士しの出会いを描えがいた舞台。

　数百人もの観客を魅み了りようしていた壇だん上じようで、二人の男が争っていた。

　だが優ゆう劣れつは明白で、壇上で舞う若者の姿を誰もが動きを止めて見つめていた。

　ボルギィの杖つえから放たれる魔法は振る舞われる剣筋によって搔かき消され──。

「貴様、何者だ！」

「生あい憎にく。お前に名乗る程の名前は無いさ、おりゃあ平民でね」

「平民だと、噓を──吐くな。その剣筋、騎き士しの技であろうッ！」

　黒くろ髪かみの男が圧倒しボルギィの顔は焦あせりを通り越こして蒼そう白はくに達する。

　……強すぎる。これ程の剣士、サーキスタにすら数人といない。

　剣士が一歩一歩近づく姿はまるで死神の行進のようで、身の毛がよだつ。魔法を搔き消す摩ま訶か不ふ思し議ぎな剣筋、正体を探さぐろうと目を凝こらせば刻まれたダリスの紋もん章しよう。そこで、ボルギィは漸ようやく気付いた。

「付与剣エンチヤントソードだとっ！　ならば貴様は、まさか……まさかッッ！　守護ガーデイ──」.

「その呼び名は好きじゃねえ。白マントを羽織っているが、俺は今も昔も両翼の騎士ツインナイトの片かた翼よくと思ってるんでな」

「両翼の騎士ツインナイトっ……ならば貴様はあの風の──」

　だが、最後まで言葉を紡つむぐこと叶かなわず。

　王室殺しの胸を剣が貫つらぬき、鎧よろい武者に扮ふんした男はあっさりとその場に崩くずれ落ちた。余りにも呆あつ気けない幕切れに、盗とう賊ぞく団の誰もが信じられず固まった。

　サーキスタ王室を殺し、精強なサーキスタ軍から逃げ切った男。二人の王室騎士ロイヤルナイトさえ抑おさえられると豪ごう語ごした男が、これ程何も出来ずに敗れるなどあっていいものか。

「そういえば坊ぼつちゃんと初めて出会った時もこんな感じだったな……おい、賊ぞく共ども。こいつの様に死にたくなくばその場を動くなよ。へへっ、何故なぜかって？」

　黒髪の剣士は、劇場から逃げようとする盗賊団に向け、壇上から剣を向けた。

「動けばその首、俺が一いつ閃せんで切り落とすからだよ。そんなの不可能だって？　それがこの剣なら出来るぜ」

　青年の言葉を示すかのように。途と端たん、輝かがやきを増す不可思議の剣。

「……あー、意味ないか。やっと本隊の到とう着ちやくだ」

　シルバの言葉通り、劇場の入り口が吹ふき飛ばされ、白い外がい套とうの男たちが一糸乱れぬ動きで場内に進入を果たす。南方の大国、騎士国家ダリスが誇ほこる王室騎士団ロイヤルナイツの登場であった。








終章　恋こいの確信









　セピスとの闘たたかいが終わり、俺はやっと一安心。

　思ったよりもあいつは強かった。アニメの中のあいつと違ちがい、今のセピスは守護騎士ガーデイアンじゃないので騎士国家の国宝、付与剣エンチヤントソードを持っていない。だから正直余よ裕ゆうだと思っていたが、まさか地下通路を破は壊かいして俺を生き埋うめにしようとするなんてな……実際、ちょっと焦ったぞ。

　はぁー。かなりの疲ひ労ろう感を感じつつ戦いの余波を受けた周りを見み渡わたす。

　ボコボコと隆りゆう起きした地面に、埃ほこりが今も舞まう廃はい墟きよと化した住宅街……ゾンビなんかが地中から出て来そうな有様だ。元々、使われてなかった区画らしいけど、復旧にはだいぶ時間が掛かるだろう。でも、こんな酷ひどい有様になったのは俺の責任じゃないぞ。

　セピスが色々と暴れたからだ。

「近寄るな！　散れ！　散れ！」

　さて、大勢の兵士が火をもって、住民にこの地から離はなれるよう声を荒あららげている。

　俺はその中でも胸に立派な獅し子しの勲くん章しようを付けた大おお柄がらの男、顔に大きな傷きず跡あとを残した、どこかで見覚えのある壮そう年ねんの兵士のおっさんに話しかけた。多分、色んな兵士に命令を出してたことから、このおっさんがこの場の纏め役である士官級。

「手出ししないでくれて有あり難がとう、お陰かげで助かった」

「こちらも部下らに余計な犠ぎ牲せいを強しいずに済みました。幾いく人にんかの魔ま法ほう使つかいを揃そろえておりますが王室騎士ロイヤルナイトが相手では……。しかし、あの裏切り者を圧あつ倒とうした魔法、あの時の癒いやしと同じくとても鮮あざやかな手並みでありましたな」

「敵将を討うつのは公爵家デニングたる俺たちの仕事だ。それに、俺に才があるとすれば魔法ぐらいのものだからな」

「ご謙けん遜そんを。あのサーキスタの王女だけでなく、若様のお陰で私はあのモンスター騒そう動どうから素す早ばやく立ち直り、職務に復帰出来ている。貴方あなたの過去がどうであれ、私にとって若様が恩人であることに変わりない」

「お前、俺の正体に気付いていたのか」

「軍に長く在ざい籍せきしていれば、公爵家デニングの方々のお顔は自然と覚えるものです。しかし、まさか街の地下にこのような空間が……それをドストル帝てい国こくの息が掛かった人間が知っていたとは」

　唸うなる男達を兵士達が古民家から連れ出し、縛しばり上げている。

　セピスと繫つながっていたドストル帝国の者達であり、奴やつらは俺を見ると小さな悲鳴を上げる。アリシアがセピスの提案を受けたあの日から、徹てつ底てい的に街中を探査したことが功を奏した。ヨーレムの地下通路、アニメでも使われていた秘密迷めい路ろの道の一つにあからさまに新品の松明たいまつなどが置かれている道を発見することが出来たからだ。

　俺は劇場をシルバに託たくした後、セピスが地下通路に向かったことを確かく認にんし、先回りすることを決意した。あれはセピスが使う道だと確信し、事前に確認しておいた先にある住宅地の古民家に向かうと帝国の人間が数名待機していたので丁てい寧ねいに尋じん問もんし、セピスのことを白状させた。いやぁ、楽しい時間だったよほんと。

「若様。王室騎士団ロイヤルナイツが劇場へ、そこに枢すう機き卿きよう閣下らもおられます。この場は我らに任せ、若様はそちらへ」

「そうだな……そうするか。ああ、俺が言うまでもないことだがあの王室騎士ロイヤルナイトは王室騎士団ロイヤルナイツに引き渡わたしてくれ。奴やつらが処しよ遇ぐうを決めるだろう」

「ハ！」

　兵士達は口を真一文字に結び、最敬礼。

　それは只ただの学生に向けるにはあり得ない態度だろう。

　しかし、俺が持つ公爵家デニングの家か紋もん入りの黒こく杖じよう。

　大貴族の証あかしであるこれを見ると、兵士達は血相を変えて全力で俺に付き従う。

　まるで、そう。自分が所属する組織のトップに向けるような、憧あこがれの英えい雄ゆうを見るような兵士達の視線を背中に感じ、苦々しい思いを抱いだきながら俺はぼけっとしているアリシアに声を掛けた。







「王室騎士団ロイヤルナイツがやってきたぞ！」

「この国の人間じゃない！　水すい龍りゆう国家サーキスタだ！　あの水龍の国から逃げてきた余所よそ者ものの一味がヨーレムの街に来ていたんだ！」

　普ふ段だんはとりたてて大きな犯罪も起きない平和な街中を、慌あわただしく走り回る兵士達の姿。

　夕陽に照らされるヨーレムの街はざわめきと喧けん騒そうに揺れていた。

　原因を作ったのはセピス、今も気を失っているだろう馬ば鹿か野や郎ろう。

「守護騎士ガーデイアン筆頭！　シルバが王室騎士団ロイヤルナイツと共にやってきた！　守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンに平民が関かかわっているとの噂うわさは本当だった！」

　まだ俺の胸にももやもやとした感情が渦うず巻まいている。

　あいつの最後の表情と言葉が余りにも俺の知っているアニメの中のあいつとは違っていて、まさかあの裏切りの守護騎士ガーデイアンとなる男から劇場の安否を心配する言葉が出てくるとは思わなかった。

「あれは光の付与剣エンチヤントソード！　平民に国宝が与あたえられているって話も事実だった！」

「皆みんな！　時代が変わるぞっ！　次代の守護騎士ガーデイアンは平民だッ！」

　さらに、あの最後の言葉。

　……一体、何に対する感謝だったのか。







「なぁおい──アリシア」

　それはさておき。

　後ろ姿からでも不ふ機き嫌げんと分かる同盟国の王女様。

　あれ程ほど見事だったドレスはずたぼろで、全身から不機嫌オーラを撒まき散らしている。

　けれど、ここは街の中心部に向かう中央通り。幾ら俯うつむき気味で歩いているといっても、高貴な身分であることは一いち目もく瞭りよう然ぜん。それにたとえ身に纏まとうドレスが汚よごれてしまったといっても際きわ立だつ美び貌ぼうに変わりなく、代わりに他ほかを圧倒するような倒とう錯さく的な美しさを醸かもし出していた。

　一体あの少女に何があったのかと、降りかかる好こう奇きの視線も色いろ褪あせない。男女を問わず、道を行き来していた者の大半が動きを止めて、アリシアを見つめている。

　ピリピリしているのは、大勢の物もの珍めずらしげな視線に晒さらされているせいでもあるだろう。

「お前は運が悪かっただけだ。誰だれかが引く筈はずだった貧びん乏ぼうくじを引いちまった」

「……下手な同情はよして。今、最悪の気分だから」

　こいつをこれ程深く落ち込ませる原因は、考えるまでもない。

　心から信じるセピスに売られそうになったこと。あの様子だと俺が助け出すまでに、セピスの内面に潜ひそんでいた狂きよう気きの全すべてを理解してしまったんだろう。

　気絶から目覚めてからずっと。何か思い詰つめたような顔をして無言を貫き通しているのがその証しよう拠こ。

「……許せない。もう一回本気で蹴けってこようかしら」

「止やめとけ、これ以上苛いじめたらこの世に帰ってこれなくなる」

「それくらいなら安いものよ。あいつ、誰を手にかけようとしたのか分かってるのかしら」

「……お前には後で王室騎士団ロイヤルナイツから正式に謝罪がある筈だ。もしかしたら枢機卿辺りが直接、時間を作るかもしれない。この国の重じゆう鎮ちんに貸しを作るなんてとんでもないことだぞ」

「それも気が重いんだけど。私一人であの方と何を喋しやべれって言うのよ。この国の枢機卿は、何を考えているのか分からないし随ずい分ぶんと怖こわいわ」

「へぇ、お前にも怖いものがあったんだな」

「私を何だと思ってるんですの…………ていうか」

　アリシアは立ち止まると俺のこめかみ辺りに向かってビシッと指を突つき付ける。




「私、貴方がダイエットを始めたぐらいからろくな目に遭あってない気がする」

　ノーフェイスに人質にされて、お次は王室騎士ロイヤルナイトに裏切られ……。だけどこいつの不運に、俺がどれだけの関係があるというのだろう。

　裏切りの王室騎士ロイヤルナイトに至ってはこいつの自業自得だし。事実、劇場に行く直前まで俺は止めてたんだからな。

　でも今のこいつは頭に血が上って、そんなことを言ったらまた言い合いになるだけだろう。

「俺のせいだって言いたいのか？」

「だって……あんまりだもの」




　それは余りにもあんまりな言葉なんだけど、実はその通りだったりするのだ。

　本来であれば、アリシアが北に連れていかれそうになるイベントなんて起きない。だけど俺の介かい入にゆうによって、まだアニメ放送前にも拘かかわらず、アリシアは命の危機とも言うべき大変な目に二度も遭あっている。

　祖国ではずっと守られてきていた王族の美少女にとって耐たえ難がたいものだろう。

「……二回とも助けてやっただろ」

「それは……うぅぅ……そうね……」

　でもきっとそれがメインキャラクター特有のフラグって奴なんだろう。

　シューヤとアリシア。

　アニメ版主人公とアニメ版メインヒロイン。

　アニメのメインキャラは、もしかすると俺の物語でも主役に近い格を持ってるってことなのかもな。




「……あれ？　ちょっと動かないで」

「急に何だよ」

「やっぱり……違ちがう。豚ぶたのスロウ、貴方今日特別なことしたかしら？」

「セピスをぼっこぼこにして、お前を助けた」

「そういうことじゃなくて、ダイエットの話よ。昨日よりも何だか随分と瘦やせて見えるから……」

「俺が瘦せて見せる？　そうか？」

「全然違う……。輪りん郭かくがいつもよりシュッとしてるし、体型もちょっと逞たくましくなったような」

「もしかしたら劇場に行く前、シャーロットに瘦せ薬を沢たく山さん飲まされたからそれが原因かもな、最近、飲んでなかったから。アリシア、お前も瘦せたくなったらあれ、あげるぞ。まだ半分あるから」

「結構よ……あんなもの飲んだら体壊こわしますわ」

　シャーロット特製の瘦せ薬。

　俺自身では分からないけど、アリシアによれば俺は瘦せたらしい。それも急激に、そんな馬鹿なと思うが。昨日から今日に掛かけてなんて毎朝のジョギングだってしていないんだ。むしろ劇場に行く前に力付けないととか適当な理由を付けていつもより沢山ご飯を食べていたぐらい。

　沢山食べた分だけ、シャーロットに瘦せ薬をがぽがぽ飲まされたわけだけど……帰ったら鏡で自分の姿を確認してみるとしようか。

「はあ……憂ゆう鬱うつ……でも助けられたのは本当ですし……」

「どうしたんだよ、いきなりぶつぶつと。それよりほら、行くぞアリシア」

「うるさい。こういうのはね、心の準備が必要なんですわ」

「心の準備？」

「そうよ」

　言うが早いか、アリシアは俺に向かって頭を下げた。

　え、お、おい。これは予期せぬ事態だ。

　この前はあれだけ俺のことを罵ののしって罵ば詈り雑ぞう言ごん、思いの丈たけを吐はき捨てたアリシアが俺に向かって頭を下げるなんて、信じられなかった。

「ちょっと待てよ、俺は当たり前のことをしただけだ。むしろこの国の人間として、お前に怖い思いをさせたことを謝るのは俺の方だ」

「──それじゃあ私の気がすまないから」

　はっきりと、アニメ版メインヒロインは言い切った。

　そう言えば、アリシアという少女はこうだった。

　たとえ相手が自分よりも格上の相手でも、間違いを正せる高潔な存在。だからこそ、シューヤのような真まっ直すぐな人間と惹ひかれ合った。

　こんな小こ柄がらで華きや奢しやな身体からだのどこにそんなエネルギーがあるんだと思わずにはいられない時折見せる力強い生き様と、生まれもっての気品を備えた『シューヤ・マリオネット』のメインヒロインが、元婚約者フイアンセであり怨おん敵てきでもある俺に向かって頭を下げた。

「……よし、覚かく悟ごは出来たわ」

　呟つぶやかれた声に、何の覚悟？　と聞く暇ひまもなかった。

　顔を上げたあいつは、今までの仏ぶつ頂ちよう面づらとは打って変わり恥はずかし気。

　満月を背景に、美しい水の都に住まうお姫ひめ様さまは。

「助けてくれて……ありがとっ」

　そう言って、アリシアは笑った。

　それはセピスとの戦いを忘れてしまうような。

　この笑え顔がおが見られただけで、この街に来た甲か斐いがあったななんて思ってしまうぐらいに、可愛かわいかった。







「……」

　視し聴ちよう者の大勢を虜とりこにしたメインヒロインの笑みは、主人公であるあいつ以外には向けられないと思っていた。特に俺のような豚まっしぐらの嫌きらわれ者にこいつが笑いかけるなんて一生あるわけがないと思ってた。

　だからこんなの、不意打ちだ。

「どうしてこっち向かないのよ。折角この私が感謝したのに、あんなこと滅めつ多たにしないのよ！」

「う、うるさい！　どうでもいいだろ」

「何よ！　こっち見なさいよね！」

　こいつの笑顔がダイレクトに俺の心を揺ゆさぶってくる。

　グッと心を鷲わし摑づかみにされたような、これが大勢のアニメキャラを虜にしたメインヒロインの魅み力りよくってやつなんだろうか。

　そういえば昔、シルバが言ってたな。

　アリシアは絶対に美人になるから、おれが羨うらやましいって。

　渾こん身しんの一いち撃げきらしい笑顔に、俺が照れていると察したのだろう、こいつは俺のすぐ近くまでやってきて、ほらほら顔上げなさいよと下から俺を覗のぞき込む。殊しゆ勝しような態度を見せたと思ったらすぐこれだ。それにからかわれっぱなしってのも癪しやくだから。

「──なんてな」

「え？」

　アニメ、『シューヤ・マリオネット』の正ヒロイン。

　俺は顔を上げて、そんな悲運の彼女に向けて杖つえを向けた。







　今から一千年近くも昔の話。

　火や土といった属性が分かれる前の御お伽とぎ噺ばなしの時代。

　魔ま法ほうの開祖と呼ばれる女性は精せい霊れいと呼ばれる存在の力を借り、その時の人間が想像しうることを粗あら方かた何でも出来たとされている。

　この騎き士し国家に生きる平民は、高度な魔法教育を受けた俺たち貴族を何でも出来る存在のように考えているがそれは大きな誤解だ。火の魔法使いなら火に関連する魔法しか扱あつかえず、大昔と比べれば出来ることは非常に限られてきているのが現状で。

　だから火や水といった属性に二つも三つも適性を持つ魔法使いは貴重とされ優ゆう遇ぐうされる。それこそ平民が幾いくつもの魔法属性に目覚めれば、貴族と同じ待たい遇ぐうを受けるどころか爵しやく位いさえ得られる可能性もゼロではない。魔法は属性の組み合わせによって、やれることが何倍から何十倍にも増えてくるのだ。




「……これ貴方あなたが？」

「さすがにその姿のままじゃ可哀かわい想そうだし、一いつ緒しよにいる俺の品格にも関かかわるからな」

　風・水・土の三重魔法トリプルマジツク。

　さすがに新品のように、とはいかないけれど少なくとも今までのみすぼらしいドレス姿とは様変わり。それはきっと俺以外には使えない神秘の力。本当はこんなことに使っちゃいけないのだろうが、今日だけは特別ということにしておこう。

「……だったらもっと早くやりなさいよね。私がどれだけ恥ずかしい思いで歩いてたと思ってるのよ……」

「俺にも心の準備が必要なんだよ、綺き麗れいに着き飾かざったお前はまるで別人だからさ。やりにくいったらありゃあしない」

「……それってどういう意味よ」

「あのお姫様役の人より、ずっと綺麗だって言ってるんだよ」

「だから、どういう……え、私が……」

　アリシアは何を言われたか分からないといった様子で暫しばらくの間、固まった。

　浮うわ気き？　浮気なの？　と囁ささやく風の精霊を完全無視。こういう言葉はハッキリと伝えた方がいい。幼い頃ころに学んだ処世術、それにこいつも歯の浮うくような美び辞じ麗れい句くなど言われ慣れているだろうしな。

　けれどあれ？

　じんわりと赤くなった顔を隠かくすように、アリシアは頰ほおに手を当てた。

「な、な、な。なによ。今、貴方。な、何て言ったのよ」

「とっても綺麗だって言ったんだよ」

「綺麗って、な……なによ、それ……」

　俺、よっぽど変なこと言ったかな？　多分、聞き慣れるぐらい言われただろう褒ほめ言葉だろうに、あいつは着ているドレスに負けないぐらい真っ赤になっている。

　茹ゆでダコ状態の元婚約者フイアンセ。その姿は俺を罵ば倒とうするいつものあいつからは考えられないぐらい無防備で、何だかちょっとだけ可愛らしい。

　よっぽど憎にくむ俺からの賛辞が意外で信じられなかったのか。ま、そんなところだろう。出来ることならいつまでも見ていたかったけれど、早く劇場に戻もどってシャーロットの安否も確かく認にんしなければ。

　だから俺は硬こう直ちよくしたあいつをさっさと追い抜ぬいて。

「ほら、行くぞアリシア。俺をからかうなんてな、百年早いんだよ」

　なんて、ぶっきらぼうに言ってのける。あのまま見つめ合っていたら、今度は俺まで照れてきそうだったしな。

　そのまま早足で、その場を後にしようとすると。

「く、クソ豚のくせに──カッコつけるなッ！」

「いて」

　直後、頭の後ろに重い衝しよう撃げき。足あし下もとを見れば、あいつが履はいていたハイヒールが転がっている。

　あー痛い。きっと大きなたんこぶが出来たに違いない。

　だけどその怪け我がはどうしてか、水の魔法で治す気分にはならず。俺たちは隣となり合い、でもお互たがいの顔を見ないまま、劇場までの道をゆっくりと歩き出したのであった。







　劇場の冷たい外がい壁へきに少しだけ体重を預けながら、アリシアは遠目から黒くろ髪かみ黒目の剣けん士しを静かに見つめる。

「シルバだ！　あの男が平民ながら王女の守護騎士ガーデイアン筆頭と呼ばれる男だぞ！」

「ねえ私、握あく手しゆしてもらったわ！　あの方よ、剣つるぎの乱のモチーフとなったのは！」

　今をときめく平民剣士の登場によって空気は一転。

　さらに王室騎士団ロイヤルナイツが統率された突とつ入にゆうを見せ、即そく座ざに劇場内は鎮ちん圧あつされたとか。

　それにしても随ずい分ぶんと久しぶりなあの人の姿。かなり大人びて見え今何歳ぐらいなのかしらと指で数える。私が十六だから、あの人は多分、二十代中ちゆう盤ばんを過ぎた頃、ならもう立派な大人だと一人納なつ得とく。

　幼い頃、デニング公こう爵しやく領地でよく遊んでもらった摑つかみ所の無いお兄さん。

「やっぱり随分と瘦やせましたね坊ぼつちゃん！　はは、最後に姿を見た時は子供のオークみたいだったのに！」

　幼心に何者？　と思っていたが、その正体は昔のあいつを守護するために選せん抜ばつされし二名の騎士。両翼の騎士ツインナイトの片割れ、平民シルバ。

　今は白マントを着た英えい雄ゆう候補の彼は、嘗かつての主あるじであるあいつに向かって手を振ふり上げている。

「いやぁ真ま面じ目めになった坊ちゃんがヨーレムの街にいるって聞いて、王室騎士団ロイヤルナイツをぶっちぎってやりました！」

「それより、おい！　お前の周り、人多すぎだろ！　何でお前が俺より人気者なんだよ！」

　そんな彼の元に押し寄せる人、人、人。今もまだ熱ねつ狂きようは収まらないようだ。

　……すごい人気だけど、平民が守護騎士ガーデイアンの候補に選ばれるなど前代未聞、当然か。




「アリシア殿でん下か、そろそろ」

「もう少しだけ、ここにいさせて下さるかしらオリバーさん」

「……分かりました」

　絶え間なくやってくる人の対応を終えた自分の傍そばに着き従う花の王室騎士ロイヤルナイト。

　セピスから受けた傷は水の魔法が得意な王室騎士ロイヤルナイトに治ち療りようされ、即座に現場に復帰。

　水の魔法使いであるアリシアでも、あれだけの傷をこれ程ほど早く治すなんて出来る訳がない。さすがに王室騎士団ロイヤルナイツは人員が揃そろっているらしい。

　そして何とか動けるようになった花の騎士は、これは私の仕事だと、自分の傍からひと時も離はなれない。

　だけどその表情はどこか悲し気。セピスのことを聞いても頑かたくなに口を閉とざすばかり。

　この後、正式に枢すう機き卿きようであり、王室騎士団長ロイヤルバトラーを兼けん任にんするマルディーニとの話し合いが領主の家で行われる予定だ。だが、自分があの枢機卿相手に文句を言えるとも思えない。ただ、言われるがまま何らかの書類にサインをする羽目になるのだろう。

　……めんどくさい。それが正直な感想。

「ははっ、今の俺は白マントですから」

「さっきは助かったけどお前の今なんてどうでもいいんだよ！　それよりシャーロットだよ！　シャーロット、どこ行ったーシャーロットー！」

　政略結けつ婚こんのためのお見合いはもう懲こり懲ごり。

　暫く自由にさせてと両親に頼たのみ込んだ。その勢いで、ダリスのクルッシュ魔法学園に行きたいと申し出た。両親には見識を深めるためと伝えたけれど、結局最後には白状させられた。

　──あいつとの関係に決着がついていないから、それだけだ。

　それなら仕方ないと両親も納得、そればかりか背中を押された。

　猶ゆう予よはクルッシュ魔法学園に留学出来る三年間。信じられないぐらいの時間を貰もらった。理由は多分、自分の両親も昔見たあいつの影かげを追っているから。

　騎士国家の未来とされた、公爵家デニングの風の神童。

　今もあいつの一挙一動を自然と目で追ってしまう。それは隣となりに立つ花の騎士もまた同じ。

「オリバーさん。ちょっと、いいかしら」

「何なりと」

「貴方はあのセピス・ペンドラゴンという男を無傷で捕とらえること、出来ますの？」

「…………」

　花の騎士は沈ちん黙もく、それが答え。

　高名な騎士といえど、裏切りの騎士の力は折り紙付きということか。

　だが、今も大声でシャーロットを探しているあいつはそれをやってのけた。激戦の影えい響きようなど見せず、何食わぬ顔で王室騎士ロイヤルナイトの一人を打だ倒とうしたのだ。

　それも一度ではない。傭よう兵へいに続き、裏切りの王室騎士ロイヤルナイト。

　誰だれも味方はいないと思った中で、あいつだけが気付いてくれた。

　魔法学園では視線が交わっても自分ではなくどこか遠くの世界を見ていたあいつが、自分を見た。それも、嘗かつてと同じ優し気な眼差しで。

「シャーロット、そんな所にいたんだ！　怪け我がしてない？　大だい丈じよう夫ぶっ!?」

　それだけではっきりと──自分があいつに心を寄せた理由を思い出せた。




　あいつだけが、王族という身分の装そう飾しよくを気にせずに自分を見てくれた。悪いことはダメだと怒いかり、些さ細さいなことで喧けん嘩かして、森に自生する名も無い果物を食べてみて、そんな全てが真新しくて──あいつは、自分を対等な相手として接してくれた初めての相手。

「え、その杖つえは何？　え、拾った？　え、戦利品？　いや何言ってんのダメだよ！」

「坊ぼつちゃん。シャーロットちゃんも盗人ぬすつとの一人を倒たおしたんですよ。でも、やっぱりまだ魔法のコントロール出来てないみたいだ。……ははっ、ほんと、また二人にこうして会えるなんて……今日は良い日だなぁ……」

　今振ふり返かえると、何て単純な理由だろうか。

　卵から生まれ、初めて見たものを親鳥と思いこむ、それはまるで鳥のよう。

　でも、あの頃ころの自分はそれだけで舞まい上がって、救われたと感じたのだ。




　何てことはない。

　自分はずっと気付かない振ふりをしていたんだろう。わざわざこの国の魔法学園にまでやってきたのは、いつか昔のあいつが戻もどってくると頑かたくなに信じていたから。

　だって。夢に見るのはいつも決まって、嘗ての思い出なのだから。

「はぁ……」

　理由は分からないけれど、あいつは帰ってきた。

　もうリアルオークなんて呼ばれていたあいつはどこにもいない。

　大陸に轟とどろく名家、デニング公爵家。南方が誇ほこる大貴族の直系として相応ふさわしい姿。ちょっと太り過ぎなのが玉に瑕きずだが……今の姿はやっぱり、一回り縮んだような？

　毎日あいつと生活を共にしていた自分だからこそ分かることがある。もっと近付いて、どういうことなのか確かめたい。でも自分から近寄るのはやっぱり恥ずかしい……。

「殿下、どうされました？」

「……何でもないわよ」

　指先に当たる感触。

　ポケットの中には紅べにと蒼あおの色が入る特別な指輪。デニング公爵家の紅と、サーキスタ王室の深い蒼をモチーフに造られた婚約の証がそこにある。

「はぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……」

　そんな長い長い溜息とは裏腹に。

　彼女の顔は、まるで長年の憑つき物が取れたかのように晴れやかだ。

　ダリスに、クルッシュ魔法学園にやってきて良かったと心の底から感じているから。

　幼日から続くこの恋こいの行方ゆくえが終わるどころか、再び燃え上がったらしいと気づけたからだ。







「英雄の到とう来らい。もはや守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンは必要ありませんね、マルディーニ」

　王室騎士団ロイヤルナイツの訪問にヨーレムの街は湧わいていた。

　街の中心部に存在する時計塔とうと敷しき地ちを同じくする領主の家に、周辺諸しよ侯こうや有力貴族が集つどい、王室騎士団ロイヤルナイツを侍はべらせ、馬車の中から降りてくる一人の少女。

　黄金の髪かみをなびかせて確かな足取りで地に降り立つ姿は神こう々ごうしく、けれどどこか眠ねむたげな顔つきがチャームポイント。

　隣に控ひかえる、王室騎士団長ロイヤルバトラー。騎き士し国家の影の支配者とも評されるヨハネ・マルディーニを従える彼女こそ、騎士国家の聖なる光カリーナ・リトル・ダリス。

「英えい雄ゆうなき大国は衰すい退たいす、それが貴方あなたの口くち癖ぐせでした。でも、良かったですね。ここに来て候補者が一人。それに家いえ柄がらはあのセピスを推すい薦せんしたのですから問題にならないでしょう」

　王女の言葉に王室騎士団長ロイヤルバトラーは無言でうなずく。

　反論する気さえ起きない。王女の反対にも拘かかわらず、あのセピス・ペンドラゴンを守護騎士選定試練ガーデイアンセリオンに推挙したのは、マルディーニその人であるのだから。

「皆みなの者、良い機会ですからはっきりと伝えておきます」

　王女の言葉に、アリシアの警護についている花の騎士を除いた王室騎士ロイヤルナイト達が跪ひざまずく。

　未来の女王の言葉は、騎士国家の意思に等しい。

「私は、家柄も、過去も問いません」

　時代の節目。世界は空前の戦乱に突入しようとしている。

　敵はただ、明確な一国。北方に存在する、大国の名はドストル。

　後世に大きく名を残すだろう、論ずるも馬ば鹿からしい三人の偉大な英雄を擁ようする超ちよう大たい国こくは虎こ視し眈たん々たんと南方進出の先にある大陸統一を狙ねらっている。

　そんな帝てい国こくの野望に対たい抗こうするために組織された南方四大国による同盟関係。南方四大同盟の中で近年、騎士国家の発言力低下が甚はなはだしいのが悩なやみの種。

　理由は単純明快。騎士国家には、国の顔と呼べる英雄がいないから。




「私は──人格にどれだけ問題があろうと、英雄の資質があるのならば」




　だからこそ、特異な力を持った彼は救世主として祭り上げられた。

『シューヤ・マリオネット』の主人公にして、火の大精霊エルドレツドと命燃やす世界の救い手。

　炎の熱血占い師フアイアー・デイバイアーの名で呼ばれし南方の救世主シユーヤ・ニユケルンは覚かく醒せいの予兆を、未いまだ見せず。

　それでも運命は大きく舵かじを切り、本来あるべき正史に向かって動き出し始めている。




「たとえ、公爵家デニングと戦争になろうとも──彼を、守護騎士ガーデイアンに指名します」




　嵐あらしの到来はすぐそこまで。

　大陸を揺ゆるがす大事件は、もう目の前まで迫せまっていた。

















あとがき









　激動の芸能界。

　この頃ごろ、テレビで出家やら引退やらの文字をよく目もく撃げきします。華はなやかな世界に見えて裏側での苦労は計り知れないんだろうな～と心中察しながらワイドショーを見てます。楽しい。

　豚ぶたが生きる騎き士し国家も重苦しい貴族社会がありますが、今は魔ま法ほう学園が物語の中心。しかも主人公は大貴族の少年、ある意味特権階級なので好き放題やってますが……本物の貴族社会に関わったら、豚も権力に吹ふっ飛とばされて出家したくなるんでしょうか。

　そんなことを考えてたら、現代の能天気なラブコメを書きたくなってきます。

　でも自分は成り上がりものが好きなので、学園と成り上がり要素を組み合わせたらどうなるんだろう？　とちょっと考えてみる。

　嫌きらわれ者ものが実は、理事長の息子だったとか。いや、これは嫌われ者のままか。

　嫌われ者が実は、良い奴やつだったとか。これはありがちだ。

　デブとか散々に言われてる主人公が、実は人間じゃなくて本物のオークだった。何でオークが日本の学園にいるんだ？　いや、実はオークは異世界から送られたモンスターでとか。謎なぞなんで、これも止めます。

　ラブコメ中心でワクワク出来る学園モノだったら、やっぱり特別な学園に入学した一いつ般ぱん生徒辺りでしょうか。

　よくある王道ものですけど、やっぱりこれが一番ワクワク。王道は強い。




　豚も二巻が終わり、そろそろ物語が大きく動き出してくる頃ころ合あいでしょうか。

　今は学園の問題児が突とつ然ぜんすごい力を見せて、あれは一体どういうことだ？　やばいやばい……近寄り難いって思う生徒が大半でしたが……そろそろ主人公の変化にあれ？　あいつまじで変わったって？　大貴族のデニング公こう爵しやく家の人間らしく尊敬の念とか向けられたり、頼たよられたりすることも増えてくるかもしれません。

　それに、そろそろアニメ版主人公の彼にも頑がん張ばって欲しいところです。

　シューヤは正統派主人公タイプなので自分の選せん択たくに悩なやんだり、くよくよ意地の無い姿を見せることもありそうです。

『シューヤ・マリオネット』

　彼を主人公にしたアニメの中では隣となりにいつもアリシアがいましたが……さて、豚物語の方ではどうなるんでしょう。

　今のところは影かげが薄うすすぎるので、主人公らしく（とはいってもアニメ版の方の主人公だけど）頑張って欲しいものです。




　それでは、また！





合あい田だ拍子りずむ










合田拍子

●あいだりずむ



引っ越しのため、新居探してます。不動産屋に行ったり、街を自分の足で歩いて掘り出し物件を探したり。皆さんも物件探しにはこだわりがあると思うんですが、自分の場合はどれだけ駅から近いかが大事。駅から近ければ、外が喧しかろうが、日当たりが多少悪かろうが大体のことは笑って過ごせます。多分 [image: ]


















カバー・口絵・本文イラスト／nauribon

デザイン／草野剛










豚ぶた公こう爵しやくに転てん生せいしたから、今こん度どは君きみに好すきと言いいたい２








合あい田だ拍子りずむ
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